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二．翻刻
 
三．考察
 
 一．はじめに―解題を兼ねて―
 
 小論は、山武林業地域の中心地域の一角をなす、千葉県山武郡旧
睦岡村埴谷の農林家蕨真一郎（一八七六‐一九二二）家旧蔵資料の翻刻を主とし、これに解題と若干の考察を加えたものである。翻刻資料は、明治三七（一九〇四）年から大正五（一九 六）年にかけて、蕨真一郎が営んだ育林地 おける、下刈りや枝打ちに従事した人夫・就業者への労賃等を記した大福帳である。
 
山武林業を研究した青沼和夫（一九九三）は、帝国森林会編（一
九二四） 『本邦代表的優良林業』所収の「千葉県山武郡に於ける杉挿木林業」に示された、睦岡地域、日向地域、源地域の一九二 年当時の杉と松の樹齢別蓄積量を対比して、睦岡村 日向村、源村の三
カ村の間に地域差があること、これらが近世後期以来の山武林業の中心地をなしたこと、大正年間以前に東金市の一部（丘山・公平・源） 、山武町、芝山町の一部（二川） 、横芝町の一部（大総） 、松尾町（豊岡 で盛んと り、大正期に香取郡、東葛飾郡、印旛郡にまで拡大したこと しかし近年は市街地化による衰退が生じていることを述べた。樹種・齢級構成はたしかに育林過程を反映するので、それに地域差があれば、それらの地域間で追求した育林内容 異なることを意味する。同時に 樹種・齢級構成のデータから得られる情報は限ら ているので、より広範な在地の情報たとえば森林所有者の施業・経営資料によって林業の実態を再構成するこ 必要となる。この点で、本 は、中心地の一角を占めた睦岡村における、明治後期から大正初期の育林施業や山林労務の状況を示しており有用である。
 
本資料の来歴は次のとおりである。真一郎が作成した元資料は、
おそらく、真一郎の死後、長男で当主の倫
とも
治はる
の代に、自宅の障子 （あ
るいは襖）紙の代用品として用い、貼られていた そ を 倫治の養子で真一郎から二 目の当主正倫が剥がし 保管し、約三〇年前に、交流のあった千葉県農林総合研究センター森林研究所（当 、千葉県林業試験場）の研究員に、資料として譲った。研究員はその後資料を複写し、爾来、複写資料が森林研究所に二〇数年 わたて保管されてきた。二〇一六年に松尾と遠藤が近世・近代 山武林業とその地域構造について共同調査を開始し、資料を譲り受けら
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れた元研究員の了解を得て、本複写資料を翻刻・公表することにした。
 
本複写資料は元来の大福帳の綴じと形状をとどめていない。ダブ
ルクリップで全体が留められており、元の大福帳での頁の順番が一部乱れている可能性もある
（注１）
。
 
本資料を翻刻する価値は、とりわけこれが蕨真一郎による育林施
業に関する資料であ 点にある。 蕨家は屋号 「お代官」 と称する、江戸時代以来の旧家 。海宝文雄（一九七九）等をもとに江戸時代以来の家系図を示すと
図１
のようになる。屋号「お代官」の由
来は、近世後期に在地代官を務め ことに由来する
（注２）
。当地の有
数の篤林家で、父、重三郎逝去の翌年にあた 明治四四（一九一一）年、三六歳のときに農林実業教育の不足を憂いて埴岡農林学校を設立し、弟直治郎と も 運営した。学校は真一郎の死後も存続し、戦後の新制学校移行直前まで された。平出行雄（二〇一七）によれば、二年 の補習学校の生徒も含めて四五五人の卒業生を輩出しており、山武林業とその展開に指導的な役割 果たした
（注３）
。
 
このように、蕨家は、近世近代期の山武林業を考えるうえで重要
な位置を占める。旧 町は、 『山武町史』 編 んに先立ち、町内全域を対象に詳細な古文書調査を実施し、五冊の『山武町古文書目録』を刊行した（
表１
、
図２
） 。しかし、蕨真一郎家と蕨直治郎家に
ついては古文書目録 収録がない。 短歌や埴岡農林学校に関しては、蕨真一郎と直治郎が発行した 『農林』 『農邑研究』 など 定 刊行物、
書簡・日記類、出版書籍などを、千葉県文書館をはじめとする諸機関が調査し、 具体的な資料の紹介と分析がなされているのに対して、農林業経営についてはほとんど公開資料がなく、資料自体が保管されていない可能性も少なくない
（注４）
。それゆえ、ここで紹介する蕨
真一郎家の翻刻資料の意味は大き 。
 
本資料は、蕨真一郎が埴岡農林学校を設立する以前から、設立後
に実業教育を実践した時期までをカバーし、当時蕨真一郎が行っていた育林施業と林業経営（特に山林労務の手配）の解明に役立つことが期待される。具体的には、次のようなテーマを挙げることができる。
 
山武林業は、 台地面および谷地 （谷津） との間の斜面地に展開し、
松と杉の二段林施業、杉の挿し木苗の植 撫育、杉の柱材を主用途とする育林施業が特色をなした。とりわけ、この地域で選ばれた杉の品種サンブスギは、通直・完満・真円で生長が良く 油分が多心材は美しい紅色で、発根率が高く、挿し木が容易である。柱材としての利用のほか、建具業も栄えた。こ らの条件を活かして、県による奨励もあり、昭和四〇年代に千葉県内各地で盛んに植栽されたが、チャアナタケモドキ菌により主 地上三～四メートルの部位で幹が腐朽す 病害（スギ非赤枯性溝腐病） 増加すると、一転して北総地域を中心にサンブ 林は壊滅的な被害を受けた。この病原菌は枯れ枝の落枝痕が侵入源となるので、生枝打ち（枝が生きているうちに行う 打ち）が病気の予防にな いわれている。しか
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図１ 蕨家の系図 
注）海宝文雄(1979)『蕨眞の生涯と作品』京成社 の 26 頁掲載家系図及び蕨三子様、蕨直
文様からの聞き取りによる 
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表 1 『山武町古文書目録』所収の家と、林業･山林や木の売買、野馬捕獲や 
牧士御用等の古文書の所蔵家 
目録 住所 所蔵者 文書点数 刊行年月 林業等 牧･野馬 備考 
仮 山武町 旧日向村 役場   1981 年 3月以前  IV に収載 
仮 山武町 旧睦岡村 役場   1981 年 3月以前  IV に収載 
仮 山武町 旧源村 役場   1981 年 3月以前  IV に収載 
仮 山武町 山武町 役場   1981 年 3月以前  IV に収載 
仮 山武町 旧源村 源公民館   1981 年 3月以前    
仮 山武町   おとづれ文庫   1981 年 3月以前    
I 山武町 大木 遠藤好一家   1981 年 3月    
I 山武町 大木 遠藤貞治家   1981 年 3月    
I 山武町 木原 穴蔵安衛家   1981 年 3月  茂原市高師 
I 山武町 椎崎 京相利男家   1981 年 3月    
I 山武町 下布田 並木正男家   1981 年 3月    
I 山武町 植草 猪野源一郎家   1981 年 3月    
I 山武町 埴谷 鈴木祥司家   1981 年 3月    
I 山武町 戸田 嵡 謙一家   1981 年 3月    
I 山武町 中津田 伊藤 薫家   1981 年 3月    
II 山武町 戸田 麻生一郎家 968 1981 年 8月  △   
II 山武町 戸田 麻生光紀家 249 1981 年 8月    
II 山武町 森 石橋克身家 43 1981 年 8月    
II 山武町 植草 布留川まつ家 42 1981 年 8月    
II 山武町 埴谷 並木義雄家 39 1981 年 8月    
II 山武町 埴谷 小林末吉家 34 1981 年 8月    
II 山武町 椎崎 石橋伸平家 566 1981 年 8月 ○ △   
II 山武町 沖渡 富谷正一家 118 1981 年 8月    
II 山武町 埴谷 鈴木良一家 31 1981 年 8月    
II 山武町 木原 小川保次家 1743 1981 年 8月 ○ ○   
II 山武町 森 小谷修二家 5 1981 年 8月    
II 山武町 椎崎 京相昭夫家 19 1981 年 8月    
II 山武町 矢部 川島とり家 39 1981 年 8月    
II 山武町 椎崎 京相栄男家 15 1981 年 8月    
II 山武町 雨坪 布留川洋子家 307 1981 年 8月    
III 山武町 板中新田 鈴木重夫家 1261 1982 年 10 月    
III 山武町 木原 慶増吉郎家 1094 1982 年 10 月 ◎ ◎   
III 山武町 木原 和田義夫家 297 1982 年 10 月 ○   
III 山武町 横田 小川こう家 78 1982 年 10 月    
III 山武町 埴谷 蕨圭一郎家 143 1982 年 10 月    
III 山武町 埴谷 小川恒吉家 5 1982 年 10 月    
III 山武町 実門 鈴木牧子家 10 1982 年 10 月    
III 山武町 下布田 並木 淳家 1804 1982 年 10 月
◎ ◎ 千葉県文書館に寄託 
IV 山武町 下布田 並木 淳家 2 829 1985 年 3月
IV 山武町 木原 穴倉正昭家 298 1985 年 3月    
IV 山武町 木原 小川浩司家 70 1985 年 3月    
IV 山武町 森 土屋多美子家 1064 1985 年 3月  東京都文京区 
IV 山武町 埴谷 根本 武家 13 1985 年 3月    
IV 山武町 埴谷 鈴木祥司家 2 100 1985 年 3月 △   
IV 山武町 戸田 麻生一郎家 2 426 1985 年 3月    
IV 山武町 山武町役場 旧日向村役場 711 1985 年 3月    
IV 山武町   旧睦岡村役場 138 1985 年 3月    
IV     旧源村役場 25 1985 年 3月    
IV     山武町役場 50 1985 年 3月    
V 山武町 椎崎 京相利男家 2 702 1986 年 12 月 ◎   
V 山武町 下布田 並木 淳家 3 750 1986 年 12 月 ◎ ◎ 千葉県文書館に寄託 
V 山武町 森 土屋妙子家 4722 1986 年 12 月 ◎   
V 山武町 埴谷 小松あき家 286 1986 年 12 月    
V 山武町 下布田 並木正男家 2 1 1986 年 12 月  △(◎) (千葉県文書館に寄託) 
注)◎は多数の文書、○は 5点以上の文書、△は 5点未満の少量の文書の場合 
 『山武町古文書目録 I』には文書点数の記載がない 
△（◎）は、『山武町古文書目録』での該当古文書数は少量であるが、千葉県文書館に寄託された該当古文書数
は多数あることを意味する。 
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図２ 旧山武町内の古文書所蔵家と林業や牧・野馬関係の古文書所蔵家の所在地 
注）大きな◎〇□は多数の関連文書を所蔵する場合、小さな◎〇□は所蔵が確認されているが文書点数は
それほど多くない場合 
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し、立木価格が頭打ちから大幅な下落に転じる中で、生枝打ちが十分に行われなくなり、さらに間伐により除かれていた罹病木が、間伐も十分 ったため、林内に取り残されることが多くなった（罹病すると材の腐朽は進む
がなかなか枯死には至らない） 。
さらに、サンブスギがこの病気に対して感受性が高かったことが、被害拡大 拍車をかけた。収穫まで 長期間を必要とする林業の特殊性は社会情勢の変化に対応しづらいものであるが、生長の早い優良な柱材の効率的な生産 目指して挿し木により同じ性質をもつ一つのクローン 比 を高めたため、プラスからマイナスへの振大きかった。現在 、ほとんど実生スギの苗 が植栽されている。
 
このように、山武地域では挿し木が一大特徴をなすが、その起源
は江戸時代といわれている。また、県の推奨が始まった昭和三〇年代まではサンブスギ一辺倒ではなかったようであるが いつ頃どのように挿し木が普及したのか、山武地域の篤林家間や地域により挿し木のバリエーショ や挿し木の比重がどの程度異なってい のかなどについて、あまり明らかになっていない。また、檜は「石檜イシビ（木が堅 ） 」 「火をよぶ」 どと って忌避する傾向が強く、一〇〇～一一〇年生程度前から植栽が始ま たとみなされている。しかし、この点についても 檜の植栽・育林資料に基づ た実態解明には至っていない。土地条件と樹種との対応関係の有無も含め、植栽・施業の生態状況に関する知見を本資料は内包する。
 
育林経営、 特に山林労務に関しては、 外帯の急峻な山村と異なり、
農林業を営む地主が住み込み等の従事者と小作人や農閑期の百姓の一時的雇用によって林業経営を行う が、山武地域の山林労務 形態であった。一般論としてこのことは当地でよく知られているが、具体的にどのような雇用や労働実態であった かを明らかにした研究に乏しい。本資料には、労働内容と時期、林地、賃金、労務者名が記されており、雇用や労働実態を確認できる。
 
これらの点の解明のために、本翻刻資料は有用な情報を提供する
であろう。
 
なお、小論は、松尾・遠藤 共同研究における基礎的とりまとめ
である。翻刻は松尾が行い、文章化も主に松尾が行ったので文面の責任は松尾にあるが、山武林業に関しては遠藤が林木育種学・造林学に基づいて長く取り組んできたテーマ り、一年間一緒に現地調査を行い、今回の翻刻資料の内容や研究上の意義についての議論を経て、文章化の中で両者が推敲を行っ 。
 
 
二．翻刻
 
 （１）例言
 
 
資料の作成者（旧蔵者） ・所蔵者、来歴、形状を、再度略記する。
 
作成者
 
蕨真一郎
 
旧蔵者
 
蕨真一郎―蕨倫治―蕨正倫
 
 
所蔵者
 
旧千葉県林業試験場（千葉県農林総合研究センター森林研
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究所）の研究員
 
原資料の複写資料の保管
 
千葉県農林総合研究センター森林研究所
 
形状
 
 
元は大福帳。障子（襖）に貼って利用後、正倫がはがして束ねる（原資料）
 
 
 
 
 
原資料をＡ３複写印刷しダブルクリップ留め（複写資料）
 
大福帳は、料紙の短辺を二つ折りにして重ねてその右側を綴じて
あり、 短辺二つ折りの側を帳面 縦、 料紙の長辺を帳面の横にして、墨で縦書きしてある。従って、一行の文字数は二〇字前後である。それゆえ、小論での翻刻は、横置き縦書き二段組で入力することとした。
 
大福帳複写資料は、 空白頁も一頁に数えると、 一二二頁から成る。
各頁番号を翻刻中に算用数字 入れた。資料各頁 冒頭の行に頁番号をあてた。
 
資料には墨書のほか、ペン書きの後筆がある。多くは、未払いで
あった労賃 後日支払った際の追筆である。これを
{ 
}で示して、元
の墨書と区別した。複写資料のため、ペン書きの後筆の一部が薄くて見えない。その箇所は
{○見えず○
}と記した。
 
複写資料のため、原資料の一部を複写ミスして写っていない箇所
や付箋で見えない箇所がある。その箇所は、字数が分かれば□で、わからなければ（○見えず○）で示した。
 
読み間違いの危険のある文字については文字 ○囲みした。読め
ない文字は○で示した。可能性のある別の文字は（
 
）で囲った。
 
（二）翻刻
 
 
後掲
 
 三．考察
 
 （１）林野の分布域の現地比定
 
 
翻刻資料には蕨家の林野の字名が記されているので、蕨家の経営
林野の分布域がわかる。地名を拾い出すと
表２
のようになる。この
現地比定を、国土基本図（都市計画基本図二千五百分の一）をひろげての蕨三子様からの地名の聞き取り、 『土地宝典』 掲載地名の検索、国土調査結果（公文書） 盤 と地名のシェープファイル形式での開示請求の三つにより行い、
図３
を得た
（注５）
。図により、蕨真一
郎家 所有林野が、 麻生新田、 板川、 横田の方面にも延びるものの、大半が大字埴谷の域内の各地にある程度まとまった地筆として所在し、所有規模が旧埴谷村において最大級であったことがわかる。蕨家の所有地の中には、字巻の坂山之東辺 元郷有地、埴谷持分買入
｣
（一〇六頁）のよう 、かつて 睦岡郷有地が構成の村々に 割され、それを蕨家が購入した林地も含まれる。
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表 2 『蕨家山林労賃支払帳』の地名 
番号 大地名 小地名 小小地名 番号 大地名 小地名 小小地名 
1 油坂     37 大沢山 古釜場、元釜場   
2 
赤坂山     38 大沢山 東出崎   
赤坂山 沢、田ノ沢   39 大沢山 西出崎   
赤坂山 柳屋山   40 大沢山   細坂、細道、直向山 
赤坂山 市郎兵衛山   41 大沢山 カナクソ   
3 新家     42 大沢山 木戸向   
4 浅間表     43 大沢山 瓜ヶ谷ク   
5 
麻生新田     44 大塚     
麻生新田   細割、細ク嶋割 45 幸右衛門山、幸山、南出崎     
麻生新田   水溜リ 
46
幸西山     
麻生新田 倉右衛門山   幸西山 羽木谷ク   
麻生新田 清左衛門山   
47
嵯峨山     
麻生新田 惣兵衛山   嵯峨山 泉山   
麻生新田 二番字谷外   嵯峨山 金右衛門山   
麻生新田 埴谷前   坂山     
6 麻生新田 羽木谷ク   48 祭右衛門山     
7 出拂フ、出拂     49 坂芝山     
8 岩ノ谷ク 出峠   50 桜市     
9 古屋敷     
51
白玉、白玉道     
10 権次山     白玉、白玉道 中ノ土手   
11 原ノ出キワ、勘兵衛山     52 白玉、白玉道 三角山   
12 東新畑     53 白玉、白玉道 勇蔵山   
13 今堀脇     54 白玉、白玉道 蔵王山   
14 戸田道 芋ヶ谷ク、琴の橋山   55 三左衛門山     
15 
石屋殿山     56 芝山     
石屋殿山 土手   57 新蔵山     
16 岩ノ谷ク     58 新田スマ山     
17 
寺ヶ台     59 城山     
寺ヶ台 重左衛門山   60 水車ノ向     
寺ヶ台 十左衛門山、十山   
61
庄兵衛山、庄山     
18 重左衛門山     庄兵衛山、庄山 三角   
19 柿木山     庄兵衛山、庄山 奥   
20 喜左衛門山、喜山     
62
スマ山、角山     
21 木挽井戸     スマ山、角山 堀ノフチ   
22 
小西山、東山     63 竹田スマ山     
小西山、東山 羽木谷ク   64 たこつ山     
小西山、東山 アラジカ   65 多左衛門山、多左山     
23 小谷津山     66 鳶山     
24 古和延中嶋山     
67
戸田道     
25 粂右衛門山、久米山     戸田道 沢   
26 前の倉山     戸田道 草ヶ谷ク   
27 孫右衛門山、孫山     68 兎発句     
28 巻ノ坂山     69 遠芝、遠山     
29 南崎     70 東光寺     
30 元文太郎山     71 鴬山     
31 茂左衛門山     72 臼クリ畑     
32 西ノ谷     73 若梅     
33 
野中     74 横田道沢     
野中 ヤチカ   
75
雪山     
34 大場     雪山 カシヤシ   
35 
大木道     
大木道 惣兵衛山   
36 
大沢山     
大沢山 板川行道左側   
大沢山 三本ザカ   
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図３ 蕨家の林野の分布 
注）数字は表２と対応している。 
  蕨三子様からのきき取りにより確認した地点のみ林地の範囲を囲った。 
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（２）資料中の用語に則した検討と課題
 
 
翻刻資料は一三年間になされた主に育林施業への労賃支払いを記
している。施業内容、月日、場所、労賃、労務者（労賃の受領者） 、支払日がほぼ記載されている。
 
それゆえ、資料の毎年の記載内容を比較することで、継続的な施
業群と断続的ないし一時的な施業群を整理して 蕨家の施業体系を検討することができる。ただし、本資料は労賃を支払った施業について記載しており、労賃の支払いを経ない施業につい は、行われても記載がないであろう点に留意する必要がある。
 
個々の施業の具体的内容を、資料に記載された言葉に則して確
認・検討しよう。本資料に出現する用語には「 （杉木）枝取」 「 （木ノ）枝下し」 「下刈り」 「夏刈り」 「荒刈り」 「冬刈り」 「植付け」 「植出し」「植込」 「植ゑ」 「植ゑ直 」 「蒔作」 「 （杉種を）まく」 「野火入れ」
｢野
火除
｣などがある。
 
「 （木）枝取」 「 （木ノ）枝下し」には、撫育の一環として 枝打ち
と挿し木をする穂をとるための枝下しの二種類が考えられ 前者は、節の発生 防ぎ、幹の元と末 差を小さく 良質の柱材を得るのに必要な施業であ 。後者は採穂つま 挿し木をする枝先の部分を指す「穂」を枝ごと落して得るための枝下しの施業であ 。本資料において両者の判別は可能なのか。本資料は冊子冒頭に「杉木枝取所」とあり、資料中に「枝打ち」 語はでてこない。当時の生活では燃料用の枝葉が重要であった。枝打ちの賃金（手間賃）代り
に枝葉を渡す慣行が一般的なために「枝打ち」の語が本資料に出てこないとすれば、賃金を介した「枝取」 「 （木ノ）枝下し」は採穂のための施業 考えられる。資料中の 杉木枝取り」は、旧二月～旧三月四日（二五～二七頁）や四～六月初旬（九三～九五頁）に行われている。前者は、採穂の作業の時期とみなして不都合がない。一方、後者での
｢枝下シ
｣は二五七〇本で一本につき四厘の値段で手間
賃と差し引き 労務者に売却されている で、燃料と 利用する一般的な枝打ちとみなせる。したがっ 、 「 （杉木）枝取」 「 （木ノ）枝下し」は、採穂のため 枝落と と撫育の枝打ちの両方を含む用語として用いられている。
 
ちなみに本資料には「間伐」が出てこないので、間伐・抜き伐り
を別の帳面につけて た可能性が高い 間伐も一〇余年生だと、足場丸太、 稲架用に農家は重宝するから、 篤林家が間引きしたい時に、手間賃と相殺して間伐を行った可能性が高 。
 
「下刈り」 「夏刈り」 「荒刈り」 冬刈り」は、下刈り施業に関する
語である。本資料で頻出するのは「夏刈り」である。毎年、七月から九月にかけて行われる。山武町域だけでなく、周辺の多古町 香取市などの一帯でも、柄の長い鎌で雑草 刈る夏季の施業を
｢夏刈
り
｣と呼び、昭和四〇年台までは広く行っていた。本資料中の夏刈り
は、植栽した苗木が小杉等の状態での施業であり、植栽後の苗の生長を促す目的で行う下刈りであることが 資料文面 よって確認できる。つまり
｢下刈り
｣｢夏刈り
｣はともに撫育の下刈りを意味し、七
― 11 ― 
～九月上旬に行う下刈りを特に
｢夏刈り
｣の語で呼んでいた。これに
対して、 「荒刈り」
｢アラ刈り
｣の語も用いられている。これは地拵え
の意味で使い分けた可能性がある。 「荒刈り」の語が、秋や冬になされる下刈りに用 られているからである。夏刈りでは林地ごとに固定した労務者本人に賃金が支払われるのに対して、冬の
｢荒刈り
｣で
は請負人を通じて多数の労務者が従事しており、 労働実態が異なる。このほか、苗木の植栽後、一般に約五年間は下刈 をするので、植林地においてなされる
｢下刈り
｣はそれに先立つ植栽の時期等を推測
するのに役立つ
（注６）
。
 
 
資料には施業地の面積について、 四二～四三頁に
｢字下棚
 
一反一
畝一二歩
｣｢字庄山
 
六町七反二畝二〇歩
｣｢麻生新田二番字谷外（羽
木谷）
 
四町二反九畝六歩
｣の記載があるが、 面積を直接記載する例
は少ない。しかし、所在地について確認できれば、ある程度面積や作業量を再構成できることもある。したがって、おおまかながら、現在の労賃との対比、当時の賃金一般のなかでの山 仕事の程度、当時の山林 務の作業能率、つまり物価指数や労働対価としてこ地域の林業作業の経済上の位置づけ
を検討することができる。植栽
本数と要した日数 記載も本資料にはあ で、現在と比較した作業能率も検討対象となる。
 
 
資料の二四頁に、明治三九年五月七日～一一日の苗木の植付けお
よび明治三九年に松四二七〇本、杉二〇三五本、檜二一六〇本 苗木を植栽したこと、および苗木の値段
｢計一〇円一一銭三厘 （杉苗三
一〇本と檜苗三〇本の値段か？）
｣が載っている。
 
 
「植出し」 「植込」 「植ゑ」 「植ゑ直し」 「蒔作」 「 （杉種を）まく」
は植栽（植林） 育 （挿し穂の育苗も を指す。植栽と播種に関連して、苗木に関する記載が注目される。本資料五三頁～五六頁にかけて、明治四二年に蕨真一郎 自家製 苗、挿し木のほか、近在の育苗家（並木老人、斎藤逸）や苗木業者（カネ末や加瀬茂助）からの苗の購入、杉の種の入手と育苗を行っていたことが記されている。吉野杉 を買い入れての植林、木曽山の杉種の苗圃のほか、当地では忌避が強かった檜 植栽にも積極的に取り組んでいる。これらの苗は、自家で育苗するほか近在 育苗家から購入しており、遠方か 仕入れることはな 。明治四 年に入手し、明治四五年春に植えているとの記載
(資料一〇二～一〇三頁
)などによって、
種を購入して当地で育苗していたことがわかる。
 
 
本資料の五三～五六頁、 一〇一～一〇六頁、 一〇九～一一〇頁に、
植林・植栽についての記載がある。記載は、樹種別 時期、植栽位置について教えてくれる。杉は四～五月、檜は五月、松と桐は一一月、 さはらは五月と一一月に植栽している。 また、 「段に境 え」したり、 「松を並木植え」したり、 「杉木ある間
｣にさはら檜を間植し
たり、同じ樹種でも植栽年をずらす施業が活用されていたことが記載によ 確認できる。これ から、松と小松、杉と小杉、松と杉、杉や松と檜・さはらの二段林や混植、および檜やさはらによ 境界林の景観が、当時すでに施業技術に則って造成されていた 判断で
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きる。
 
また、記載が不明瞭で、植栽賃金を指すのか苗木の値段なのかが
判然としないが、本資料五六頁に、
｢杉さし木
 
八百本
･･代金一円七
八銭
｣とある。これが苗木の値段なら一本約二．二厘となる。植栽に
適した二年生か三年生の杉苗木、三
年生の檜苗木の単価は現在一〇
〇円～一五〇円である。現在の値段に比べて当時の苗の単価は物価の点でどう評価できるのか
 
「野火入れ」
｢野火除
｣が地拵えの一工程として行われていた。本
資料九九頁に杉山の喜左衛門山における野火よけのための下刈りの記載がある。
 
一般的には雑木とよば る広葉樹のうち、樟（くす） 、欅（槻けや
き） 、椚（くぬぎ） 、白樫（ らかし）などの内装 燃料、農具（車輪、農具の柄）材に適した樹木を小面積育林している。自家の利用以外に 家 需要があるからで、農林業地帯と の特色 みられる。
｢新規樹栽処
｣として、大正二年四月四日に樟二〇〇本を字東
山の北辺の谷 四月五日に四三年に苗圃に蒔いた樟の苗三一七本を羽木谷中谷（昨日の東側） 、 月四日に椚苗一〇〇本を樟の間に混植したことがわかる（一一一～一一二頁） 。明治四三年一一月には、家具材である桐 植栽地を五筆まとめて記している（七八頁）のが注目される。桐は、いずれも林野でなく畑に植栽している。 は部を弟の蕨直治郎や育苗販売を行う加瀬茂助から購入
 
主に後筆に、賃金の分割支払い、小作人の借金との差引、住込従
事者や雇用契約者の月給との差し引きなどが記されている。また、明治四〇年代に作業賃 割り増しや「骨折」
｢手間賃
｣などと称した
一時的ないし実質的な労 値上げも確認で る。これも林業経営と社会経済の観点から注目される。
 
明治四二年頃から、蕨家が、 経営林野を
｢東方部
｣｢北方部
｣｢南方山
分
｣などのエリアで分類して把握するようになってきたことが、 資料
の表記の推移からわかる。
 
採穂、植栽、下刈り（夏刈りや荒刈り）に関する記載をむすびつ
けて、蕨家が実施した施業体系を、現時点では、
図４
の施業暦の形
で示すことができた。 さらに深く考察することが今後の課題である。
 
つぎに山林労務者について検討しよう。本資料から、夏刈りにつ
いて、おおむねそれぞれの林地ご 毎年同じ人が山林労務していること、労務者名に添えら ている住所 よって、その人が林地近くに在住し いる村民であることがわかる。それとは別に、作業者を手配す 下刈りの請負人 労賃をまとめて支払うケースが くつか確認できる（本資料一〇〇頁、一一五頁） 。明治四四年秋 白玉道山の請負人並木定右衛門へ 支払い は作業人夫は佐久間啓蔵ら九名である。幸山（幸右衛門山、南出崎）で 小川治郎吉が請負人である。大正四年一二月～二月の
｢冬刈り
｣では石原寅松を請負人に、
小西山の
｢アラ苅り
｣に延べ二五人分、大正五年冬の幸山（幸右衛門
山）の「アラ苅リ」に四八人分を支払っ いる。これは 農閑期に行われる広い林地での地拵え
｢アラ刈り
｣と称し、請負人に労賃を
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まとめて支払い、多人数が労務に従事していたことを意味する。
 
一方、植林については、春（四月から五月上旬）と秋（一一月）
に行い、約半分の植林について、個々の植林当日の箇所に木植人を列挙して る （本資料一〇一～一一一頁） 。 真一郎本人、 住込従業者、他の村民 より主に植林され、農林学校の生徒が実習授業で三時間余り植林したことも記されている。杉苗五五〇本に七人、四三〇本に四人、五八〇本に四人、杉（松）と檜の混植二二二〇本に 一人、七二〇本に七人、 本檜苗一七本に三人、 三八本に三人、 六本に三人、松苗三〇 〇本に一三人、三五〇（四二五）本三人、 〇 人小半日、さはら檜五〇〇本七． 七人 樟 〇〇 椚一〇 本 五．五人、樟三一 本五． 人がそれぞれ従事している。
 
このほか、本資料の八九～九〇頁に、雑木を売却して雑木代を得
るとともに、樹木の株を掘り取った後に、畑を起こ た例と 本檜を植林して農林学校林とする例が掲載されている。本資料 は、育林過程の中の特に下刈りと植栽に関する支払記録が多い。その点に加えて、雑木の売却収入を得て、雑木伐採跡地を畑や人工林に転換している状況 勘案すれば、農林学校の経営も含め、蕨真一郎は、この時期に積極的な農林経営を展開し いたといえよう。
 
篤林家が林業経営を継続できた条件は 施業に要する労賃や苗等
の費用に対して材の販売値段が高かったからか、農地などの経営
･
収入との一体的経営に基づいたからか。これらの収支も検討すべき事項であるが、同様に今後の課題であ 。
 
図４ 蕨家の育林施業の年間暦 
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（３）山武地域の林業史の解明に向けて
 
小論では、雑駁な初歩的検討にとどまり、翻刻を踏まえた育林施
業と山林労務に関して冒頭に掲げた諸項目の分析をいまだ十分なしえていない。
 
より詳しい翻刻資料の分析とともに、
図２
によって明らかな他の
篤林家の資料の活用と比較、および施業の生態に関する土地・基盤情報に即した検討によって、地域差に留意した山武地域の林業史を解明することがなすべき方向である。
 
それとともに、野・台地に展開した
農林業に多大の特色をもつ千
葉県の場合、山武地域を取り巻く野において幕府牧が営まれ、山武地域の村々もそれと深い関係を結んでいたことを考えれば、山武林業史が、そのことと無関係とは思われない。
図２
に示された代表的
な篤林家の中に、江戸時代に牧士の役職を務めた、つまり武士として牧の管理や捕馬・鹿狩業務にも就 た豪農が含まれている事実がそれを暗示する
（注７）
。これらの点についても、いずれ他日を期した
い。
 
  注
 
１
 
特に五九～六〇頁、八三～八六頁は、子守り、農業及雑用雇の人達の名前や給金などの記載であり、それ以外の頁と内容が大きく異なる。別の大福帳の断簡が紛れ込んだ可能性が高い。
 
２
 
江戸時代、山武地域は青山忠成の領有後、元和六（一六二〇）年に青山
氏が転封になり、以後、一旦幕府領となり、元禄一三（一七〇〇）年からは、江戸時代末期まで結城藩水野氏の藩領、幕府領、旗本知行地の３つが混在する地域となった。 蕨家が所在する旧埴谷村もこれら３つが混在する村であった。江戸後期に、主に旗本領において、在地の有力農家を本人限りにて武士として在地代官に取り立てて所領の管理をゆだねることが行われた。農家の側からいえば、百姓としての用務を子供に譲り、自らは武士として在地代官を務めることで地域社会における家の地位の維持・向上に努め 武士 身分は本人限りであるが、代々在地代官（地代官）に就くこ よって家格の維持機能を有するに至 。
 
３
 
平出行雄さんは埴岡農林学校を卒業し、旧山武町の町会議員の頃から蕨玲子らと親交があり、埴岡農林学校史を主なテーマとして精力的 調査を行ってきた。二〇一六年一二月二日に訪問 農林学校のことなどについて教示を得た。
 
４
 
蕨直文（直史）氏によると、氏は両親（正美・玲子）から、真一郎が亡くなってまもなく、真一郎の子倫治が、自宅の書類 処分し、それをみた真一郎の弟で隣家の直治郎がわずか 焼却前の書類を自宅 運んで保管したとの話を伝え聞かれ
 
５
 
蕨三子さんは 正倫の妻。正倫の死後、子の祥裕が成人するまで 蕨三子さんが蕨家の育林経営に取り組んだので 林野の地名 その所在ついて詳しい。 『土地宝典』は地籍図を編集した資料で、日本全国で大正時代から昭和中期にかけ 作成された。本調査では 千葉県北部林事務所が所有して使っておられる山武町 土地宝典 うち睦 地区必要箇所について、利用の便宜をはかってい だいた。国土調査結果基盤図と地名のＧＩＳデータ（シェープファイル） ついて 、山武市が公文書の開示と資料請求の制度を千葉県と同じように導入し おり、その手続きを行って入手した。
 
６
 
ただし、 「下刈り」は、雑草との競合をぬけた植栽木の場合にも、森林管理や枝打ち・間伐を容易にする めに行う。本資料 もこのような下刈りが含まれている可能性がある。
 
７
 
『山武町古文書目録』に収録されて 古文書所蔵の旧家のなかに、代替わりにより古文書を千葉県文書館 寄贈あるいは寄託した がある
― 15 ― 
牧士を拝命した下布田の並木
 
淳
 
家（ 『山武町古文書目録』での家名）
も寄託を行った。現在、日本各地において、二〇‐四〇年前の市町村誌史類の刊行に伴う調査時の所蔵史資料を保管し続けることが困難な場合が少なくない。 千葉県文書館や金沢市立玉川図書館近世史料館などは、この状況下において史資料の保存に重要な役割を果たしている。かつての史資料調査時 撮影して現物 フィルム資料化を行っ 例は決して多くない。各地の市町村が必ず も史資料保存を果たす条件をもちあわせていない現状では、より積極的な仕組みの構築が必要と思われる。
 
 
小論は、平成二八年度専修大学研究助成（個別研究） 「日本における林野
の広域的放牧利用」 （松尾容孝）の成果の一部を取りまとめたものである。記して、謝意を表する。
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門
倅
     
  九
日
廿
九
日
ち
ん
相
渡
ス
済
 
 
麻
生
新
田
清
左
衛
門
山
夏
刈
り
  
 
一 金
三
円
也
       戸
田
ノ
 藤
吉
 
岩
ノ
谷
ツ
雑
木
山
除
ク
ノ
外
夏
刈
 
一 金
弐
円
也
       右 同
人
 
倉
右
衛
門
山
台
ノ
分
夏
刈
り
 
一 金
三
円
也
       右 同
人
 
岩
ノ
谷
ツ
元
雑
木
山
ノ
分
杉
苗
植
込
往
還
付
分
也
 
一 金
三
拾
銭
       右 同
人
 
岩
ノ
谷
ツ
出
峠
夏
刈
 
一 金
弐
拾
銭
       右 同
人
 
〆 十
月
三
日
勘
定
差
引
相
済
也
 
 
三
十
七
年
度
夏
刈
                ８ 
清
右
衛
門
山
ホ
タ
シ
倉
右
衛
門
ノ
ホ
タ
シ
岩
ノ
谷
ツ
ホ
タ
シ
中
嶋
山
ノ
ホ
タ
シ
場
〆
四
ヶ
所
 皆
山
ノ
廻
り
ヘ
植
出
し
分
 
一 金
壱
円
七
拾
五
銭
也
   戸
田
ノ
 藤
吉
 
 十
月
三
日
勘
定
差
引
相
済
   
 
 
八
月
赤
坂
山
谷
ノ
下
刈
り
 
一 金
四
拾
五
銭
      出
拂
 文
太
郎
 
 九
月
 下
刈
賃
渡
ス
 
 
気
左
衛
門
山
之
内
夏
刈
り
 
一 金
五
拾
五
銭
也
     宿 嘉
兵
衛
 
 十
月
廿
日
ち
ん
拂
 
 
赤
坂
山
之
内
治
郎
兵
衛
下
刈
り
場
幷
続
キ
也
沢
ノ
分
刈
ル
 
一 金
四
拾
銭
       出
拂
 文
太
郎
 
 十
月
廿
八
日
ち
ん
拂
     権
兵
衛
へ
渡
 
 
気
左
衛
門
山
夏
刈
り
 
一 金
壱
円
三
拾
銭
     宿 徳
次
郎
 
サ
ガ
山
ノ
台
夏
刈
 
一 同 壱
円
也
        同
人
 
白
玉
山
勇
蔵
山
夏
刈
 
一 同 三
拾
銭
        同
人
 
三
角
山
松
木
下
タ
小
杉
植
付
分
 
一 同 四
拾
五
銭
       同
人
 
〆 四
ヶ
所
 
 三
十
六
年
度
畑
地
別
勘
定
差
引
済
 
 
三
十
七
年
冬
刈
赤
坂
山
之
内
文
太
郎
下
刈
り
ノ
分
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一 金
弐
円
七
拾
銭
       権
兵
衛
 
古
和
延
中
嶋
山
冬
刈
リ
ボ
サ
竹
ヤ
ブ
ヲ
刈
ル
 
一 金
壱
円
五
拾
銭
       同
人
 
羽
木
谷
ク
水
溜
り
竹
藪
ノ
分
荒
刈
          ９   
一 金
八
拾
銭
         同
人
 
〆 計 金
五
円
也
   七
郎
衛
門
ヨ
リ
刈
り
ち
ん
渡
し
 
三
十
八
年
三
月
二
日
 
〆 
 
三
十
七
年
度
夏
刈
り
○
○
分
 
 東
光
寺
山
夏
刈
り
 
一 金
壱
円
五
拾
銭
    寺
ヶ
台
 逸
作
 
一 金
三
円
也
          同
人
 
 新
蔵
山
夏
刈
り
三
十
六
 三
十
七
弐
ヶ
年
分
 
一 同 弐
拾
銭
         同
人
 
 角
山
へ
り
夏
刈
り
元
諸
木
内
組
分
場
所
 
一 同 廿
五
銭
         同
人
 
 角
山
へ
り
西
方
夏
刈
り
ち
ん
 
一 同 廿
五
銭
         同
人
 
 角
山
へ
り
西
ノ
方
荒
刈
り
元
加
瀬
良
助
持
山
分
 
一 同 弐
拾
銭
         同
人
 
 角
山
往
還
付
荒
刈
り
元
三
吉
持
山
分
 
一 同 三
拾
銭
         同
人
 
 角
山
往
還
付
荒
刈
り
元
田
中
謹
治
持
山
分
 
〆 右
寺
ヶ
台
逸
作
へ
支
払
、
勘
定
済
 
計 金
九
拾
七
円
拾
八
銭
也
り
 
  内
訳
 五
円
七
拾
五
銭
 三
十
七
年
冬
荒
刈
り
分
 
     六
拾
壱
円
四
拾
三
銭
 夏
刈
り
分
 
  〆 
 
三
十
八
年
旧
二
月
 
一 金
八
拾
銭
也
   下
刈
人
 太
田
 豊 
  太
田
豊
氏
ヨ
リ
買
入
之
山
林
弐
ケ
所
荒
刈
ち
ん
払
 
 
明
治
三
十
八
年
三
月
              １
０
 
麻
生
新
田
倉
右
衛
門
山
 文
七
脇
キ
也
 
一 小
杉
三
百
七
拾
六
本
 
 但
シ
尺
三
寸
ヨ
リ
二
尺
三
寸
迄
平
均
一
本
ニ
付
七
厘
ツ
ツ
也
 
 此
枝
取
ち
ん
弐
円
六
拾
三
銭
也
 
一 同 六
拾
五
本
 
 此
枝
取
ち
ん
六
拾
五
銭
也
 一
本
壱
銭
ツ
ツ
也
 
一 杉 五
尺
廻
り
三
本
  一
本
五
銭
ツ
ツ
也
 
 此
枝
取
ち
ん
拾
五
銭
也
拂
 
〆 三
円
四
拾
三
銭
也
 
  内 米
弐
斗
渡
 代
金
弐
円
四
拾
五
銭
也
 
  引
〆
 九
拾
八
銭
也
 相
渡
済
 
        向(白)洲
当
 倉
吉
払
 
 
明
治
卅
八
年
夏
刈
所
 
大
字
木
戸
向
山
夏
刈
 
七
月
 
一 金
八
拾
銭
       佐
太
郎
 
   内
三
拾
銭
七
月
廿
三
日
渡
ス
 
    五
拾
銭
七
月
廿
五
日
渡
ス
済
 
   〆 
 
横
田
道
ノ
沢
夏
刈
 
一 金
五
拾
銭
     寺
ヶ
台
 勘
左
衛
門
 
  七
月
廿
六
日
相
払
 
 
戸
田
道
ノ
沢
夏
刈
 
一 金
三
拾
銭
     戸
田
ノ
川
端
 兵
蔵
 
  八
月
八
日
払
 
 
卅
八
年
夏
刈
                 １
１
 
水
車
向
交
換
地
山
 
一 金
五
拾
銭
     井
之
上
 藤
兵
衛
 
 但
シ
弐
人
手
間
夏
刈
り
本
年
ヨ
リ
他
人
之
草
刈
り
山
ニ
致
す
。
依
テ
藤
兵
衛
方
ハ
止
ム
 
 
八
月
幸
右
衛
門
山
ト
権
次
山
ノ
谷
ク
夏
刈
り
 
一 金
五
拾
銭
     出
拂
 権
兵
衛
 
同
所
権
次
山
ノ
沢
 
一 金
四
拾
銭
     右 同
人
 
元
文
太
郎
山
ト
権
次
山
堺
邊
り
 
一 金
四
拾
銭
     右 同
人
 
桝
屋
文
太
郎
ヨ
リ
買
入
タ
ル
分
山
夏
刈
 
一 金
弐
円
也
     右 同
人
 
粂(祭)右
衛
門
山
ノ
内
坂
ヲ
登
テ
右
ク
小
杉
ノ
分
 
一 金
五
拾
銭
     右 同
人
 
桜
市
金
右
衛
門
ヨ
リ
買
入
ノ
山
夏
刈
 
一 金
拾
銭
      右 同
人
 
同 沢 
一 同 拾
銭
     右 同
人
 
同 沢         
一 同 六
銭
     右 同
人
 
桜
市
沢
池
ノ
邊
と
○
台山
堺
夏
刈
 
一 同 拾
弐
銭
    右 同
人
 
赤
坂
山
田
ノ
沢
夏
刈
 
一 同 壱
円
拾
銭
   右 同
人
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サ
ガ
山
ノ
沢
 
一 同 六
拾
銭
      右 同
人
 
計 拾
壱
ヶ
所
夏
刈
 
 此
夏
刈
賃
 計
金
五
円
六
拾
八
銭
也
 
八
月
廿
二
日
 壱
円
也
渡
ス
  九
月
八
日
 弐
円
也
渡
ス
 
 
卅
八
年
八
月
                 １
２
 
白
玉
道
三
角
道
中
ノ
土
手
内
外
皆
夏
刈
り
 
一 金
壱
円
三
拾
五
銭
    出
拂
フ
 文
太
郎
 
八
月
赤
坂
山
谷
夏
刈
  
 
一 金
四
拾
五
銭
      右 同
人
 
赤
坂
山
清
郎
兵
衛
下
刈
場
并
続
キ
ノ
沢
也
 
一 金
四
拾
銭
       右 同
人
 
〆 三
ヶ
所
 八
月
廿
二
日
ち
ん
払
 
 
戸
田
道
草
ヶ
谷
ク
山
夏
刈
り
 
一 金
弐
拾
五
銭
      戸
田
ノ
 佐
兵
衛
 
 八
月
廿
六
日
払
渡
 
 
新
田
山
惣
兵
衛
山
 
大
木
道
右
リ
 
一 金
壱
円
廿
銭
 三
年
荒
  寺
ヶ
台
 勘
左
衛
門
 
同
所
大
木
道
左
リ
 
一 同 六
拾
銭
      右 同
人
 
〆 八
月
廿
七
日
刈
り
ち
ん
払
済
 
 
八
月
廿
七
日
 
一 金
八
拾
五
銭
済
     井
之
上
 忠
三
郎
 
 右
大
沢
山
ノ
内
板
川
行
道
ヨ
リ
左
リ
古
釜
場
ノ
台
ヨ
リ
三
本
ザ
カ
大
松
木
下
植
出
し
ノ
桧
木
塚
之
辺
り
及
平
六
ガ
刈
り
堺
迄
也 
〆 
 
瓜
ヶ
谷
ク
細
坂
ノ
左
右
立
木
ノ
大
松
処
迄
夏
刈
り
 
一 金
八
拾
銭
也
      右 同
人
 
 八
月
卅
一
日
渡
ス
 
 
庄
兵
衛
山
ノ
内
板
川
行
道
ヨ
リ
左
リ
ノ
方
、
不
残
夏
刈
り
 
一 金
三
円
也
       右 同
人
 
 外 金
五
拾
銭
 
 但
シ
三
十
七
年
夏
刈
り
休
ミ
ニ
付
○
賃
也
 
   金
壱
円
五
拾
銭
渡
ス
 
 
戸
田
道
芋
ヶ
谷
ク
山
夏
刈
り
           １
３
 
一 金
六
拾
銭
       右 同
人
 
  八
月
八
日
拂
 
 
三
十
八
年
度
 
幸
右
衛
門
山
内
杉
木
立
分
松
苗
植
付
ヲ
除
キ
西
方
差
太
郎
ヨ
リ
買
入
ノ
山
堺
迄
 
夏
刈
り
 
一 金
四
円
也
       新
家
 佐
太
郎
 
  八
月
八
日
 三
円
也
渡
 
  同
九
日
 壱
円
也
渡
 
 〆 
 
卅
八
年
 
古
和
延
中
嶋
山
夏
刈
 
一 金
弐
円
也
       下
タ
ノ
 平
六
 
 八
月
九
日
賃
渡
 
大
沢
山
之
内
、
板
川
行
道
ヨ
リ
左
リ
ノ
方
小
道
ヲ
堺
ニ
シ
テ
西
方
牛
尾
氏
山
堺
迄
夏
刈
 
一 金
壱
円
七
〇
銭
     右 同
人
 
       相
済
 
 
卅
八
年
八
月
 
羽
木
谷
ク
山
夏
刈
 
一 金
弐
円
也
       忠
三
郎
 
   八
月
十
日
渡
 
  同 弐
拾
銭
      右 同
人
 
   羽
木
谷
ク
細
ク
嶋
ノ
割
分
 
大
沢
山
之
内
釜
場
之
脇
キ
松
苗
植
付
分
 
一 金
五
拾
銭
       同
人
 
〆
三
ヶ
所
 弐
円
七
拾
銭
相
払
 
 
字
蔵
王
山
夏
刈
り
 
一 金
五
円
也
       白
玉
 並
木
定
右
衛
門
 
  外
ニ
拾
銭
土
手
ノ
分
夏
刈
り
 
 
卅
八
年
八
月
                 １
４
 
小
西
山
之
内
板
川
行
道
ヨ
リ
左
リ
 
一 金 壱
円
五
拾
銭
    忠
三
郎
 
小
西
山
之
内
板
川
道
ヨ
リ
左
リ
、
板
川
ホ
タ
シ
堺
辺
リ
迄
夏
刈
り 
一 金
弐
円
也
 
   〆
内
弐
円
三
拾
銭
也
 
    八
月
十
日
残
金
之
渡
 
    八
月
廿
二
日
 壱
円
廿
銭
渡
ス
相
済
 
 
八
月
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新
畑
山
金
右
衛
門
ヨ
リ
買
入
分
弐
ヶ
所
 
夏
刈
 
一 金
七
拾
銭
       油
坂
 文
左
衛
門
 
同
所
并
続
キ
文
太
郎
ヨ
リ
買
入
分
夏
刈
 
一 同 四
拾
銭
        右 同
人
 
同
所
并
続
キ
野
嶋
氏
ヨ
リ
買
入
分
夏
刈
 
一 同 三
拾
銭
        右 同
人
 
〆 壱
円
四
拾
銭
拂
済
 
八
月
十
一
日
 
 
卅
八
年
八
月
喜
左
衛
門
山
夏
刈
り
 
一 金
壱
円
六
拾
銭
       寺
ヶ
台
 勘
左
衛
門
倅
 
 
卅
八
年
八
月
赤
坂
山
ノ
内
中
ノ
割
夏
刈
 
一 金
壱
円
也
         油
坂
か
 寅
松
 
   外
拾
銭
○
○
 済 
 
台
発
句
桧
ノ
木
下
 
一 金
三
拾
銭
         右 同
人
 
   八
月
十
三
日
払
渡
 
 
横
芝
道
 麻
生
新
田
倉
右
衛
門
山
夏
刈
       １
５
 
一 金
四
円
也
         井
之
上
 治
郎
兵
衛
 
サ
ガ
山
台
字
泉
山
金
右
衛
門
山
夏
刈
り
 
一 金
壱
円
也
         右 同
人
 
  〆 右
刈
芝
畑
地
ふ
せ
勘
定
之
約
束
也
 
 
気
左
衛
門
山
ノ
内
桧
ノ
木
苗
植
付
分
及
ビ
沢
ノ
方
ニ
テ
小
杉
ノ
ア
ル
分
夏
刈
り
 
一 金
五
拾
五
銭
        宿 嘉
兵
衛
 
 旧
九
月
十
八
日
 内 三
拾
銭
渡
ス
 
 旧
十
月
廿
七
日
   弐
拾
銭
渡
ス
 
    〆 
 
三
十
八
年
夏
刈
り
気
左
衛
門
山
 
一 金
壱
円
三
拾
銭
       宿 茂
八
 
サ
ガ
山
台
夏
刈
り
 
一 金
壱
円
也
         同
人
 
白
玉
道
勇
蔵
山
夏
刈
 
一 同 三
拾
銭
        同
人
 
同 三
角
山
松
木
下
タ
小
杉
ノ
分
 
一 同 四
拾
五
銭
       右 同
人
 
  〆 金
三
円
ト
五
銭
 
    内
弐
円
廿
五
銭
 三
十
七
年
度
ノ
畑
地
子
 
    引
○
〆八
拾
銭
可
渡
分
 
 
十
月
廿
七
日
 
字
遠
芝
差
太
郎
ヨ
リ
買
入
之
山
荒
刈
り
半
分
 
両
度
ニ
半
分
ツ
ゝ
刈
 
一 金
壱
円
也
渡
ス
       井
之
上
 藤
兵
衛
 
 
三
十
八
年
度
 
計
夏
刈
高
八
十
八
円
四
十
三
銭
也
 
 
三
十
八
年
九
月
寺
ヶ
台
山
夏
刈
分
         １
６
 
重
左
衛
門
山
 
一 金
壱
円
八
拾
銭
也
      寺
ヶ
台
 礒
吉
 
   内
山
ノ
郷
ト
通
り
夏
刈
ス
冬
ノ
節
ニ
相
成
夏
刈
ハ
止
ム
。
 
   刈
リ
金
八
拾
銭
渡
ス
 
 
三
十
九
年
幸
右
衛
門
山
夏
刈
 
一 金
三
円
四
拾
銭
   拾
七
人
手
取
分
 出
拂
 権
兵
衛
 
 
卅
九
年
ノ
春
荒
刈
 
芝
山
○
槙ノ
坂
山
下
刈
 
一 四
円
五
拾
銭
        出
拂
 細
根
○寅
松
 
 
四
十
年
度
春
荒
刈
 
芝
山
冬
刈
り
 
一 金
四
円
五
拾
銭
   先
キ
ヘ
記
ス
 同
人
 
 
三
十
九
年
度
ノ
分
 
一 同 五
拾
銭
        同
人
 
   幸
右
衛
門
ト
権
次
山
ノ
谷
ク
 
 
三
十
九
年
ノ
夏
刈
 
一 同 四
拾
銭
        同
人
 
   権
次
山
ノ
沢
 
 
三
十
九
年
度
荒
刈
リ
 
一 金
五
円
也
         同
人
 
   幸
右
衛
門
山
 荒
刈
二
十
人
 手
間
一
人
廿
五
銭
ツ
ゝ
 
 
九
月
                    １
７
 
庄
兵
衛
山
ノ
内
三
角
分
夏
刈
リ
 
一 金
壱
円
弐
拾
銭
       同
人
 
九
月
廿
日
 内 三
拾
銭
 手
金
渡
 
       九
拾
銭
 相
渡
 
  〆
外
弐
拾
銭
 二
ヶ
年
荒
レ
ニ
付
増
ス
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九
月
廿
一
日
計
改
拾
五
円
廿
弐
銭
五
厘
夏
刈
払
出
シ
 
一 金
五
円
五
拾
銭
       勘
左
衛
門
倅
 
  新
田
ス
マ
山
不
残
夏
刈
リ
 
  九
月
廿
日
拂
 
 
小
西
ノ
山
ノ
内
草
刈
リ
場
ヲ
除
キ
余
地
分
 
羽
木
谷
ク
寄
り
三
丁
谷
ク
也
 
一 金
弐
拾
銭
      忠
三
郎
 
  九
月
廿
三
日
 相
拂
 
 
大
沢
山
ノ
内
板
川
行
道
ヨ
リ
右
瓜
ヶ
谷
ク
大
松
ヲ
堺
ト
シ
テ
、
瓜
ヶ
谷
ク
田
地
頭
沢
、
牛
尾
氏
山
堺
北
方
杉
山
ノ
小
道
ヲ
堺
ト
シ
テ
不
残
夏
刈
リ
 
一 金
壱
円
三
拾
銭
    忠
三
郎
 
  九
月
廿
三
日
 内 三
拾
銭
渡
ス
 
          壱
円
也
相
渡
ス
 
        〆 
 
九
月
廿
七
日
 
赤
坂
山
ノ
内
市
郎
兵
衛
山
隣
ノ
杉
山
之
分
 
一 金
五
拾
銭
 夏
刈
リ
  井
之
上
 藤
兵
衛
 
     相
済
 
 
九
月
廿
八
日
 
古
屋
敷
山
ノ
内
神
様
ノ
ア
ル
処
土
堤
ノ
外
左
リ
西
方
、
田
ノ
沢
迄
夏
刈
リ
七
郎
右
衛
門
ウ
シ
ロ
迄
也
 
一 金
三
拾
五
銭
     忠
三
郎
 
      賃
相
拂
 
 
 
右
同
山
ノ
内
神
様
ノ
ア
ル
土
手
ヨ
リ
右
リ
東
方
高
キ
処
、
玄
左
衛
門
馬
屋
ノ
後
シ
ロ
刈
ル
下
キ
処
、
竹
ノ
ア
ル
処
ハ
除
ク
夏
刈
リ 
一 金
三
拾
銭
      右 同
人
 
   旧
九
月
四
日
相
拂
 
 
卅
八
年
九
月
                 １
８
 
小
西
山
ノ
内
ホ
タ
シ
寄
リ
ニ
テ
杉
山
ノ
分
自
宅
草
刈
リ
山
続
キ
 
一 金
壱
円
廿
銭
     井
之
上
 忠
三
郎
 
   旧
九
月
四
日
相
拂
 
 
麻
生
新
田
清
左
衛
門
山
夏
刈
リ
 
一 金
三
円
也
      戸
田
ノ
 藤
吉
倅
 
岩
ノ
谷
ツ
雑
木
山
除
ク
外
夏
刈
リ
 
一 金
弐
円
也
      右 同
人
 
倉
右
衛
門
山
台
ノ
分
夏
刈
リ
 
一 金
三
円
也
      右 同
人
 
岩
ノ
谷
ツ
之
雑
木
山
杉
苗
植
付
分
也
往
還
付
刈
 
一 金
三
拾
銭
      右 同
人
 
岩
ノ
谷
ツ
出
ノ
峠
夏
刈
 
一 金
弐
拾
銭
      右 同
人
 
 
清
左
衛
門
山
ホ
タ
シ
倉
右
衛
門
ホ
タ
シ
岩
ノ
谷
ツ
ホ
タ
シ
中
嶋
山
ホ
タ
シ
場
〆
四
ヶ
所
、
皆
山
ノ
廻
リ
ヘ
植
出
シ
ノ
分
夏
刈
 
一 金
壱
円
七
拾
五
銭
也
  右 同
人
 
計 金
拾
円
廿
五
銭
也
 
三
十
八
年
炭
駄
松
木
下
代
金
差
引
 
 
十
月
八
日
 
一 金
廿
五
銭
也
済
   井
之
上
 忠
三
郎
 
  古
屋
敷
山
ノ
内
西
方
田
ノ
沢
荒
刈
リ
分
 
 
遠
芝
山
善
太
郎
ヨ
リ
買
入
ノ
分
荒
刈
リ
半
分
 
一 金
壱
円
参
拾
銭
   井
之
上
 藤
兵
衛
 
 旧
九
月
十
一
日
拂
 
 
計
三
円
九
拾
銭
也
○
○
相
済
山
ノ
神
ヨ
リ
支
払
 
 
幸
右
衛
門
山
ノ
内
草
刈
リ
場
続
キ
台
 
一 金
弐
円
也
     井
之
上
 治
郎
吉
 
 旧
九
月
十
二
日
拂
 
 
（
１
ペ
ー
ジ
空
欄
）
 
 
明
治
卅
九
年
山
林
夏
刈
り
所
          ２
０
 
大
沢
山
ノ
内
古
釜
場
の
ワ
キ
松
苗
植
付
分
 
田
ノ
沢
 
一 金
五
拾
銭
     井
之
上
 忠
三
郎
 
 七
月
廿
日
渡
 
 
新
畑
山
ノ
内
坂
ヲ
登
テ
左
リ
小
松
山
分
 牛
尾
山
堺
及
田
中
謹
治
山
堺
荒
レ
タ
ル
処
夏
刈
ス
跡
ハ
新
吉
ガ
草
刈
場
也
 
一 金
四
拾
銭
     宿 新
吉
 
  七
月
廿
六
日
渡
ス
 
 
八
月
 
小
西
山
ノ
内
板
川
行
道
ヨ
リ
左
リ
ヨ
リ
板
川
堺
ホ
タ
シ
迄
夏
刈
リ 
一 金
弐
円
也
     忠
三
郎
 
  八
月
五
日
拂
 
小
西
山
之
内
左
リ
与
市
草
刈
場
ヘ
続
キ
 
一 金
壱
円
五
拾
銭
済
  同
人
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  八
月
十
三
日
相
拂
 
羽
木
谷
山
小
松
苗
植
込
ノ
分
 
一 金
弐
円
也
 八
月
廿
四
日
拂
済
 同
人
 
同
所
并
ビ
続
キ
細
割
嶋
ノ
分
 
 
一 金
弐
拾
銭
也
 相
済
 同
人
 
小
西
山
ホ
タ
シ
付
羽
木
谷
ク
ト
并
ビ
続
キ
山
 
一 金
壱
円
廿
銭
    同
人
 ○
先
ヘ
記
 
 
赤
坂
山
ノ
内
柳
屋
山
并
道
堺
          ２
１
 
一 金
五
拾
銭
     右 同
人
 
  〆
壱
円
也
 渡
ス
 
   外
ニ
拾
五
銭
骨
折
遣
ス
 
九
月
十
八
日
 
 
大
沢
山
之
内
板
川
行
道
ヨ
リ
左
リ
大
松
三
本
ザ
カ
古
釜
場
ノ
台
迄
夏
刈
 
一 金
八
拾
五
銭
    井
之
上
 忠
三
郎
 
 
小
西
山
ノ
内
ア
ラ
ジ
ガ
草
刈
場
、
忠
三
郎
佐
太
郎
ト
ノ
夏
刈
り
ノ
間
ニ
余
地
有
宅
ノ
草
刈
山
分
間
ニ
モ
余
地
有
分
夏
刈
リ
 
一 金
五
拾
銭
     右 同
人
 
      
 
古
屋
敷
山
中
ノ
土
手
ヨ
リ
西
方
田
ノ
沢
柳
屋
山
并
迄
刈
 
一 金
三
拾
五
銭
    忠
三
郎
 
 外
ニ
五
銭
骨
折
遣
 
 〆 九
月
廿
三
日
相
済
 
 
庄
兵
衛
山
ノ
内
板
川
行
道
ヨ
リ
右
リ
元
治
郎
兵
衛
下
刈
場
所
分
源
五
右
衛
門
持
山
堺
及
板
川
地
堺
迄
夏
刈
 
一 金
壱
円
也
     新
家
 佐
太
郎
 
 九
月
廿
四
日
賃
拂
 
 
大
沢
山
之
内
茂
左
衛
門
田
地
行
道
ヨ
リ
左
右
及
古
釜
場
之
台
迄
刈 
一 金
壱
円
弐
拾
銭
   井
之
上
 忠
三
郎
 
  十
月
七
日
拂
 
 
 
(○
見
え
ず
○
)八
月
      ２
２
 
庄
兵
衛
山
之
内
板
川
行
中
ノ
道
ヨ
リ
左
リ
視
通
り
治
郎
左
衛
門
山
堺
迄
不
残
下
刈
リ
 
一 金
三
円
五
拾
銭
   忠
三
郎
 
  内
壱
円
五
拾
銭
前
ニ
渡
ス
 
八
月
廿
五
日
弐
円
也
渡
ス
 
 〆 相
済
 
 
庄
兵
衛
山
ノ
内
三
角
分
大
道
付
凡
弐
間
巾
下
刈
リ
 
一 金
拾
五
銭
     右 同
人
 
 〆
旧
八
月
廿
五
日
拂
 
 
大
沢
山
ホ
タ
シ
場
付
杉
山
ニ
テ
小
西
ガ
山
続
キ
 
一 金
七
拾
銭
     藤
兵
衛
 
   外
ニ
拾
銭
骨
折
遣
 
  旧
八
月
廿
日
拂
 
 
赤
坂
山
夏
刈
 
一 金
壱
円
拾
銭
    油
坂
の
 虎
松
 
野
中
ノ
両
沢
夏
刈
 
一 同 五
拾
銭
    同
人
 
谷
ツ
台
沢
 
一 同 拾
五
銭
    同
人
 
台
ノ
州
○
夏
刈
 
一 金
三
拾
銭
     同
人
 
 
一 同 六
拾
銭
    同
人
 
  新
畑
山
畑
ワ
キ
横
田
境
通
リ
荒
刈
リ
 
  旧
十
二
月
三
十
日
 畑
地
子
勘
定
差
引
済
 
 
一 壱
人
 嘉
吉
    壱
人
 仙
之
助
    ２
３
 
一 壱
人
 権
兵
衛
   壱
人
 彦
五
郎
 
一 壱
人
 正
太
郎
 
 〆 
 
五
月
七
日
 
一 杉檜
苗
七
百
本
   白
玉
 并
木
定
右
衛
門
分
 
  堀
坂
畑
ヘ
代
口
植
 
 
八
日
 
一 檜
苗
百
六
拾
五
本
  自
宅
苗
 
  幸
右
衛
門
山
往
還
付
ノ
方
ヘ
植
ル
 
 
一 壱
人
 嘉
吉
    壱
人
 仙
之
助
 
一 半
人
 正
太
郎
   半
人
 下
男
 
 〆 
 
十
日
 
一 檜
苗
上
壱
百
四
拾
本
也
 佐
瀬
治
郎
兵
衛
分
 
  右
庄
山
ノ
東
側
山
ノ
東
廻
ノ
中
ヘ
植
う
 
  半
人
（
正
太
郎
）
  半
人
（
仙
之
助
）
 
  半
人
（
下
男
）
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一 次又
ニ
別
ニ
 
  杉
苗
五
百
拾
本
    
 
  檜
苗
弐
拾
五
本
 ヲ  嘉
瀬
末
吉
分
 
  右
、
細
根
権
兵
衛
、
及
佐
瀬
常
五
郎
弐
人
春
半
日
か
ゝ
□
□
□
□
 
 
 
卅
九
年
五
月
十
一
日
              ２
４
 
一 杉
苗
五
百
拾
本
    末
ノ
苗
 
  右
新
畑
山
ノ
内
小
松
木
下
タ
当
春
野
火
入
之
分
焼
跡
へ
植
 
 
十
一
日
 
一 同
拾
本
 
  右
古
屋
敷
山
ノ
七
郎
右
衛
門
表
ト
堺
通
り
柳
屋
山
堺
通
リ
ヘ
植
 
一 壱
人
 仙
之
助
   壱
人
 権
兵
衛
 
一 半
人
 嘉
吉
    壱
人
 太
郎
八
 
十
一
日
 
一 檜
苗
三
拾
本
    自
宅
苗
 
  右
古
屋
敷
山
七
郎
右
衛
門
裏
山
堺
及
柳
屋
持
山
堺
ヘ
植
 
 〆 
 ｛
卅
九
年
五
月
拂
   白
玉
苗
木
分
 
    不
残
 計
金
 
  １
０
円
１
１
銭
３
厘
並
木
代
金
証
‐
３
円
000手
附
金
  
７
円
１
１
銭
３
厘
 ○
○
渡
ス
｝
 
 
当
明
治
三
十
九
年
松
杉
桧
苗
木
植
付
分
 
 総
高
八
千
四
百
七
拾
本
也
 
  内 四
千
弐
百
七
拾
本
 松
苗
分
 
    弐
千
〇
三
十
五
本
 杉
苗
分
 
    弐
千
百
六
拾
本
  檜
苗
分
 
   〆 
 
明
治
三
十
九
年
旧
二
月
ヨ
リ
初
メ
         ２
５
 
サ
ガ
山
台
大
道
ヨ
リ
右
勇
蔵
山
ト
云
フ
 
一 杉
木
枝
取
リ
 
  内 弐
尺
 以
上
 
  訳 弐
尺
 以
下
 
 
旧
三
月
四
日
 
  玄
米
弐
斗
渡
 
   代
金
弐
円
八
十
銭
 
  右
勘
定
相
済
 
 
（
１
ペ
ー
ジ
空
欄
）
 
 
九
月
                    ２
７
 
庄
兵
衛
山
ノ
内
右
リ
羽
木
谷
ク
堺
ヨ
リ
元
治
郎
兵
衛
夏
刈
リ
場
 
前
迄
 
一 金
壱
円
也
相
済
   忠
三
郎
 
  九
月
九
日
済
 
 
東
光
寺
山
夏
刈
リ
 
一 金
壱
円
五
拾
銭
   寺
ヶ
台
 逸
作
 
 
同
山
ノ
沢
杉
苗
松
苗
植
込
ノ
ア
ル
分
 
一 同 六
拾
銭
    同
人
 
 
 
新
家
山
悉
皆
下
刈
 
一 金
壱
円
五
拾
銭
   同
人
 
 
ス
マ
山
堀
ノ
フ
チ
六
ヶ
所
夏
刈
 
一 金
壱
円
五
拾
銭
   同
人
 
 
平
沢
喜
左
衛
門
山
皆
夏
刈
 
一 金
壱
円
八
拾
銭
   同
人
 
 
平
沢
重
左
衛
門
山
皆
夏
刈
 
一 金
壱
円
七
拾
銭
   同
人
 
 
大
木
道
惣
兵
衛
山
道
ノ
左
右
皆
夏
刈
 
一 金
壱
円
拾
銭
    右 同
人
 
 
卅
九
年
九
月
 旧
七
月
             ２
８
 
孫
左
衛
門
山
之
内
元
雑
木
跡
松
苗
ヲ
植
タ
ル
分
也
 
一 金
八
拾
銭
     寺
ヶ
台
 逸
作
 
 〆 八
ヶ
所
夏
刈
 
   計
金
拾
円
五
拾
銭
 
  九
月
十
六
日
雑
木
代
金
ト
差
引
勘
定
済
 
 外
ニ
孫
左
衛
門
山
杉
木
分
刈
ル
 
  金
壱
円
五
十
銭
   逸
作
 
  
 
卅
九
年
 
大
沢
山
ノ
内
瓜
ヶ
谷
ク
細
坂
ヲ
登
リ
立
木
大
杉
ヲ
堺
ト
シ
板
川
 
行
道
ヨ
リ
右
リ
田
地
頭
及
牛
尾
ノ
山
堺
北
方
杉
山
ノ
小
道
ヲ
堺
 
ト
シ
テ
不
残
リ
夏
刈
リ
 
一 金
壱
円
三
拾
銭
済
  忠
三
郎
 
 
大
沢
山
ノ
向
ヘ
リ
元
ホ
タ
シ
場
ノ
分
 
一 金
壱
円
也
済
    同
人
 
 
末
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庄
山
ノ
三
角
檜
苗
植
付
ノ
分
 
一 金
廿
五
銭
也
済
   同
人
 
 
瓜
ヶ
谷
細
道
左
右
田
出
峠
迄
夏
刈
リ
 
一 金
八
拾
銭
也
    同
人
 
  内
弐
拾
銭
位
ノ
場
処
太
郎
八
ガ
刈
ル
 
  引
〆
 金
六
拾
銭
也
渡
 
  〆 九
月
十
八
日
拂
済
 
 
赤
坂
山
ノ
内
沢
松
苗
 植
付
分
夏
刈
 
一 金
五
拾
銭
     井
之
上
 藤
兵
衛
 
 
八
月
                    ２
９
 
新
畑
山
金
右
衛
門
ヨ
リ
買
入
分
夏
刈
リ
 
一 金
七
拾
銭
済
    油
坂
の
文
左
衛
門
 
同
所
続
キ
文
太
郎
ヨ
リ
買
入
分
夏
刈
リ
 
一 同 四
拾
銭
済
   右 同
人
 
同
所
続
キ
野
嶋
庄
太
郎
ヨ
リ
買
入
分
 
一 同 三
拾
銭
済
   右 同
人
 
 〆 
 
羽
木
谷
ク
松
木
下
タ
小
杉
植
付
分
 
一 金
壱
円
三
拾
銭
済
  右 同
人
 
 〆 
  八
月
廿
九
日
刈
リ
ち
ん
相
拂
 
 
白
玉
道
三
角
山
皆
夏
刈
 
一 金
壱
円
三
拾
五
銭
済
 ○出拂 武
右
衛
門
 
赤
坂
山
之
内
谷
ク
夏
刈
リ
 
一 金
四
拾
五
銭
済
   右 同
人
 
    八
月
三
十
日
権
兵
衛
ヘ
相
渡
ス
 
新
田
ス
マ
山
皆
夏
刈
 
一 金
五
円
五
拾
銭
也
  寺
ヶ
台
 勘
左
衛
門
倅
 
    八
月
卅
日
拂
相
済
 
 
八
月
 
白
玉
道
字
蔵
王
山
皆
夏
刈
リ
 
一 金
五
円
也
済
    下
刈
リ
 定
右
衛
門
 
八
月
 
一 同 弐
拾
銭
    右 同
人
 
  右
蔵
王
山
続
キ
共
有
地
買
入
分
夏
刈
リ
 
 〆 八
月
卅
一
日
刈
り
ち
ん
拂
済
 
 
卅
九
年
八
月
                 ３
０
 
小
西
山
ノ
内
ホ
タ
シ
付
羽
木
谷
ク
ト
并
続
キ
杉
山
分
 
一 金
壱
円
廿
銭
也
   井
之
上
 忠
三
郎
 
   八
月
卅
一
日
相
済
 
羽
木
谷
ク
細
割
板
川
ホ
タ
シ
堺
迄
刈
ル
 
一 金
壱
円
也
     同 忠
三
郎
 
   八
月
卅
一
日
相
済
 
 
カ
ナ
ク
山
交
換
地
夏
刈
リ
 
一 金
壱
円
八
拾
銭
也
  井
之
上
 藤
兵
衛
 
   八
月
卅
一
日
相
済
 
 
大
沢
山
木
戸
向
不
残
夏
刈
リ
 
一 金
八
拾
銭
     新
家
 竹
太
郎
 
   八
月
卅
一
日
相
済
  
 
 
幸
西
山
之
内
羽
木
谷
ク
寄
リ
松
木
下
タ
小
杉
木
植
込
分
夏
刈
板
 
川
ホ
タ
シ
付
 
一 金
弐
円
也
     井
之
上
 忠
三
郎
 
 
庄
兵
衛
山
ノ
内
中
ノ
道
ヨ
リ
西
方
視
通
し
及
堺
迄
南
往
還
付
 
治
郎
左
衛
門
持
山
堺
凡
五
間
位
 
一 金
壱
円
也
     忠
三
郎
 
  内 七
拾
銭
渡
 
  〃 三
拾
銭
渡
 
  〆 
 
幸
右
衛
門
山
ノ
内
夏
刈
リ
 
一 金
三
円
也
相
済
   井
之
上
 ○治郎
吉
 
 
三
十
九
年
度
夏
刈
リ
              ３
１
 
一 金
四
拾
銭
     出
拂
 権
兵
衛
 
  元
文
太
郎
山
ト
権
次
山
ノ
堺
 
一 金
四
円
也
     同
人
 
  南
出
先
キ
文
太
郎
よ
り
買
入
分
 
一 同 壱
円
五
拾
銭
  同
人
 
  祭
右
衛
門
山
 
一 同 壱
円
五
十
銭
  同
人
 
  赤
坂
山
沢
分
 
一 同 三
十
銭
    同
人
 
  坂
山
沢
半
分
 
一 同 拾
銭
     同
人
 
一 同 六
銭
 
  右
桜
市
山
分
 
一 同 拾
銭
     同
人
 
  金
右
衛
門
山
 桜
市
山
 
一 同 拾
弐
銭
 同
山
池
の
辺
り
分
 同
人
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一 同 拾
五
銭
 新
畑
山
 土
手
ノ
キ
ワ
小
松
植
付
分
 同
人
 
一 同 五
拾
銭
 茂
左
衛
門
山
田
ノ
上
沢
 同
人
 
一 同 壱
円
廿
銭
 横
田
堺
土
手
ヨ
リ
小
松
植
付
分
 同
人
 
一 同 四
銭
 大
沢
木
戸
向
山
元
ホ
タ
シ
分
 同
人
 
一 金
一
円
拾
銭
 ハ
子
キ
谷
ク
小
松
山
 同
人
 
一 同 拾
弐
銭
 ハ
子
キ
谷
ク
ト
小
西
山
ノ
堺
 同
人
 
一 同 廿
五
銭
 小
西
山
ノ
ホ
タ
シ
 同
人
 
一 同 (一) 拾
弐
銭
 芝
山
文
七
向
ホ
タ
シ
 同
人
 
一 同 (二) 壱
円
拾
銭
 芝
山
小
杉
中
 夏
刈
 同
人
 
  〆 
 
卅
九
年
                   ３
２
 
一 金
弐
円
廿
五
銭
     出
拂
 権
兵
衛
 
  
(三) 芝
山
ノ
夏
刈
 
             
 
             白
○
洲当 小
川
倉
吉
 
明
治
四
十
年
春
三
月
杉
木
枝
取
る
 
一 小
西
山
板
川
行
道
ホ
タ
シ
付
ノ
方
 
一 杉
木
四
拾
壱
本
 但
四
尺
以
上
 
  此
枝
取
ち
ん
弐
円
ト
五
銭
 一
本
五
銭
ツ
ゝ
也
 
           四
尺
四
寸
五
寸
位
 
小
西
山
 
一 同 九
拾
弐
本
   但
三
尺
以
上
三
尺
八
寸
迄
 
  此
枝
取
ち
ん
弐
円
七
十
六
銭
 一
本
ニ
付
三
銭
ツ
ゝ
 
 
同
山
 
一 同 八
拾
九
本
 但
シ
弐
尺
六
七
寸
迄
 
 
壱
本
一
銭
五
厘
ツ
ゝ
 
  此
枝
取
ち
ん
壱
円
三
拾
三
銭
五
厘
 
 
 〆 弐
百
廿
弐
本
也
 
   枝
取
ち
ん
計
六
円
拾
四
銭
五
厘
 
    内 三
円
拾
銭
 地
子
○
居○分 卅
九
年
度
迄
 
    〃 壱
円
拾
四
銭
五
厘
 下
級
米
八
升
○
 
              卅
八
九
両
年
分
也
 
   差
引
〆
 壱
円
九
拾
銭
相
済
 
    卅
九
年
度
迄
勘
定
差
引
済
 
四
十
年
旧
四
月
三
日
 
 
戸
田
道
芋
ヶ
谷
ク
山
              ３
３
 
一 金
六
拾
銭
也
       下
刈
人
戸
田
 兵
助
 
  八
月
九
日
拂
 
戸
田
道
同
所
右
リ
方
夏
刈
リ
 
一 金
弐
拾
五
銭
也
      戸
田
 佐
平
 
  右
下
刈
賃
拂
 
 
戸
田
道
芋
ヶ
谷
続
キ
沢
ノ
分
 
一 金
三
拾
銭
也
      兵
助
 
 
八
月
幸
山
ト
権
次
山
ト
ノ
谷
ク
夏
刈
 
一 金
五
拾
銭
       権
兵
衛
 
権
次
山
ノ
沢
 
一 金
四
拾
銭
       同
人
 
○柳本
文
太
郎
ヨ
リ
買
入
ノ
山
 
一 金
弐
円
也
       同
人
 
祭
右
衛
門
山
不
残
夏
刈
り
 
一 金
壱
円
五
拾
銭
     同
人
 
大
沢
山
ノ
横
田
堺
松
木
植
付
及
土
手
堺
刈
ル
 
一 金
壱
円
廿
五
銭
     同
人
 
大
沢
山
ノ
木
戸
向
続
共
有
地
分
壱
畝
歩
也
買
入
夏
刈
リ
 
一 金
四
銭
也
       同
人
 
元
文
太
郎
ト
権
次
山
ノ
堺
夏
刈
リ
 
一 金
四
拾
銭
也
      同
人
 
桜
市
金
右
衛
門
ヨ
リ
買
入
分
 
一 金
拾
銭
也
       同
人
 
 
卅
九
年
八
月
桜
市
地
ノ
邊
り
刈
ル
         ３
４
 
一 金
拾
弐
銭
       権
兵
衛
 
同
沢
 
一 同 拾
銭
也
      同
人
 
同
沢
 
一 同 六
銭
也
      同
人
 
 〆 
  金
六
円
四
拾
七
銭
也
   権
兵
衛
相
渡
ス
 
  八
月
十
日
五
円
也
渡
 
 
八
月
十
一
日
 
赤
坂
山
之
内
、
松
苗
植
付
ノ
分
草
刈
山
ニ
貸
ス
 
一 金
八
拾
銭
也
      出
拂
 彦
吉
 
             〃  国
松
 
   草
刈
山
ニ
付
○
手
並
 
 
大
沢
山
ノ
内
板
川
行
道
ヨ
リ
左
リ
中
ノ
小
道
ヲ
堺
ト
シ
西
方
牛
尾
山
堺
迄
夏
刈
リ
 
一 金
壱
円
七
拾
銭
也
    下
タ
ノ
平
六
 
  八
月
十
三
日
相
拂
 
 
古
和
延
中
嶋
山
ト
云
フ
夏
刈
リ
 
一 金
弐
円
也
       ○
右
 平
六
 
  八
月
廿
七
日
相
拂
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遠
芝
山
善
十
郎
ヨ
リ
買
入
分
夏
刈
リ
 
同
山
ノ
内
治
郎
兵
衛
草
刈
場
ヲ
除
ク
 
一 金
壱
円
五
拾
銭
済
    井
之
上
 藤
兵
衛
 
   八
月
十
四
日
賃
拂
 
 
 
（
右
ニ
テ
計
算
総
出
金
・
・
・
・
・
 
   内
金
 八
円
七
拾
五
銭
ハ
、
別
口
納
戸
分
ニ
テ
支
払
ス
 
   骨
折
金
 弐
円
弐
拾
五
銭
）
 
 
明
治
四
十
年
山
下
刈
り
所
            ３
５
 
字
下
○
板向
山
下
刈
リ
       
 
一 金
三
拾
銭
       井
之
上
 忠
三
郎
 
瓜
ヶ
谷
ク
杉
苗
植
付
分
 
一 金
五
拾
銭
       同
人
 
大
沢
山
ノ
内
古
釜
場
脇
キ
小
松
苗
ノ
分
 
一 金
五
拾
銭
       同
人
 
 〆 三
ヶ
所
 八
月
二
日
拂
 
 
八
月
 
小
西
山
ノ
内
羽
木
谷
ク
寄
松
木
下
タ
小
杉
植
込
分
夏
刈
リ
 
一 金
弐
円
也
       新
家
ノ
 佐
太
郎
 
  八
月
七
日
拂
 
 
八
月
大
沢
山
ノ
内
板
川
行
道
ヨ
リ
右
ニ
テ
元
ホ
タ
シ
付
東
方
、
多(気)右
衛
門
堺
迄
、
杉
木
立
ノ
山
分
 
一 金
八
拾
銭
       佐
太
郎
 
  八
月
十
日
拂
 
 
 
庄
兵
衛
山
ノ
内
三
角
分
不
残
下
刈
リ
 
一 金
壱
円
弐
拾
銭
     井
之
上
 忠
三
郎
 
  八
月
十
三
日
拂
渡
 
    外
ニ
弐
拾
銭
骨
折
リ
遣
ス
 
羽
木
谷
ク
松
苗
植
付
分
下
刈
リ
 
一 金
弐
円
也
       右 同
人
 
  八
月
十
三
日
 六
拾
銭
渡
ス
 
  八
月
廿
日
  壱
円
四
拾
銭
渡
済
 
 
大
沢
山
ノ
口
元
ホ
タ
シ
場
分
夏
刈
         ３
６
 
一 金
壱
円
也
       忠
三
郎
 
  八
月
廿
日
拂
 
 
明
治
四
〇
年
八
月
 
大
沢
山
之
内
茂
左
衛
門
田
地
ヘ
行
道
左
右
古
釜
場
之
台
迄
夏
刈
リ 
一 金
壱
円
弐
拾
銭
     新
家
ノ
 佐
太
郎
 
  八
月
十
四
日
渡
 
 
大
沢
山
ノ
内
木
戸
向
夏
刈
リ
 
一 金
八
拾
銭
      新
家
ノ
 佐
太
郎
 
  八
月
十
七
日
賃
渡
 
 
臼
ク
リ
畑
ノ
上
道
ヨ
リ
下
タ
小
杉
桧
木
有
 
一 金
拾
弐
銭
      佐
太
郎
 
  八
月
十
八
日
相
拂
 
 
八
月
白
○
玉道
蔵
王
山
皆
夏
刈
リ
 
一 金
五
円
也
      白
玉
 定
右
衛
門
ヘ
渡
ス
 
  外
ニ
拾
五
銭
 
   土
手
外
共
有
地
買
得
分
夏
刈
リ
 
  八
月
廿
日
拂
 
 
庄
山
ノ
内
板
川
行
道
ヨ
リ
左
リ
皆
刈
(庄
山
の
奥
分
也
) 
一 金
三
円
五
拾
銭
    忠
三
郎
 
      内 弐
円
四
拾
銭
渡
 
  九
月
六
日
同
 壱
円
拾
銭
渡
ス
 
 
  〆
相
済
 外
ニ
廿
五
銭
骨
打
ヲ
遣
ス
      ３
７
 
戸
田
道
ノ
頭
 
井
ノ
上
ツ
ギ
女
ヨ
リ
買
入
分
夏
刈
リ
 
一 金
三
拾
銭
      戸
田
川
バ
タ
 兵
蔵
 
  八
月
廿
一
日
相
拂
 
戸
田
道
芋
ヶ
谷
ク
山
夏
刈
リ
 
一 金
六
拾
銭
      右 同
人
 
  八
月
廿
一
日
相
拂
 
 
小
西
山
ノ
内
埴
谷
堺
大
道
付
寄
杉
山
ノ
分
 
一 金
壱
円
弐
拾
銭
也
   佐
太
郎
 
  八
月
廿
一
日
相
拂
 
 
八
月
 麻
生
新
田
横
芝
道
倉
右
衛
門
山
夏
刈
リ
 
一 金
三
円
四
拾
銭
    新
家
 佐
太
郎
 
     内 五
拾
銭
渡
 
 八
月
卅
一
日
〃
壱
円
也
渡
ス
 
 九
月
四
日
  壱
円
九
拾
銭
拂
 
     〆 相
済
 
 
八
月
 赤
坂
山
ノ
内
沢
ノ
分
小
松
植
付
有
リ
 
一 壱
ヶ
所
ハ
○
家子
ノ
木
挽
キ
ガ
草
刈
場
ヘ
刈
リ
取
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八
月
 遠
芝
差
太
郎
ヨ
リ
買
入
山
下
刈
リ
 
一 金
壱
円
五
拾
銭
    藤
兵
衛
 
  九
月
一
日
ち
ん
渡
 
 
明
治
四
十
年
九
月
               ３
８
 
庄
兵
衛
山
ノ
内
板
川
行
道
よ
り
右
リ
、
羽
木
谷
ク
境
ヨ
リ
山
神
ノ
ア
ル
処
、
小
檜
ノ
木
植
込
、
元
治
郎
兵
衛
夏
刈
リ
の
前
迄
夏
刈
り
 
一 金
壱
円
也
 改(一)ウ
ツ
ス
  井
之
上
 忠
三
郎
 
  九
月
三
日
拂
 
 
九
月
小
西
山
之
内
小
松
下
タ
自
宅
ノ
草
刈
場
 
一 金
壱
円
四
拾
銭
也
      新
家
 佐
太
郎
 
  九
月
八
日
 内 四
拾
銭
渡
す
 
 
古
和
延
中
嶋
山
夏
刈
 
一 金
弐
円
也
         下
タ
ノ
 平
六
 
   十
一
月
二
十
四
日
拂
 
 
九
月
 
小
西
山
ノ
内
道
ヲ
堺
ト
シ
テ
三
角
ノ
分
、
南
方
ハ
畑
ノ
邊
リ
、
東
ハ
板
川
行
道
堺
夏
刈
リ
 
一 金
五
円
也
         白
○
洲当 利
七
 
   外
ニ
五
十
銭
骨
折
ち
ん
遣
ス
 
  九
月
八
日
 内 弐
円
也
 渡
ス
 
  九
月
廿
四
日
  壱
円
也
 渡
ス
 
  十
月
十
四
日
  弐
円
也
 渡
ス
 
  〆 相
済
   二
ヶ
年
荒
レ
分
也
 
   外
ニ
五
拾
銭
骨
折
ち
ん
遣
ス
 
 
幸
右
衛
門
山
 
一 金
三
円
五
拾
銭
     檜
苗
植
付
分
 上 治
郎
吉
 
 
四
十
年
度
夏
刈
リ
分
茲
ヘ
記
ス
          ３
９
 
権
次
山
ノ
台
ヨ
リ
沢
迄
夏
刈
リ
 
 
一 金
四
拾
銭
       権
兵
衛
 
幸
山
ト
権
次
山
ノ
谷
ク
夏
刈
リ
 
一 金
五
拾
銭
       同
人
 
南
出
先
文
太
郎
ヨ
リ
買
入
山
 
一 金
弐
円
也
 （
鴬
山
分
）
 同
人
 
サ
ガ
山
台
ヨ
リ
沢
迄
デ
 
一 〃
六
拾
銭
       同
人
 
桜
市
金
右
衛
門
山
 
一 〃
拾
銭
        同
人
 
同
所
弐
ヶ
所
 
一 〃
拾
六
銭
       同
人
 
同
山
池
ノ
邊
 
一 〃
拾
弐
銭
       同
人
 
新
畑
山
土
手
下
タ
 
一 〃
拾
五
銭
       同
人
 
カ
ナ
ク
ソ
杉
山
下
タ
 
一 〃
七
拾
銭
       同
人
 
大
沢
山
茂
左
衛
門
田
ノ
上
沢
 
一 〃
五
拾
八
銭
      同
人
 
横
田
堺
土
手
ヨ
リ
松
木
下
タ
 
一 壱
円
廿
五
銭
      同
人
 
羽
木
谷
ク
松
木
下
タ
小
杉
分
 
一 壱
円
廿
五
銭
      同
人
 
芝
山
ホ
タ
シ
文
七
向
分
 
一 金
拾
弐
銭
       同
人
 
芝
山
小
杉
分
 
一 〃
壱
円
拾
銭
      同
人
 
芝
山
夏
刈
リ
 
 
一 〃
弐
円
廿
五
銭
     同
人
 
一 金
五
円
九
拾
銭
     同
人
 
   幸
右
衛
門
山
ノ
内
夏
刈
リ
弐
ヶ
所
分
 
 （
○
見
え
ず
○
）
          ４
０
 
 
計
金
拾
七
円
拾
八
銭
也
 
 
外 金
弐
拾
銭
       同
人
 
  サ
ガ
山
田
ノ
上
之
畑
荒
レ
ノ
分
刈
 
弐
口
計
 拾
七
円
三
拾
八
銭
也
 
    内 八
円
也
 別
か
し
引
 
   引
〆
 九
円
三
拾
八
銭
也
 
   外
ニ
壱
円
拾
銭
 苗
木
植
手
間
 
 
明
治
四
拾
壱
年
度
               ４
１
 
山
林
下
刈
調
処
 
 
一
、
向
山
（
俗
称
 堀
坂
の
側
）
 
 字
下
棚
 山
林
壱
反
壱
畝
拾
弐
歩
(此
地
税
金
総
計
参
考
ヨ
) 
  此
下
刈
賃
参
拾
銭
也
   井
の
上
、
忠
三
郎
刈
る
 
  此
手
間
代
 
 
一
、
字
大
澤
ノ
内
 （
古
釜
場
の
近
辺
）
 
  大
澤
山
中
央
部
よ
り
西
へ
出
崎
分
 
  及
四
拾
壱
年
度
ニ
○
ヘ
リ
分
植
附
共
 
  此
下
刈
賃
五
拾
銭
也
   同
人
 
 
一
、
瓜
ヶ
谷
の
谷
分
及
土
手
形
中
段
よ
り
上
場
ま
で
南
方
へ
り
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東
方
田
の
辺
リ
共
 
此
賃
金
五
拾
銭
     同
人
 
 
（
以
上
 土
用
中
ニ
刈
ル
）
 
一 庄
山
ノ
内
東
側
山
（
字
大
木
戸
前
）
 
   南
方
羽
木
谷
山
境
ヨ
リ
中
部
ヲ
ヘ
テ
北
方
ハ
出
口
ノ
処
 
   
(大
道
)ニ
至
ル
迄
不
残
ニ
テ
弐
円
也
 
 
一
、
庄
山
ノ
内
 
 
西
側
部
の
南
方
三
角
形
の
処
 
(九
月
二
十
八
調
)
  
 
 
一
、
庄
山
ノ
内
 
   西
側
山
の
北
部
、
即
チ
余
ガ
名
ケ
テ
奥
ト
称
ス
ル
処
 
   此
分
四
拾
壱
年
度
ハ
不
刈
ニ
経
過
す
 
 
 （
〆
 総
体
面
積
、
山
林
六
町
七
段
弐
畝
廿
歩
也
）
 
 
一
、
巻
之
坂
山
ノ
内
    下
刈
人
 蕨
佐
太
郎
  ４
２
 
   南
方
、
西
方
の
南
部
、
東
側
部
、
及
中
央
ハ
台
の
南
辺
 
分
也
 
（
細
根
寅
松
下
刈
分
北
部
ヲ
除
ク
也
）
 
此
下
刈
賃
五
円
ト
定
ム
 
 
（
麻
生
新
田
弐
番
字
谷
外
）
（
四
町
弐
反
九
畝
六
歩
）
 
一
、
羽
木
谷
ノ
内
 
   東
ハ
松
山
の
境
よ
り
西
ハ
大
道
辺
り
迄
 
   南
ハ
東
山
の
境
、
北
ハ
庄
山
の
境
迄
 
   南
上
谷
を
も
入
れ
て
不
残
也
 
   （
但
シ
「
下
タ
ノ
谷
」
「
中
ノ
谷
」
ハ
除
ク
）
 
   此
下
刈
賃
弐
円
也
（
元
壱
円
弐
十
銭
ノ
場
也
）
 
 
（
同
字
同
町
歩
ノ
内
）
 
一
、
羽
木
谷
山
ノ
内
    下
刈
人
 細
根
 寅
松
分
 
   中
松
山
全
部
だ
け
也
 
   此
下
刈
賃
 
 
同
字
同
町
歩
ノ
内
 
一 羽
木
谷
、
中
谷
及
下
谷
、
(杉
森
ノ
処
マ
テ
不
残
) 
   此
細
割
分
下
刈
賃
ハ
壱
円
也
 
 
字 
一 白(資
料
破
れ
)三
角
山
全
部
 下
刈
人
(カ
イ
ド
ウ
) ４
３
  
 
  
(破)及
牛
尾
山
堺
の
土
手
迄
共
 出
拂
の
渡
辺
武
右
衛
門
 
    
(破)参
拾
五
銭
也
 
 
一 字         下
刈
人
 同
人
 
一 赤
坂
山
の
内
南
方
谷
形
の
処
田
の
上
よ
り
西
方
(ハ
常
○
 
  寺
の
畑
の
処
ま
で
)木
挽
井
戸
の
処
ま
で
 不
残
 
   此
下
刈
賃
金
四
拾
五
銭
 
 
四
拾
壱
年
度
分
 
      改     細
根
 寅
松
分
 
 
南
崎
の
内
 
一 幸
山
の
南
部
東
方
戸
田
道
の
角
よ
り
始
て
西
方
に
至
る
坂
 
  弐
ヶ
所
 
  一
、
壱
ヶ
所
(戸
田
往
還
の
方
 
      此
分
賃
金
、
参
円
四
拾
銭
 
  一
、
壱
ヶ
所
(浜
○
四○番山
刈
分
の
処
へ
接
続
セ
ル
分
 
      此
分
賃
金
、
弐
円
五
拾
銭
 
  一
、
壱
ヶ
所
(遠
芝
へ
接
続
セ
ル
所
西
ノ
方
。
七
人
手
間
) 
      此
分
賃
金
、
壱
円
七
拾
五
銭
 
  幸
山
の
谷
の
北
方
 
  一
、
壱
ヶ
所
此
分
五
拾
銭
 
 
（
○
見
え
ず
○
）
          ４
４
 
  ヒ
ノ
キ
植
ノ
処
、
此
分
四
拾
銭
 
 一
、
鴬
山
と
幸
山
と
堺
の
近
ク
 
     此
分
四
拾
銭
 
 
 
一 鴬
山
分
 沢
の
処
共
合
計
 
  此
分
賃
金
弐
円
也
 
 
一
、
桜
市
山
分
(金
右
衛
門
山
) 
   
(一)此
処
壱
ヶ
所
 金
拾
銭
 
   
(二)壱
ヶ
所
同
近
 賃
拾
六
銭
 
    
 池
ノ
上
部
 賃
金
拾
弐
銭
 
 
一 巻
の
坂
山
分
 
   西
方
部
北
方
部
壱
ヶ
所
 賃
弐
円
弐
拾
五
銭
 
   東
方
部
小
杉
分
 壱
円
拾
銭
 
   同
所
文
七
屋
敷
ノ
向
分
 拾
弐
銭
 
 
 右
合
計
金
拾
四
円
八
拾
銭
 
    此
木
植
手
間
分
賃
金
七
拾
五
銭
 
   総
計
金
拾
五
円
ト
五
銭
 
 
拾
月
七
日
                  ４
５
 
一
、
白
玉
道
参
角
山
全
部
 カ
イ
ド
ウ
 渡
辺
武
右
衛
門
 
   此
下
刈
賃
壱
円
参
拾
五
銭
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    ｛
拾
月
七
日
 一
金
壱
円
参
拾
五
銭
也
渡
す
｝
 
 
一
、
赤
坂
山
の
内
、
南
谷
ノ
中
程
よ
り
東
方
分
、
田
の
辺
り
迄
 
   此
下
刈
賃
四
拾
五
銭
 
  〆
弐
処
（
壱
円
八
拾
銭
也
）
 
 
拾
月
十
五
日
 
一
、
字
琴
の
橋
山
（
旧
字
芋
が
谷
）
戸
田
ノ
家
守
り
戸
 
   此
下
刈
賃
参
拾
銭
 六
拾
銭
  
 木
内
逸
作
 
一
、
字
同
所
 井
の
上
武
兵
よ
り
買
入
分
 
此
下
刈
賃
金
参
拾
銭
也
 
｛
下
刈
賃
合
計
九
拾
銭
也
渡
す
｝
 
 
｛
以
上
、
四
拾
弐
年
下
刈
賃
渡
分
十
月
十
五
日
改
｝
 
 
字
南
出
崎
山
ノ
内
      小
川
治
郎
吉
の
親
  ４
６
 
一
、
南
方
の
東
辺
ノ
角
よ
り
始
む
  
   此
下
刈
賃
 此
分
別
也
 
 
字
大
澤
山
の
内
木
戸
向
分
   下
刈
賃
 小
川
藤
兵
衛
 
一
、
山
下
刈
壱
町
歩
余
 
   此
下
刈
賃
金
壱
円
五
拾
銭
 
    ｛
○
見
え
ず
○
金
壱
円
五
拾
銭
也
渡
す
｝
 
         ｛
但
し
直
治
郎
、
尚
世
話
を
成
せ
り
｝
 
 
一
、
字
東
新
畑
山
の
内
 
  東
方
部
 小
川
金
右
衛
門
よ
り
買
入
分
 
      蕨
文
太
郎
よ
り
買
入
分
 
      従
来
所
有
分
 〆
三
ヶ
所
 
   此
下
刈
賃
合
計
金
壱
円
四
拾
銭
也
 
   ｛
○
見
え
ず
○
拾
壱
月
廿
四
日
金
壱
円
四
拾
銭
拂
渡
｝
      
 
九
月
拾
九
日
                 ４
７
 
一
、
字
埴
谷
前
、
菊
山
分
   戸
田
の
 木
内
○
蔵
 
   此
下
刈
賃
金
弐
円
也
 
 
九
月
弐
拾
日
  
一
、
字
岩
乃
谷
       戸
田
の
嵡
 藤
吉
 下
刈
 
大
木
あ
る
山
の
分
全
体
  
 此
手
間
賃
金
弐
円
也
 
  ｛
九
月
弐
拾
日
 一
金
弐
円
也
渡
ス
｝
 
 
一
、
同
岩
の
谷
の
東
○
谷、
元
雑
木
山
分
  同
人
 同 
   小
杉
植
の
処
。
ホ
ダ
シ
場
迄
、
(牛
尾
山
と
山
の
半
分
也
) 
    此
手
間
賃
金
参
拾
銭
也
 
     ｛
九
月
弐
拾
日
 一
金
参
拾
銭
也
渡
す
｝
 
 
一
、
字
浅
馬
表
山
分
     同
人
 同 
   此
手
間
賃
金
弐
拾
銭
也
 
     ｛
九
月
弐
拾
日
 一
金
弐
拾
銭
也
渡
す
｝
 
一
、
字
岩
 
 
拾
月
 日
改
   四
拾
弐
年
度
ハ
 
一
、
字
坂
山
の
内
   佐
瀬
常
五
郎
 
   金
右
衛
門
よ
り
買
入
山
分
 
   此
下
刈
賃
金
壱
円
也
 
    ｛
拾
月
六
日
一
金
壱
円
也
渡
す
 但
シ
四
拾
壱
年
度
浅
馬
山
な
ど
は
新
規
新
畑
地
子
ニ
フ
リ
カ
エ
ス
｝
 
 
四
拾
弐
年
拾
月
四
日
     井
の
上
      ４
８
 
      第(二)     小
川
忠
三
郎
分
 ノ(二) 
一
、
庄
山
の
内
、
三
角
形
の
部
 
   此
下
刈
賃
金
壱
円
弐
拾
銭
也
 
  
{○
見
え
ず
○
}(外
ニ
タ
バ
コ
代
ト
シ
テ
骨
折
十
銭
出
ス
) 
一
、
羽
木
谷
山
の
内
 
  板
川
行
小
道
の
方
、
松
山
の
部
全
体
及
下
谷
杉
森
分
共
 
   此
下
刈
賃
内
壱
ワ
リ
壱
円
弐
拾
銭
 
       内
壱
ワ
リ
壱
円
三
十
銭
合
テ
弐
円
五
十
銭
也
 
         
{『
二
年
越
は
六
十
銭
増
手
間
ス
』
} 
   
{拾
月
四
日
一
金
弐
円
也
 忠
三
郎
ニ
渡
す
} 
   
{十
月
十
二
日
分
○
見
え
ず
○
壱
円
拾
銭
也
渡
す
} 
 
明
治
四
拾
弐
年
拾
月
十
二
日
 
一
、
羽
木
谷
及
東
山
の
間
に
当
る
処
 
  羽
木
谷
の
下
谷
分
の
森
ノ
処
 ヤ
ガ
ヤ
山
ニ
貸
シ
タ
ル
処
ヨ
リ
北
ノ
方
ヘ
刈
ル
 
   此
下
刈
賃
金
壱
円
也
 
    但
シ
今
年
ハ
場
所
ハ
前
年
ヨ
リ
少
ナ
レ
共
荒
レ
タ
ニ
付
壱
円
ト
ス
 
   
{此
賃
金
○
見
え
ず
○
} 
  （120＋300＋100 530）
以
上
一
ト
シ
キ
リ
(○
不
残
) 
 
一
、
俗
字
前
の
倉
山
分
 
   此
下
刈
賃
金
参
円
参
拾
銭
（
但
シ
三
十
銭
ハ
増
シ
金
也
）
 
   
{十
二
日
○
○
賃
参
円
参
拾
銭
也
渡
す
} 
 
一
、
俗
称
大
澤
山
分
西
出
崎
山
中
央
分
 
   此
下
刈
賃
金
弐
円
ト
ス
(但
シ
七
十
銭
増
金
) 
   
{内
金
弐
拾
銭
也
渡
す
十
一
月
} 
   
{内
金
壱
円
五
拾
銭
也
渡
す
} 
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{内
○
見
え
ず
○
} 
 
明
治
四
拾
壱
年
度
分
夏
苅
賃
調
残
リ
分
       ４
９
 
        寺
ヶ
代
 斉
藤
逸
作
受
持
ノ
処
 
一
、
角
ス
マ
山
の
内
三
分
ノ
壱
乃
面
積
 
   此
下
刈
賃
金
弐
円
ト
ス
 
一 同
堀
の
部
分
 但
五
ヶ
所
 此
賃
壱
円
弐
拾
五
銭
 
一
、
俗
称
字
東
光
寺
ノ
松
山
分
 
   此
下
刈
賃
壱
円
五
拾
銭
 
一 同
小
松
植
附
の
分
 
   此
下
刈
賃
六
拾
銭
 
一
、
大
木
道
分
ヨ
リ
悉
皆
不
残
夏
苅
 
   此
下
刈
賃
壱
円
拾
銭
也
 
一
、
新
山
分
全
部
 
   此
賃
金
壱
円
五
拾
銭
 
一
、
十
山
の
内
三
ヶ
壱
分
 
   此
賃
金
五
拾
銭
 
一
、
喜
山
の
内
、
四
割
位
の
部
分
 
   此
賃
金
七
拾
弐
銭
 
一
、
孫
佐
山
分
 杉
山
分
 
   此
賃
壱
円
五
拾
銭
也
 
一 同
小
松
植
附
分
 
   此
賃
八
拾
銭
也
 
一
、
喜
山
の
内
新
規
に
小
松
植
附
分
の
処
 
   
(山
の
西
辺
の
南
部
の
角
形
) 
   此
賃
金
弐
拾
五
銭
 
一
、
字
小
谷
津
山
の
西
南
東
方
の
へ
り
 
   
(○
見
え
ず
○
) 
 〆
拾
弐
筆
                 ５
０
 
   合
計
賃
金
拾
四
円
四
拾
弐
銭
 
   
{○
見
え
ず
○
ス
ミ
也
} 
 
   
{内
金
壱
円
也
 十
月
廿
日
平
八
に
渡
す
}
   ５
１
 
   
{外
金
壱
円
也
 十
一
月
七
日
平
八
に
渡
す
} 
   
{外
金
七
拾
銭
也
 十
二
月
五
日
平
八
に
渡
す
} 
   
{〆
六
円
七
十
銭
也
} 
   
{外
ニ
骨
折
と
し
て
壱
円
三
十
銭
渡
す
} 
     
{〆
八
円
也
（
但
し
参
円
五
拾
銭
特
別
増
金
と
す
）
} 
        
{但
し
細
根
分
九
反
○
○
○
除
ニ
ア
リ
} 
     
{外
ニ
東
辺
側
山
の
一
部
梅
○
木
挽
下
刈
分
} 
       
{一
部
除
く
(此
分
壱
円
五
○
○
○
)} 
     
{右
○
見
え
ず
○
} 
 
明
治
四
拾
弐
年
度
 
一
、
白
玉
道
、
蔵
王
山
下
刈
覚
処
 
  全
部
下
刈
賃
   大
受
世
話
人
 
 
   五
円
ト
拾
五
銭
   並
木
定
右
衛
門
 
     但
シ
拾
五
銭
ハ
土
手
外
ノ
処
也
 
  内
訳
、
南
方
ヨ
リ
  
(改) 
一
、
南
方
ヨ
リ
第
一
番
  佐
久
間
啓
蔵
 
一
、
南
方
ヨ
リ
第
二
番
  冨
田
ノ
寄
留
人
 
一
、
同
   第
三
番
  加
藤
重
右
衛
門
 
一
、
同
   第
四
番
  石
橋
與
助
 
一
、
同
   第
五
番
  伊
澤
喜
助
 
一
、
同
   第
六
番
  石
橋
兵
次
 
一
、
同
   第
七
番
  土
屋
り
き
 
一
、
同
   第
八
番
  土
屋
千
代
造
 
一
、
同
   第
九
番
  石
橋
建
造
       ５
２
 
一
、
同
   第
十
番
  根
本
兵
次
郎
 
一
、
同
   第
十
一
番
 並
木
峯
右
衛
門
 
一
、
同
   第
十
二
番
 卯
木
五
郎
左
衛
門
 
一
、
同
   第
十
参
番
 加
藤
留
吉
 
一
、
同
   第
十
四
番
 
(一)並
木
老
人
 今 
一
、
同
   第
十
五
番
 
(二)並
木
定
右
衛
門
 
一
、
同
   第
十
六
番
 
(三)石
橋
源
次
並
木
定
右
衛
門
 
一
、
同
番
外
分
(北
ヨ
リ
一
三
角
形
処
)(四)渡
辺
庄
三
郎
 
  以
上
人
名
ハ
十
五
名
也
 
 
   割
方
ハ
拾
七
割
ノ
区
部
也
 
 此
下
刈
賃
弐
円
五
拾
銭
也
 内
差
引
変
更
ノ
割
分
有
之
 
  更
生
、
弐
円
八
拾
五
銭
ト
相
成
 
  外
ニ
手
間
賃
拾
五
銭
、
土
手
外
分
下
刈
 
 合
テ
金
参
円
ト
相
成
 
 
四
月
十
九
日
雨
少
シ
ふ
る
、
終
日
同
規
模
也
     ５
３
 
白
玉
道
山
 
一
、
新
規
さ
し
ほ
杉
苗
(並
木
老
人
作
レ
ル
) 
   壱
千
参
百
本
也
 
   右
は
字
蔵
王
山
の
中
、
昨
年
植
ゑ
て
枯
れ
た
る
処
へ
凡
そ
弐
百
本
余
を
植
ゑ
、
又
、
折
ら
れ
た
り
、
損
じ
た
り
し
た
る
処
へ
足
し
植
ゑ
せ
る
凡
百
五
十
本
位
也
。
 
   そ
の
他
は
例
年
の
通
り
順
々
に
南
方
へ
と
植
ゑ
て
凡
そ
十
畝う
ね
ば
か
り
に
植
ゑ
た
り
。
 
   此
同
木
植
人
余
、
及
、
庄
太
郎
、
常
五
郎
、
忠
三
郎
、
小
川
文
平
、
(助
人
ニ
来
ル
)○須川
徳
次
郎
計
六
人
也
 
 
四
月
廿
一
日
 
一
、
さ
は
ら
檜
(六
年
木
(斉
藤
逸
作
苗
) 
   是
は
字
蔵
王
山
の
内
北
部
の
三
角
形
の
処
小
路
ツ
ク
を
― 32 ―
消
す
為
め
に
植
う
。
同
時
に
籬
を
両
方
の
踏
み
こ
み
へ
結
ひ
て
防
禦
す
。
 
   此
木
植
人
、
余
及
、
斉
藤
新
、
正
太
郎
、
十
河
長
八
、
諸
岡
道
太
郎
、
各
人
皆
半
日
に
て
了
る
。
 
 
四
月
廿
八
日
 晴 無
風
            ５
４
 
一
、
本
檜
苗
(三
十
九
年
蒔
作
分
) 
   弐
百
本
也
 
  是
ハ
字
谷
沢
山
昨
秋
本
檜
植
の
処
の
西
南
角
部
の
北
辺
へ
足
し
て
植
う
。
但
弐
拾
本
余
は
枯
れ
た
る
処
へ
お
ぎ
な
へ
り
。
 
一
、
本
檜
苗
弐
百
六
十
本
也
 
   是
ハ
加
瀬
茂
助
よ
り
三
十
九
年
度
に
買
入
れ
苗
の
分
也
。
 
  右
は
、
字
小
谷
沢
の
西
南
角
の
処
へ
り
牛
尾
山
堺
へ
植
ゑ
次
に
喜
左
山
へ
行
き
山
の
西
辺
牛
尾
山
境
の
処
、
馬
車
に
て
跡
附
き
た
る
小
径
を
越
し
べ
た
と
ゝ
、
○
壱並
木
(即
境
木
の
間
)分
よ
り
同
山
之
西
邊
部
ア
キ
地
多
き
処
へ
植
う
(此
分
五
十
本
余
)。 
  次
ニ････
孫
左
山
の
東
辺
の
小
松
の
処
へ
昨
秋
植
ゑ
て
枯
れ
た
る
を
植
ゑ
直
せ
り
。
此
分
四
拾
本
余
り
。
(此
時
木
植
人
、
余
、
正
太
郎
、
○
欽川
徳
次
郎
、
斉
藤
逸
作
ノ
四
人
也
) 
  次
に
小
谷
津
(沢)山
の
東
南
角
境
へ
行
き
て
覚
○
仁と
二
本
植
ゑ
た
り
。
 
字
小
谷
津
山
堺
植
 
一
、
本
檜
苗
四
十
本
 
  是
ハ
右
小
谷
津
山
の
東
南
角
部
、
(隣
は
石
橋
喜
八
)。
昨
年
秋
植
ゑ
て
枯
れ
た
る
処
を
植
ゑ
直
し
そ
の
他
別
に
同
所
の
東
辺
へ
植
う
。
 
 以
上
 苗
木
買
入
及
さ
し
木
共
         ５
５
 
 合
計
 
 
{松
苗
 本
苗
 さ
し
木
 本 本
檜
植
自
家
作
製
前
の
畑
分
 
                 さ
し
木
本
檜
分
 
    
 
 
五
月
十
四
日
 
一 杉
苗
さ
し
木
(昨
ま
き
し
分
) 
   八
百
本
也
   加
瀬
茂
助
よ
り
買
ふ
 
    代
金
壱
円
七
拾
八
銭
也
 
   右
裏
山
外
西
部
畑
の
西
北
隅
へ
植
う
。
植
残
八
十
本
バ
カ
リ
、
堀
坂
○
の
道
バ
タ
畑
ヘ
小
ク
三
畝
に
植
う
。
 
 
代
植
(一)                  ５
６
 
明
治
四
拾
弐
年
春
新
三
月
二
十
二
日
 
一
、
本
檜
苗
六
千
本
也
 
(代
植
) 
  右
ハ
○
木道
畑
の
内
、
蕨
直
七
後
へ
植
う
。
 
  但
し
五
百
本
植
場
足
ら
ず
、
小
西
の
向
へ
代
植
す
る
な
り
。
 
   
(右
ハ
及
川
喜
助
よ
り
買
入
る
) 
 
四
月
六
日
曇
(夕
方
夜
大
雨
)(是
ハ
午
後
ニ
成
り
○
リ
) 
1、
本
檜
参
千
本
也
  同(二) 
  右
は
字
小
谷
津
山
(寺
ヶ
台
)の
昨
年
冬
本
檜
を
壱
千
本
余
植
ゑ
た
る
間
の
処
へ
代
植
す
、
畑
の
あ
と
な
れ
ば
調
度
よ
ろ
し
き
也
。
 
 
同
日
 
一
、
吉
野
杉
、
弐
千
本
余
也
 
  右
本
檜
と
同
時
に
同
所
へ
続
ぎ
植
う
。
 
 
四
月
六
日
午
前
 
一 吉
野
杉
参
千
本
位
  同(三) 
  右
ハ
堀
坂
の
処
即
向
山
の
前
蔭
の
畑
へ
代
植
す
、
よ
く
植
ゑ
ら
れ
た
り
 
  
(是
分
は
加
瀬
茂
助
よ
り
買
入
) 
 
播
種
処
 
四
月
二
十
三
日
晴
前
曇
り
後
晴
雨  
一
、
木
曽
山
杉
種
   壱
舛
位
 
   是
ハ
前
の
畑
の
小
路
の
左
方
角
へ
の
畑
へ
ま
く
 
 
明
治
四
拾
弐
年
夏
刈
覚
処
            ５
７
 
一
、
字
羽
木
谷
の
内
   井
の
上
 忠
三
郎
分
 
  小
松
植
の
処
よ
り
檜
木
植
西
辺
及
北
辺
庄
山
堺
迄
不
残
 
  此
下
刈
賃
弐
円
弐
拾
銭
也
 
   
{八
月
弐
拾
日
一
金
弐
円
弐
拾
銭
也
渡
す
} 
 
一
、
字
堀
坂
、
即
向
山
分
全
部
 
  此
下
刈
賃
参
拾
銭
也
 
   
{八
月
弐
拾
日
一
金
参
拾
銭
也
渡
す
} 
 
一
、
字
大
澤
山
の
内
、
元
炭
カ
マ
在
リ
タ
ル
処
の
台
分
也
 
  此
刈
賃
 
   小
松
ヲ
新
規
ニ
植
附
タ
ル
堺
ヘ
リ
ノ
処
共
 
   合
計
賃
金
五
拾
銭
 
   
{八
月
弐
拾
日
一
金
五
拾
銭
也
} 
 
{八
月
弐
拾
日
一
金
五
拾
銭
前
か
し
と
な
る
} 
 
一
、
字
瓜
ヶ
谷
ノ
内
 谷
の
部
 全
部
 
     及
台
の
部
 出
表
迄
全
部
 
    〆 弐
ヶ
所
ト
シ
テ
 
    茲
に
合
計
手
間
賃
壱
円
也
 
1441 
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{八
月
弐
拾
八
日
○
仕
○
金
五
拾
銭
也
渡
す
} 
 
一
、
字
大
澤
山
の
内
三
本
枝
大
松
の
処
よ
り
西
方
へ
か
け
て
、
南
ヘ
リ
ハ
庄
山
ヘ
通
る
迄
を
堺
と
す
。
 
  此
下
刈
賃
壱
円
也
 
    
{八
月
廿
八
日
一
金
壱
円
也
渡
す
} 
一
、
字
大
澤
山
と
庄
山
と
の
間
元
郷
有
地
分
 
 
   南
北
に
亘
る
場
所
(○
草
ノ
場
所
) 
   此
下
刈
賃
壱
円
也
 
{○
見
え
ず
○
八
月
廿
八
日
一
金
壱
円
也
渡
す
}
 ５
８
 
            
{小
川
忠
三
郎
分
} 
{一 金 ○
見
え
ず
○
な
る
。
} 
一
、
大
沢
山
の
内
、
瓜
ヶ
谷
台
 道
の
処
よ
り
檜
林
の
方
。
東
方
ハ
大
塚
の
東
部
小
径
迄
。
全
部
 
    此
手
間
賃
金
壱
円
参
拾
銭
也
 
    ｛
○
見
え
ず
○
｝
 
 
一 庄
山
の
東
側
山
の
内
 
   南
方
、
羽
木
谷
辺
よ
り
同
方
向
小
径
附
の
分
及
、
東
側
山
の
中
央
部
、
中
小
檜
木
の
林
の
処
 
    此
手
間
賃
金
壱
円
也
 
    ｛
○
見
え
ず
○
｝
 
    ｛
○
見
え
ず
○
｝
 
 
一
、
庄
山
の
奥
分
 全
部
 
    此
下
刈
賃
参
円
五
拾
銭
 
    ｛
別
ニ
増
手
間
賃
三
人
分
七
拾
銭
渡
す
。
但
昨
年
ハ
下
刈
セ
ザ
リ
シ
也
｝
 
    ｛
○
見
え
ず
○
｝
 
    外
ニ
増
金
分
七
拾
銭
渡
す
 
    ｛
○
見
え
ず
○
｝
 
 
（
○
見
え
ず
○
）
年
度
分
            ５
９
 
（
○
見
え
ず
○
）
金
拾
四
円
五
拾
銭
男
子
守
リ
ニ
仕
人
 老
母
 
旧
六
月
廿
九
日
 金
三
円
也
渡
ス
 
旧
十
月
卅
日
  金
三
円
也
渡
ス
 
旧
三
月
廿
三
日
 同
三
円
也
渡
ス
 
旧
九
月
十
九
日
 同
弐
円
也
渡
ス
 
旧
十
二
月
廿
七
日
 三
円
五
拾
銭
渡
 
  〆
済
 
 
（
○
見
え
ず
○
）
年
度
       乍
男
 
（
○
見
え
ず
○
）
金
拾
四
円
五
拾
銭
   子
守
リ
 老
婆
 
○明○治○四十
一
年
旧
十
二
月
廿
七
日
相
渡
済
 
 
 
夷
隅
郡
大
瀑
村
字
下
多
喜
 
 柴
田
甲
次
郎
次
女
 
（
○
見
え
ず
○
）
年
度
           な
か
 
（
○
見
え
ず
○
）
金
拾
三
円
也
         十
六
年
 
○外ニ
衣
類
代
ト
シ
テ
三
円
也
 
（
○
見
え
ず
○
）
拾
六
円
也
 相
渡
ス
 
 
明
治
(複
写
欠
け
)
               ６
０
 
農
業
及
び
雑
用
雇
 
一 給
金
三
拾
五
円
也
 夷
隅
郡
 字
○
外田  
  外
ニ
壱
円
也
      吉
原
亀
次
郎
 四
十
七
年
 
   ○腕○め○
○
般○引代
分
 
  〆 
 
四
十
二
年
度
ノ
分
   亥
年
 
一 給
金
三
拾
七
円
也
    右 同
人
 
   内 三
円
渡
ス
 
   〃 廿
円
渡
ス
 
  引
〆
 拾
四
五
円
也
  四
十
一
年
旧
十
二
月
ヨ
リ
預
リ
 
  預
リ
 ○
○
○
弐
円
也
 三
月
廿
日
渡
 ○
○
○
○
○
 
  同  壱
円
也
 旧
四
月
七
日
発
 
      以
上
差
引
預
金
利
子
(特
別
)ワ
リ
五
分
  
金
壱
円
八
拾
五
銭
也
 
 旧
七
月
六
日
内
金
弐
円
也
渡
 差
引
金
拾
円
也
残
ル
 
 旧
十
二
月
十
八
日
残
金
拾
円
及
利
子
ト
シ
テ
七
十
五
銭
也
渡
 
 
(四
十
三
年
一
月
廿
八
日
) 
 
四
十
二
年
度
     印
旛
郡
 八
街
 
一 給
金
廿
三
円
也
       カ
ク
 
   内 弐
拾
壱
円
ヲ
渡
 
   引
〆
弐
円
ハ
本
人
ノ
不
足
也
 残
ス
 
   内 壱
円
也
正
月
廿
六
日
渡
ス
 
 旧
正
月
十
五
日
八
街
へ
行
、
同
廿
六
日
午
後
帰
ル
 
  十
一
日
間
○
勤
 
 旧
二
月
六
日
 カ
ク
 病
気
 八
街
ヘ
行
ク
 
 壬
二
月
十
五
日
昼
帰
ル
 カ
ク
十
七
日
間
不
(欠)勤 
   
{一
金
八
拾
銭
 薬
価
料
分
ヲ
貸
ス
(別
ニ
貸
ス
)} 
 四
月
七
日
八
街
ヘ
行
さ
せ
○
帰
ル
 一
○
○
○
○
欠
キ
ン
 
 
麻
生
新
田
ノ
内
  小
川
荘
太
郎
引
受
分
 十
川
長
八
 ６
１
 
下
刈
ス
 
東
山
ノ
南
方
部
(中
ノ
路
ヨ
リ
南
) 
 是
ハ
下
草
刈
ニ
付
タ
ダ
掃
除
賃
ヲ
拂
フ
事
也
 
   但
総
体
賃
金
弐
円
ト
ス
 
 
{四
月
十
日
 内
金
壱
円
渡
す
} 
― 34 ―
 
{○
見
え
ず
○
} 
 
四
拾
弐
年
度
分
後
調
 
        宿
、
寄
留
(元)木
挽
 
           村
井
清
兵
衛
 
一 俗
称
、
三
左
衛
門
山
分
ノ
内
松
ノ
下
小
杉
植
ア
ル
処
 
   此
下
刈
賃
金
此
年
ダ
ケ
壱
円
ト
ス
 
一
、
赤
坂
山
之
東
部
小
路
ヨ
リ
東
辺
、
南
ハ
田
ノ
辺
迄
ニ
至
ル
 
   此
下
刈
賃
金
壱
円
四
拾
銭
ト
ス
(但
シ
新
規
ニ
三
十
銭
増)  
一
、
赤
坂
山
ノ
内
西
南
角
部
、
弐
尺
以
上
檜
木
ノ
処
 
   此
下
刈
賃
五
拾
銭
 
一
、
久
米
山
分
壱
ヶ
所
全
部
 此
下
刈
賃
金
壱
円
五
拾
銭
也
 
一
、
鴬
山
分
壱
ヶ
所
全
部
  此
下
刈
賃
金
壱
円
拾
銭
 
(弐
円
ト
ア
リ
) 
 〆
五
ヶ
所
合
計
賃
金
六
円
四
拾
銭
也
 
  
{右 七
月
七
日
 ○
見
え
ず
○
} 
           引
合
 
 
 
覚                     ６
２
 
明
治
四
拾
参
年
木
ノ
枝
下
シ
処
 
           井
ノ
上
 小
川
忠
三
郎
 
字
大
澤
山
の
、
庄
山
の
方
面
と
す
 
 此
抵
当
ニ
テ
 
  
{一 米
弐
斗
也
(弐
円
弐
拾
五
銭
)渡
す
。
此
代
金
壱
駄
○
見
え
ず
○
酒
代
ノ
分
ト
シ
テ
引
ク
} 
     
{(此
分
ハ
四
拾
弐
年
度
ノ
下
作
米
分
ト
ナ
ル
也
)} 
  
{一 米
弐
斗
也
(弐
円
五
十
銭
)渡
す
。
四
月
八
日
(弐
円
五
十
銭
)○
見
え
ず
○
} 
  
{一 金
壱
円
五
十
○
銭
也
。
四
月
十
二
日
渡
す
} 
  
{一 金
参
円
也
。
四
月
廿
五
日
渡
す
} 
     
{(但
シ
内
弐
円
ヲ
寺
ヶ
台
続
木
ノ
代
ト
ス
)} 
  
{一 金
弐
円
也
。
五
月
十
日
渡
} 
 
一 字
大
澤
山
の
内
、
大
杉
木
班
立
の
山
分
 
  一
、
小
中
、
平
均
物
壱
千
壱
百
四
拾
六
本
 
       
(此
分
ハ
平
均
壱
本
ニ
付
四
厘
ノ
割
) 
  一 大
物
分
 弐
百
弐
本
 
       
(此
分
は
平
均
壱
本
ニ
付
壱
銭
ト
ス
 
       
 是
ハ
弐
尺
以
上
及
準
弐
尺
物
也
) 
  此
計
賃
金
六
円
五
拾
八
銭
 
         
{五
月
十
六
日
夜
第
○
二内
○
見
え
ず
○
} 
          
{一
金
弐
円
也
渡
す
} 
         
{此
処
よ
り
先
二
枚
目
へ
続
く
} 
 
四
拾
弐
度
分
      井
の
上
        ６
３
 
第(三)           小
川
忠
三
郎
 
一
、
大
澤
ノ
内
東
ノ
南
角
山
分
 
  此
下
刈
賃
九
拾
銭
 也 
  
{○
見
え
ず
○
} 
 
一
、
幸
山
ノ
内
北
山
分
ノ
東
方
(牛
尾
山
堺
)ヨ
リ
西
方
、
西
山
分
ノ
境
(細
根
下
刈
分
)ニ
至
ル
 
  
{○
見
え
ず
○
} 
   此
面
積
壱
町
四
反
歩
定
 
    壱
反
歩
ニ
付
数
年
刈
ラ
ザ
リ
シ
故
特
ニ
金
参
銭
ト
ス
 
   此
賃
総
計
四
円
弐
拾
銭
也
 
  
{○
見
え
ず
○
} 
 
            宿 ○欽川
徳
次
郎
   ６
４
 
一 嵯
峨
山
の
内
南
台
の
平
地
東
辺
よ
り
西
辺
迄
不
残
堺
迄
也
 
   此
賃
金
壱
円
也
 
 
一 三
角
山
の
内
西
南
角
の
方
一
部
分
 
   凡
五
反
歩
 
   此
下
刈
賃
金
四
拾
五
銭
也
 
 
一 坂
山
之
西
方
大
道
の
処
 
  俗
称
勇
蔵
山
分
 
   此
下
刈
賃
金
参
拾
銭
也
 
 
 
一 俗
称
多
(気)左
衛
門
山
の
松
木
野
処
ダ
ケ
全
部
 
   此
下
刈
賃
壱
円
参
拾
銭
也
 
  
 
〆
四
所
計
賃
金
参
円
ト
五
銭
也
 
 
庚
戌
三
月
分
                 ６
５
 
東
方
山
ノ
分
         鈴
木
五
郎
吉
 
東
山
分
ノ
内
 三
尺
以
上
杉
分
 
 
 
{三
月
○
日
  内
金
壱
円
五
拾
銭
渡
す
} 
 
{四
月
八
日
  内
金
弐
円
也
渡
す
} 
  {四
月
十
七
日
 内
金
弐
円
也
渡
す
} 
  {四
月
弐
拾
三
日
内
金
弐
円
也
相
渡
す
} 
 
{五
月
拾
七
日
 内
金
弐
円
也
相
渡
す
} 
  {壬
子
四
月
十
五
日
○
壱
円
拾
銭
也
渡
す
} 
    
{但
シ
(杉
○
古木
弐
尺
物
壱
本
代
分
フ
リ
カ
ヘ
)} 
   
{右
合
す
み
と
す
} 
 
木
の
枝
下
シ
        ○欽川
茂
八
方
 徳
次
郎
６
６
 
 225 
 250 
 150 
 300 
+
200 
1125 
1125 
－
625 
  467 
 
円
 銭
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一
、
白
玉
道
三
角
山
ノ
一
部
 
一
、
嵯
峨
山
上
台
の
方
 
一
、
東
新
畑
の
金
右
衛
門
山
 
  
{○四月
十
一
日
○
見
え
ず
○
内
金
壱
円
也
渡
す
} 
  
{五
月
○
見
え
ず
○
内
金
弐
円
也
渡
す
} 
 
同             秋
葉
平
六
 
東
方
の
 
一
、
戸
田
道
山
、
俗
称
中
嶋
山
分
 
  此
木
頃
凡
、
壱
尺
五
寸
位
よ
り
 
       弐
尺
五
寸
位
 
   
{四
月
五
日
 手
間
賃
の
内
金
参
円
也
渡
す
} 
   
{四
月
廿
五
日
 手
間
賃
ノ
内
金
弐
円
五
拾
銭
渡
す
} 
 
別
口
覚
         此
処
(雑
ヘ
記
す
   ６
７
 
一 赤
坂
山
の
内
 中
央
部
 森
形
の
処
、
前
後
附
近
共
、
是
を
、
常
福
寺
山
の
開
墾
人
 伊
藤
健
次
 
  と
云
ふ
者
ヘ
無
賃
に
て
下
草
刈
渡
す
 
    但
先
方
に
て
下
草
を
使
用
す
る
こ
と
 
     
{世
話
}、    宿
の
渡
辺
常
吉
也
 
 
字
カ
ナ
ク
ソ
交
換
山
 夏
刈
 
一 金
壱
円
八
拾
銭
也
   井
之
上
 藤
兵
衛
 
   十
月
六
日
 内
壱
円
渡
 
   
{十
一
月
弐
拾
四
日
峨
井
全
○
見
え
ず
○
し
ぼ
り
○
○
} 
 
字
芋
か
谷
   戸
田
乃
 木
内
弥
兵
次
 佐
兵
衛
 
一 山
林
下
刈
 
   此
賃
五
拾
銭
也
(但
シ
檜
木
下
五
畝
歩
、
除
ク
)渡
す
 
 
八
月
                    ６
８
 
新
畑
山
金
右
衛
門
よ
り
買
入
分
 下
刈
人
 文
左
衛
門
 
一 金
七
拾
銭
 
同
所
続
キ
又
太
郎
ヨ
リ
買
入
分
 同
人
 
一 金
四
拾
銭
   
 
同
所
続
山
野
嶋
氏
買
入
分
 
一 金
三
拾
銭
       同
人
 
 〆
四
十
一
年
十
二
月
拂
済
 
 
四
拾
壱
年
度
分
       並
木
 老
人
 請
負
分
 
一
、
白
玉
道
字
蔵
王
山
林
地
 全
部
下
刈
 
    但
シ
草
取
刈
ニ
付
半
手
間
賃
と
す
 
  四
拾
弐
年
一
月
拾
九
日
 
    改
金
弐
円
五
拾
銭
也
(相
渡
す
) 
 
一
、
同
所
         同
人
 
  土
堤
の
処
よ
り
附
着
地
の
分
 
  一
金
拾
五
銭
也
(渡
す
) 
    
(是
ハ
全
手
間
賃
也
) 
    来
ル
四
拾
弐
年
度
よ
り
半
賃
の
事
 
 
明
治
四
拾
弐
年
弐
月
拾
七
日
よ
り
始
 
一 赤
坂
山
の
内
、
荒
地
分
(東
部
ノ
東
辺
の
台
及
沢
側
)よ
り
下
刈
、
      十
川
長
八
 
  南
方
部
辺
り
の
中
拾
七
日
よ
り
拾
七
日
迄
 
    〆
九
人
半
 
    外
ニ
横
田
道
、
新
畑
山
ヘ
壱
人
 〆
拾
人
半
也
 
      但
シ
壱
人
弐
十
五
銭
ト
ス
 
 
   此
手
間
賃
弐
円
六
拾
弐
銭
五
厘
也
 
 
此
賃
金
弐
円
也
                ６
９
 
{十
二
月
拾
五
日
 一
金
弐
円
也
拂
渡
す
} 
 
           下
刈
人
 油
坂
の
文
左
衛
門
 
一
、
北
方
部
 
  字
若
梅
上
、
中
杉
、
小
檜
等
雑
り
山
分
 
    荒
畑
ノ
台
也
、(油
坂
文
左
衛
門
山
ノ
南
側
) 
    此
下
刈
賃
参
拾
銭
 
一
、
同
所
近
所
地
続
ニ
テ
蕨
文
太
郎
よ
り
買
入
分
 
    此
分
下
刈
賃
四
拾
銭
也
 
一
、
北
方
郡
ニ
テ
、
右
地
続
小
川
金
右
衛
門
よ
り
買
入
分
(四
郎
兵
衛
畑
の
北
台
) 
    此
下
刈
賃
七
拾
銭
 
   右
参
口
計
壱
円
四
拾
銭
也
 
   
{十
二
月
廿
壱
日
一
金
壱
円
四
拾
銭
也
渡
す
} 
 
           村
井
 清
兵
衛
 下
刈
分
 
明
治
四
拾
参
年
度
 
一(一)赤
坂
東
部
四
角
形
分
、
南
ハ
田
ノ
辺
リ
迄
ニ
到
ル
 
      
(前
ニ
長
八
下
刈
シ
タ
ル
処
也
) 
    此
下
刈
賃
壱
円
四
拾
銭
也
 
{賃
渡
ス
} 
一(二)赤
坂
山
右
所
の
西
南
角
辺
、
檜
木
サハラ
弐
尺
以
上
樹
の
処
分
 
    此
下
刈
賃
四
拾
銭
ト
ス
 
{賃
渡
ス
} 
一
、
久
米
山
分
 此
分
賃
引
ク
壱
円
参
拾
銭
 
{○
勘
定
ト
ス
} 
一(三)鴬
山
分
壱
ヶ
所
 
    此
分
弐
円
也
     
{賃
渡
ス
} 
一(四)俗
称
三
左
衛
門
山
出
嶋
の
処
 
    此
分
賃
壱
円
ト
ス
(前
年
ニ
同
じ
)賃
渡
ス
 
   右(一)よ
り
(四)迄 合
計
四
円
八
拾
銭
也
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明
治
四
拾
参
年
度
分
   細
根
寅
松
       ７
０
 
一 幸
山
の
内
 
  一
、
壱
ヶ
所
ハ
戸
田
往
還
ノ
方
従
前
通
り
ニ
刈
ル
 
     此
分
賃
金
参
円
四
拾
銭
 
  一
、
壱
ヶ
所
ハ
北
辺
井
ノ
上
○
清郎
吉
受
持
分
と
接
続
の
方
迄  
     此
分
弐
円
五
拾
銭
 
一
、
壱
ヶ
所
ハ
遠
芝
山
の
接
続
即
幸
山
方
ブ
ノ
西
分
也
 
     此
分
賃
金
壱
円
七
拾
五
銭
 
一
、
壱
ヶ
所
、
四
拾
弐
年
度
ニ
於
テ
新
家
佐
太
郎
下
刈
の
処
分
、
北
山
の
山
ノ
中
程
分
よ
り
東
辺
迄
 
     此
賃
金
壱
円
五
拾
銭
 
 〆
四
ヶ
所
 
  合
計
賃
金
九
円
五
拾
銭
ト
ス
 
     
(但
シ
三
十
五
銭
増
金
) 
  
{見
え
ず
} 
 
明
治
四
拾
参
年
度
               ７
１
 
山
下
刈
処
      井
ノ
上
 小
川
忠
三
郎
 
 
一
、
東
山
ノ
内
東
方
部
一
帯
の
処
 
   但
し
中
の
小
径
よ
り
北
方
ハ
参
四
尺
位
の
松
山
の
下
に
小
杉
あ
る
堺
辺
迄
(こ
の
分
松
山
の
下
小
杉
あ
り
ハ
横
田
秋
葉
受
持
也
)。
此
西
へ
り
小
松
山
分
北
方
谷
へ
か
け
て
堺
な
り
。
 
此
下
刈
賃
参
円
五
拾
銭
定
ト
ス
 
{七
月
廿
五
日
内
金
五
拾
銭
也
渡
す
} 
{八
月
九
日
一
金
○
見
え
ず
○
} 
 
一 新
山
分
全
部
               ７
２
 
     此
分
賃
壱
円
五
拾
銭
 
一 大
木
道
分
弐
ヶ
所
不
残
 
     此
下
刈
賃
壱
円
拾
銭
 
   此
下
刈
賃
合
計
賃
金
拾
八
円
拾
五
銭
也
 
   
{一
内
金
五
円
也
○
見
え
ず
○
} 
    
{内
金
五
円
也
○
見
え
ず
○
} 
    
{内
金
弐
円
○
見
え
ず
○
四
十
二
年
十
山
に
て
} 
          
{見
え
ず
} 
          
{○
見
え
ず
○
残
り
分
有
之
骨
折
ス
} 
    
{内
金
○
見
え
ず
○
} 
    
{残
り
金
四
円
○
見
え
ず
○
骨
折
ス
} 
   
{七
月
四
日
 右
差
引
勘
定
引
合
○
見
え
ず
○
也
} 
 
(１
ペ
ー
ジ
空
欄
) 
 
明
治
四
拾
参
年
度
               ７
４
 
山
下
刈
処
ノ
(二) 
          井
ノ
上
 小
川
治
郎
吉
 
南
方
山
分
 
一
、
南
出
崎
(幸
山
)ノ
内
 
  東
辺
山
大
場
頭
 小
松
植
の
処
及
北
方
ハ
小
杉
檜
植
の
処
迄
不
残
 
   
(内
北
山
部
ノ
檜
植
ハ
別
な
り
) 
   此
下
刈
賃
参
円
也
 
 
   
{見
え
ず
} 
 
          井
ノ
上
 小
川
藤
兵
衛
 
一
、
字
か
な
く
そ
山
ノ
内
 壱
ヶ
所
 
   西
出
崎
 元
交
換
地
ノ
分
 
   此
下
刈
賃
弐
円
ト
ス
 
 
但
し
荒
地
多
き
に
付
(弐
十
銭
増
ス
) 
{十
月
十
四
日
 一
金
弐
円
也
渡
す
} 
 
一
、
椎
崎
山
ノ
内
停
車
場
台
ノ
近
所
 壱
ヶ
所
 
   此
下
刈
賃
壱
円
五
拾
銭
 
    
{十
月
十
四
日
 一
金
壱
円
五
拾
銭
也
渡
} 
 
一
、
大
澤
山
乃
内
木
戸
向
山
全
部
 
    但
し
西
べ
り
少
し
荒
れ
て
残
れ
り
 
   此
下
刈
賃
壱
円
五
拾
銭
 
    
{十
月
十
四
日
 一
金
壱
円
五
拾
銭
也
渡
す
} 
 
一
、
東
方
部
麻
生
新
田
 字
埴
谷
前
 
   菊
山
分
下
刈
分
 下
刈
人
 戸
田
 木
内
清
右
衛
門
 
 
大
字
麻
生
新
田
 俗
称
東
山
(元
小
西
山
)分
ハ
全
部
  ７
５
 
 草
刈
山
と
し
て
横
田
乃
者
へ
渡
す
故
に
今
年
下
刈
賃
無
之
 
 
一
、
大
澤
山
ノ
南
角
山
分
附
キ
 
   元
ホ
ダ
シ
場
の
部
分
 下
刈
人
 
             小
川
忠
三
郎
 
一
、
同
中
大
澤
分
附
キ
 
   元
ホ
ダ
シ
場
の
部
分
 
  右
弐
筆
場
所
 〆
下
刈
賃
壱
円
也
 
    
{八
月
八
日
 一
金
壱
円
也
渡
す
} 
      
{(但
し
前
金
五
拾
銭
差
引
)} 
 
(九
月
廿
弐
日
調
) 
一
、
大
澤
山
の
内
瓜
ヶ
谷
の
台
塚
の
あ
る
処
へ
か
け
て
南
側
全
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  部 
   此
下
刈
賃
金
壱
円
参
拾
銭
也
 
(相
ス
ミ
) 
    
{九
月
十
五
日
 一
金
壱
円
也
渡
す
} 
    
{九
月
○
見
え
ず
○
渡
す
} 
(同
日
) 
一 大
澤
山
の
内
三
本
ざ
か
松
の
処
 
    古
釜
場
の
台
に
至
る
 
     此
下
刈
賃
八
拾
銭
也
   
(相
ス
ミ
) 
      
{見
え
ず
} 
同
日
 
一
、
瓜
ヶ
谷
小
道
よ
り
北
側
分
よ
り
西
出
崎
及
 
  瓜
ヶ
谷
本
ヒ
ノ
キ
植
う
た
る
上
の
台
ま
で
 不
残
 
   此
下
刈
賃
五
拾
銭
也
 
(但
し
西
出
崎
ハ
二
年
が
け
也
) 
    
{九
月
壱
日
○
見
え
ず
○
} 
 
一
、
羽
木
谷
大
道
附
山
と
羽
木
谷
中
寄
松
山
と
の
間
に
当
る
処
 
   此
賃
弐
十
銭
也
 
    
{九
月
弐
拾
弐
日
調
} 
    
{九
月
壱
日
分
ま
で
引
〆
相
渡
す
こ
と
と
な
す
} 
 
一
、
北
方
山
の
内
(東
新
畑
)
 下
刈
人
 ○欽川
徳
次
郎
 ７
６
 
   大
坂
上
リ
テ
右
方
 
   四
角
形
小
山
林
分
 
    此
下
刈
賃
拾
銭
也
 
(四
十
一
年
定
ム
) 
 
一 北
方
山
の
内
(字
東
新
畑
)
  下
刈
人
 同
人
 
   大
坂
よ
り
テ
左
方
    油
坂
の
 文
左
衛
門
 
   五
角
形
山
(九
畝
五
十
歩
) 
    此
下
刈
賃
 
 
一 北
方
山
の
内
 
   五
角
形
山
の
続
き
(俗
称
)茂
八
山
分
 同
人
 
    此
下
刈
賃
 
    此
山
面
積
 
 
一 北
方
山
林
の
内
、
大
坂
上
リ
テ
左
方
 欽
川
徳
次
郎
 
   東
新
畑
に
て
 
   五
角
形
山
 
    此
下
刈
賃
 
    
{見
え
ず
} 
 
四
月
廿
一
日
                 ７
７
 
第
四
回
弐
千
九
百
五
拾
本
也
    樹
植
人
 萬
次
郎
 
   是
ハ
前
の
畑
西
側
、
桐
の
木
の
前
、
一
度
檜
木
苗
を
代
植
し
た
る
処
の
跡
へ
植
う
。
 
   及
中
道
畑
の
内
南
辺
の
東
方
、
ケ
ヤ
キ
を
植
ゑ
た
る
側
へ
植
う
 
    合
計
壱
万
弐
千
四
百
四
拾
五
本
也
 
  
4000＋2310＋3200＋2950 12450 
 
明
治
四
拾
参
年
拾
壱
月
 記
帳
          ７
８
 
       桐
乃
樹
 植
処
 
字
下
棚
ノ
畑
 
(俗
称
 堀
坂
下
ノ
畑
) 
一
、
桐
苗
 拾
弐
本
也
 
(中
物
) 
   是
ハ
直
七
と
交
換
畑
分
の
内
ニ
テ
東
側
の
南
角
、
及
小
川
千
代
吉
よ
り
買
入
分
畑
の
南
方
へ
植
う
(十
月
三
十
一
日
 
一
、
桐
苗
 壱
本
也
 
(小
物
)(直
治
郎
よ
り
買
フ
) 
   前
所
、
千
代
畑
の
南
方
の
東
分
へ
植
ゑ
た
り
(十
一
月
十
七
日
) 
一
、
桐
苗
 八
本
也
 
(中
物
ノ
小
分
) 
   是
ハ
前
の
畑
の
東
側
分
の
内
、
茶
畑
の
南
辺
へ
植
う
(十
月
三
十
一
日
) 
一
、
桐
苗
参
本
也
 
(小
物
分
) 
   是
ハ
前
畑
へ
尚
余
地
あ
り
て
足
し
植
ゑ
す
(十
一
月
十
七
日
) 
   右
の
苗
ハ
十
月
三
十
一
日
植
分
ハ
井
ノ
上
 小
川
元
太
郎
よ
り
買
フ
、
 
   第
二
、
小
物
分
ハ
(直
治
郎
よ
り
買
フ
) 
 
 
十
一
月
廿
 
一
、
桐
苗
 五
本
也
 
(加
瀬
茂
助
よ
り
買
入
) 
   右
ハ
前
の
畑
東
側
分
南
方
辺
の
赤
土
畑
の
分
参
本
、
苗
の
木
畑
(前
の
畑
)の
処
へ
参
本
植
う
。
 
 
四
拾
弐
年
下
刈
分
     油
坂
 石
原
寅
松
   ７
９
 
 
若
梅
の
畑
の
方
 
一 字
○
兎発
句
の
山
分
 
   此
下
刈
賃
壱
円
拾
銭
也
 
一 字
赤
坂
山
の
中
、
小
杉
小
松
雑
リ
植
エ
の
処
 
   此
下
刈
賃
参
拾
銭
 
北
方
山
の
内
 
一 字
睦
中
の
澤
上
よ
り
東
方
雪
山
の
北
方
澤
の
処
 
   此
下
刈
賃
五
拾
銭
 
 右
の
参
ヶ
所
 合
計
賃
金
壱
円
九
拾
銭
也
 
  
{四
拾
三
年
弐
月
分
 一
金
壱
円
九
拾
銭
也
拂
渡
す
} 
            
{但
シ
畑
地
子
フ
リ
カ
ヘ
也
} 
 
字
桜
市
乃
山
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   此
下
刈
賃
壱
円
五
拾
銭
也
 
      但
シ
(数
年
不
刈
増
賃
共
合
計
也
) 
     
{四
拾
三
年
二
月
九
日
(世
話
扱
)直
治
郎
手
間
賃
} 
         
{一
金
壱
円
五
拾
銭
拂
渡
す
} 
 
明
治
四
拾
三
年
拾
弐
月
六
日
 此
下
刈
人
 小
川
善
兵
衛
８
０
 
買
入
山
分
    小
川
岩
次
郎
よ
り
買
入
分
 
字
新
畑
 弐
千
五
百
拾
八
番
 
一 山
林
参
反
六
畝
弐
拾
歩
 
字
大
澤
 弐
百
七
拾
八
番
 
一 山
林
壱
反
九
畝
拾
九
歩
 
 此
弐
ヶ
所
 合
計
下
刈
反
別
五
反
歩
ト
ス
 
   数
年
下
刈
セ
サ
ル
ニ
付
 
    特
ニ
壱
反
歩
ニ
付
四
十
銭
ト
ス
 
    外
ニ
金
弐
拾
銭
賞
与
ト
ス
 
  
{○
見
え
ず
○
} 
  
{一
金
弐
円
也
 拂
渡
ス
} 
    
{内
金
弐
拾
銭
賞
与
分
渡
す
} 
 
同
年
五
月
廿
九
日
 
一
東
新
畑
山
の
道
脇
、
南
方
の
東
部
 
  雑
木
立
分
新
規
造
林
ニ
付
下
刈
 
   此
下
刈
賃
荒
刈
及
夏
刈
迄
合
計
手
間
賃
壱
円
ト
ス
 
   五
月
弐
拾
九
日
{内
金
壱
円
也
渡
 六
十
銭
は
相
渡
ス
四
十
銭
○
見
え
ず
○
}
 
 
 
明
治
四
拾
参
年
度
分
ニ
テ
  下
刈
 石
原
寅
松
 
 
一
、
字
兎
発
句
分
(元
大
杉
壱
本
ア
リ
タ
ル
山
分
也
) 
     此
下
刈
賃
参
拾
銭
也
 
一
、
字
野
中
、
雪
山
の
東
の
北
隅
の
澤
分
 
     此
分
賃
五
拾
銭
 
一
、
赤
坂
山
の
内
(柳
屋
山
の
並
木
向
分
) 
      此
処
小
松
、
杉
、
中
杉
等
雑
リ
、
 
     此
分
五
拾
銭
五
厘
 但
シ
半
額
刈
リ
タ
ル
也
 
 〆
三
口
計
 壱
円
参
拾
銭
五
厘
 
 
{○
○
○
一
月
廿
八
九
日
 一
金
壱
円
参
拾
銭
五
厘
也
渡
ス
} 
        
{外
ニ
タ
バ
コ
銭
ト
シ
テ
九
銭
五
厘
渡
ス
} 
 
{覚
山
○
口
(北
方
部
)本
畑
分
畑
地
子
残
リ
(差
引
フ
リ
カ
ヘ
也
)}
 
 
                      ８
１
 
杉
苗
弐
百
本
 扱
ハ
(二)(内
別
番
下
の
田
側
畑
分
、
茂
八
挿
木
) 
杉
苗
四
百
本
   
(元
加
瀬
茂
助
よ
り
小
苗
ニ
テ
買
入
れ
代
植
分
(裏
畑
の
西
の
北
辺
)) 
 右
ハ
亦
、
白
玉
道
、
字
蔵
王
小
松
山
下
ヘ
植
う
。
 
  此
の
木
植
人
、
余
、
正
太
郎
、
下
男
萬
次
郎
、
蕨
亀
吉
(蕨
生
栄
吉
ノ
子
)、
渡
辺
常
吉
、
の
五
人
也
。
外
ニ
荷
馬
車
、
野
嶋
栄
太
郎
に
、
壱
駄
苗
運
を
頼
め
り
。
 
   
{五
月
二
日
、
白
玉
並
木
老
人
分
杉
木
代
計
算
ス
} 
   
{一 杉
苗
会
計
弐
千
本
也
 但
シ
弐
百
本
ハ
價
引
ノ
代
リ
ニ
 引
締
、
千
八
百
本
也
。
千
本
ニ
付
六
円
ノ
割
合
ト
ス
} 
   
{此
代
金
拾
円
八
拾
銭
也
 五
月
弐
日
渡
ス
} 
 
五
月
五
日
晴
 
一 杉
苗
 参
百
弐
拾
本
也
 鴬
山
へ
植
う
 
  但
し
内
三
十
五
本
ハ
角
山
に
て
ウ
ラ
を
折
ら
れ
た
る
小
杉
を
挿
し
た
る
分
の
苗
木
也
。
処
を
別
に
し
て
よ
く
植
う
。
 
  右
苗
木
文
太
郎
よ
り
買
入
山
分
即
鴬
山
の
西
部
へ
植
う
。
 
 
一
、
さ
は
ら
苗
 参
拾
本
也
 
  鴬
山
へ
植
ゑ
て
残
り
分
権
次
山
之
東
北
辺
の
へ
り
へ
植
う
。
 
  右
木
植
人
、
余
の
外
ニ
ハ
忠
三
郎
、
要
蔵
次
男
、
 ８
２
 
油
坂
の
虎
松
、
次
男
の
四
人
也
。
但
シ
午
前
ダ
ケ
也
。
 
 此
日
は
正
太
郎
、
及
蕨
與
市
二
人
し
て
午
前
ハ
木
曽
山
蒔
苗
分
ノ
代
植
の
方
を
為
さ
し
む
。
午
後
ハ
六
人
し
て
、
右
木
苗
の
代
植
を
中
道
畑
へ
行
き
て
為
せ
り
 
 
五
月
七
日
 雨
少
し
ふ
る
 
(五
月
六
日
代
植
) 
一 本
檜
八
百
本
也
 
  是
ハ
三
十
九
年
自
家
製
播
種
仕
立
分
也
。
苗
上
等
ノ
物
也
。
 
  北
方
山
の
○
十雪
山
へ
植
う
。
 
 
一 本
檜
壱
百
七
拾
本
也
 
  是
も
同
し
く
参
拾
九
年
播
種
苗
分
也
 
  右
は
、
小
川
岩
次
郎
よ
り
買
受
山
分
。
字
大
澤
、
此
山
の
称
を
霧
山
と
名
づ
く
。
そ
の
山
の
南
方
よ
り
東
へ
と
二
列
に
境
の
方
を
植
う
。
 
  此
日
木
植
人
、
余
、
齊
藤
爺
、
正
太
郎
、
長
八
、
外
ニ
小
川
紋
三
郎
の
次
男
。
 
 
旧
六
月
十
五
日
 ○
拾
銭
也
           ８
３
 
四
十
二
年
旧
八
月
二
十
七
日
よ
り
旧
九
月
三
日
昼
迄
デ
五
人
半
休 
 
四
十
二
年
度
     
 
一 給
金
拾
四
円
五
拾
銭
  子
守
り
 老
婆
 
   旧
八
月
○
弐日 
    内
三
円
也
渡
 
   
{後
日
不
残
相
渡
す
} 
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明
治
四
拾
参
年
度
分
 
一 年
給
拾
四
円
五
拾
銭
 児
守
 老
婆
 
   新
八
月
上
旬
(四
日
)ニ
到
リ
 
    内
金
弐
円
渡
ス
(小
遣
ブ
ノ
帳
よ
り
) 
   
{九
月
十
日
代
金
参
円
也
渡
ス
(小
遣
ブ
文
庫
蔵
納
入
分
よ
り
。
残
リ
分
九
円
五
拾
銭
 辛
亥
一
月
九
日
拂
渡
す
)} 
 
明
治
四
拾
参
年
度
 
     雇
下
女
給
金
分
 柴
田
な
か
 
一
、
壱
ヶ
年
定
給
金
弐
拾
五
円
也
 
  
{庚
戌
三
月
改
六
日
内
金
五
円
也
渡
す
(小
遣
○
○
○
○
)} 
  
{十
二
月
五
日
代
金
拾
五
円
也
渡
す
、
十
二
月
十
五
日
金
弐
円
○
拾
銭
○合
相
渡
す
} 
  
{○
○
勘
定
○
○
○
な
か
都
合
に
よ
り
拾
壱
月
・
・
} 
    
{右
会
計
を
弐
拾
弐
円
○
○
○
相
渡
す
記
入
済
} 
    
 
明
治
四
拾
参
年
度
雇
分
             ８
４
 
年
中
農
業
用
及
雑
用
雇
 
       山
武
郡
蓮
沼
村
 石
橋
萬
次
郎
 
 
一 此
給
金
参
拾
七
円
也
 
    四
拾
参
年
弐
月
壱
日
小
遣
部
及
本
帳
分
に
て
支
給
ス
 
    
{一
金
拾
六
円
也
 本
帳
第
一
号
ま
で
} 
    
{一
金
○
○
○
円
也
 小
遣
帳
○
○
} 
   
{右
○
見
え
ず
○
} 
    
{辛
亥
一
月
廿
日
調
済
} 
     
{外
ニ
年
中
勤
メ
宜
シ
キ
ニ
付
支
給
壱
度
(壱
円
弐
拾
銭
)恵
與
ス
} 
  
 
明
治
四
拾
四
年
度
 雇
男
女
 
     印
旛
郡
八
街
村
八
街
ヘ
ノ
八
番
地
 
        根
本
 徳
蔵
 
          明
治
五
年
十
一
月
生
 
        根
本
き
よ
 
          明
治
十
年
九
月
生
 
此
給
金
 
一
、
金
六
拾
五
円
也
 
   此
内
、
{金
弐
拾
五
円
也
 四
拾
四
年
一
月
廿
六
日
夜
相
渡
す
} 
   残
四
拾
円
也
預
ル
(年
利
壱
ワ
リ
の
約
束
) 
 
明
治
四
拾
四
年
度
 児
守
婆
           ８
５
 
       山
武
郡
上
堺
村
新
島
 
            清
宮
い
つ
 
此
給
金
 
一 金
拾
四
円
也
 
   内{金
拾
円
也
 渡
す
 一
月
卅
一
日
} 
  
{三
月
一
日
 内
金
弐
円
也
 渡
す
} 
  
{七
月
壱
日
 内
金
壱
円
也
 渡
す
} 
  
{十
月
二
日
 内
金
弐
円
也
 渡
す
} 
  
{十
月
十
日
 内
金
五
拾
銭
と
し
て
渡
す
} 
 
{壬
子
一
月
廿
五
日
残
り
金
五
拾
銭
渡
○合}  
         
{是
に
て
不
残
相
す
み
}
  
 
 
明
治
四
拾
四
年
度
分
 
         田
○
よ
り
数
年
来
雇
ニ
置
キ
タ
ル
 
          児
守
老
婆
分
給
料
 
今
年
ハ
旧
正
月
よ
り
旧
六
月
迄
ト
ス
 
一 金
七
円
也
 新
七
月
十
一
日
に
渡
す
 
   但
し
お
か
う
道
台
行
キ
の
際
に
渡
せ
る
な
り
 
 
{○
○
十
月
弐
日
 一 金
弐
円
也
渡
す
} 
 
{同
十
月
十
六
日
 一 金
五
拾
銭
} 
 
明
治
四
拾
参
年
度
分
 児
守
婆
          ８
６
 
給
金
 
一 金
拾
六
円
也
 
   二
月
廿
二
日
ヨ
リ
十
二
月
廿
六
日
迄
ニ
 
   内
金
八
円
五
拾
銭
也
渡
 
   一
金
七
円
五
拾
銭
 癸
丑
壱
月
七
日
○合(○
見
え
ず
)
  
 
      右
相
○
済
 
 
雇
女
 と
よ
 
       
(月
キ
メ
分
ニ
 但
給
金
也
) 
一 金
拾
円
也
 
    
(
 月 日 其
母
親
に
渡
す
) 
 
         
(壱
ヶ
年
弐
十
八
円
○
○
) 
一 金  也  但
シ
給
金
、
月
キ
メ
分
 
    
{壱
円
也
十
二
月
十
七
日
ニ
渡
す
} 
 
辛
亥
○
之春                  ８
７
 
木
の
枝
下
シ
処
ノ
内
 
一
、
巻
の
坂
山
倉
山
分
 タ
バ
タ
 忠
三
郎
 
   此
木
数
 
    内
金
 
{五
拾
銭
也
 三
月
十
二
日
夕
渡
す
} 
    
{内
金
 五
拾
銭
也
 三
月
廿
三
日
渡
す
} 
    
{内
金
 壱
円
也
  三
月
卅
日
渡
す
} 
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{内
金
 五
拾
銭
  四
月
一
日
渡
す
} 
    
{内
金
 壱
円
也
  四
月
七
日
渡
す
} 
            計(三
円
五
拾
銭
) 
        其
後
ノ
分
モ
ア
リ
○
記サ
イ
○
示也  
 
明
治
四
四
年
度
分
   ○欽川
徳
次
郎
分
 
一
、
字
東
新
畑
分
 凡
四
百
四
拾
本
 
一
、
字
蔵
王
山
分
 凡
六
百
本
 
   
{五
月
廿
一
日
 金
弐
円
也
渡
す
} 
   
{六
月
拾
日
  金
壱
円
五
拾
銭
也
渡
す
} 
        
 
            道
蔵
王
山
      ８
８
 
一 南
六
よ
り
九
刻
分
 
   及
土
手
外
分
共
合
計
 
   手
間
賃
弐
円
九
拾
銭
也
 
     右
ハ
並
木
老
人
下
刈
請
負
分
也
 
   九
月
十
七
日
 金
弐
円
九
十
銭
也
拂
渡
ス
 
一
、
同
所
第
十
の
刻
よ
り
北
方
へ
第
十
六
の
刻
ハ
 
   農
林
学
校
山
下
刈
実
習
分
 
    此
分
貯
金
の
為
め
、
弐
円
八
十
銭
位
ト
ナ
ル
 
 
一
、
字
カ
ナ
ク
ソ
山
の
西
出
崎
分
 井
上
 小
川
藤
兵
衛
 
    之
交
換
山
の
処
 
   此
下
刈
賃
少
シ
上
ケ
テ
弐
円
ト
ス
 
        来
年
ヨ
リ
壱
円
八
十
銭
ニ
ス
ル
事
 
    
{右
○
見
え
ず
○
金
弐
円
也
渡
す
 相
済
} 
 
一
、
大
澤
山
の
内
木
戸
向
山
分
 
   此
下
刈
賃
金
壱
円
五
拾
銭
 
    
{一
金
壱
円
五
十
銭
也
渡
す
} 
 
一 字
埴
谷
○
前山
全
部
   木
内
富
蔵
 
   菊
山
と
○
け
し
分
也
 
    此
下
刈
賃
年
々
弐
円
と
し
て
 
   右
賃
金
弐
円
也
 十
二
月
十
五
日
ニ
拂
渡
す
 
 
壬
子
一
月
に
到
り
て
     蕨
佐
太
郎
 刈 
一 字
岩
の
谷
山
の
内
 
  大
谷
杉
山
よ
り
同
西
方
部
分
 
 
明
治
四
拾
参
年
拾
弐
月
弐
拾
六
日
         ８
９
 
一 新
田
山
の
内
原
の
出
キ
ワ
(俗
称
 勘
兵
衛
山
) 
  ｛
○
見
え
ず
○
｝
野
、
今
堀
脇
、
(参
町
九
畝
拾
八
歩
) 
｛
○
見
え
ず
○
｝
山
林
○
○
雑
木
立
全
部
 
  但
シ
六
ヶ
年
木
也
 
 
(一)此
○
賃渡
代
金
ハ
先
年
ノ
半
額
ト
見
テ
 
   
(但
雑
木
生
長
わ
ろ
き
に
付
價
引
ク
也
) 
   代
金
壱
百
拾
円
ト
定
ム
 
 
(二)外
ニ
桜
木
(境
の
処
)及
椚
の
大
木
等
ハ
例
の
通
り
除
く
者
也
 
 
(三)但
シ
雑
木
株
ハ
新
畑
起
シ
人
(本
人
)の
取
得
分
ト
ス 
   此
代
金
ハ
第
一
回
払
込
、
一
月
十
日
 
    手
金
と
し
て
拾
円
ト
ス
 
       第
二
回
 五
拾
円
ト
ス
 
       第
三
回
 弐
拾
五
円
ト
ス
 
       第
四
回
 弐
拾
五
円
ト
ス
 
       計 壱
百
拾
円
也
 
 
{一
月
十
日
一
金
拾
円
也
受
取
る
但
第
一
回
分
}
 
 
 
{一
月
十
日
一
金
五
円
也
受
取
る
第
二
回
分
内
ヘ
入
る
} 
 
{四
月
十
七
日
一
金
拾
五
円
也
受
取
る
第
三
回
目
} 
 
{一
金
壱
円
五
拾
銭
 此
代
金
フ
リ
カ
ヘ
 石
橋
喜
八
} 
 
{一
金
七
拾
参
円
参
拾
四
銭
}
 
 
      蕨
與
市
分
ヲ
除
ク
外
総
計
分
雑
木
代
也
 
 
           七
月
十
五
日
 
          一
金
四
拾
壱
円
八
拾
四
銭
也
 
                   受
取
る
 
 
明
治
四
拾
四
年
一
月
            ９
０
 
      宿   渡
辺
常
吉
 
      井
ノ
上
 佐
瀬
常
五
郎
 
      白
玉
  並
木
良
助
 三
人
 連
帯
 
一
、
鳶
山
の
南
澤
分
雑
木
全
部
 
  此
売
渡
代
金
四
拾
五
円
也
 
     但
シ
樹
株
ヲ
漆
物
ト
ス
 
 
(樹
株
掘
取
後
ハ
本
檜
を
植
ゑ
て
学
校
林
と
す
る
な
り
) 
  
{一
金
拾
円
也
 辛
亥
一
月
廿
九
日
受
取
る
} 
     
{渡
辺
常
吉
持
参
す
。
但
シ
三
人
連
帯
也
} 
  
{○
見
え
ず
○
拾
銭
也
 弐
月
弐
拾
八
日
ニ
受
取
る
} 
         
{井
ノ
上
、
佐
瀬
常
五
郎
よ
り
} 
  
{○
見
え
ず
○
銭
也
 月
日
追
テ
受
取
る
} 
  
{一
金
拾
円
也
 四
月
 日 受
取
る
} 
  
{一
金
拾
円
也
六
月
十
五
日
受
取
る
(常
吉
持
参
ス
)} 
     
{右
不
残
相
ス
ミ
} 
 
       井
ノ
上
 小
川
忠
三
郎
  ９
１
 
一
、
大
澤
山
の
内
西
ヘ
大
出
崎
の
処
南
へ
り
 
   古
カ
マ
バ
の
近
辺
、
宿
の
忠
右
衛
門
田
の
北
側
台
の
処
な
り
、
小
松
植
の
部
分
 
    此
下
刈
賃
五
拾
銭
 
11000
-3666
7334
 
-31500
41840
残
り
金
也
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{八
月
五
日
 一
金
五
拾
銭
也
渡
す
} 
   
 
一
、
直
向
山
分
(堀
坂
)
 壱
反
壱
畝
拾
弐
歩
 
    此
下
刈
賃
参
拾
銭
也
 
     
{八
月
五
日
 一
金
参
拾
銭
渡
す
} 
 
八
月
改
 
一
、
庄
山
ノ
内
東
側
山
の
北
部
等
を
羽
木
谷
ノ
境
板
川
道
大
道
の
出
キ
ワ
迄
也
 
下
刈
分
 金
弐
円
ノ
処
、
今
年
ワ
リ
マ
シ
弐
円
弐
十
銭
ト
ス
 
 
{八
月
廿
三
日
 一
金
壱
円
五
拾
銭
也
渡
す
} 
 
{八
月
廿
四
日
 残
リ
分
七
拾
銭
也
渡
す
} 
 
一
、
大
澤
山
の
ホ
ダ
シ
場
跡
分
(富
右
衛
門
の
小
西
持
の
処
の
側
よ
り
) 
   南
方
よ
り
北
方
へ
亘
る
 
   北
方
は
木
戸
向
山
附
き
ホ
タ
(牛
尾
山
の
見
と
う
し
の
処
ま
で
) 
   大
澤
山
の
見
と
う
辺
迄
 
    此
下
刈
賃
元
弐
○
升ト
シ
テ
壱
円
也
 
    
{八
月
廿
六
日
 一
金
壱
円
也
渡
す
} 
 
一
、
羽
木
谷
の
小
松
植
の
処
を
中
心
点
と
し
て
南
方
上
谷
及
東
方
ハ
中
チ
ウ
松
山
の
界
迄
、
例
年
の
通
り
也
 
   此
下
刈
賃
金
弐
円
也
 
    
{九
月
十
二
日
内
金
壱
円
五
拾
銭
也
渡
ス
} 
    
{九
月
十
八
日
残
金
五
拾
銭
渡
ス
}
 
 
 
一
、
羽
木
谷
中
松
木
下
小
杉
植
の
処
 
   此
下
刈
賃
(一)ノ
壱
ワ
リ
壱
円
弐
拾
銭
 
       
(二)ノ
壱
ワ
リ
壱
円
参
拾
銭
 
    
{此
内
金
五
拾
銭
也
渡
ス
 十
月
十
二
日
内
金
六
拾
銭
渡
ス
} 
    
{此
内
金
弐
拾
銭
渡
ス
} 
 
明
治
四
拾
参
年
度
    白
玉
 並
木
定
右
衛
門
 ９
２
 
白
玉
道
、
字
蔵
王
山
分
 
 全
部
下
刈
賃
 最
初
の
通
り
ニ
戻
ル
 
    此
賃
金
五
円
也
 
 外
ニ
土
手
の
処
内
外
分
賃
拾
五
銭
也
 
    
{○
見
え
ず
○
相
渡
す
} 
 
           井
ノ
上
 小
川
忠
三
郎
分
ノ
(三) 
一
、
瓜
ヶ
谷
分
、
谷
分
及
土
手
形
北
、
東
、
南
、
等
を
か
け
て
不
残
此
分
五
十
銭
也
 
一
、
瓜
ヶ
谷
小
道
よ
り
北
側
并
ニ
西
出
崎
 
   田
の
北
台
の
処
ま
で
の
分
 
    此
下
刈
賃
五
拾
銭
 
一
、
大
澤
山
の
内
台
の
処
 
   三
本
ざ
か
松
の
辺
り
一
對
の
場
、
古
釜
場
の
台
に
到
る
 
    此
下
刈
賃
八
拾
銭
也
 
  〆
三
ヶ
所
 壱
、
八
〇
〇
 
     
{九
月
廿
八
日
 一
金
壱
円
八
拾
銭
也
渡
ス
} 
           
{但
シ
弐
円
ヲ
ワ
リ
ア
テ
ル
} 
 
一
、
大
澤
山
の
内
 瓜
ヶ
谷
台
、
大
桜
あ
る
処
 
   南
谷
及
西
東
、
北
等
不
残
 
    此
の
下
刈
賃
金
壱
円
参
拾
銭
 
     
{十
月
四
日
 一
金
壱
円
参
拾
銭
渡
す
} 
 
一
、
大
澤
ノ
内
 南
東
ノ
角
山
分
全
部
 
    此
下
刈
賃
九
拾
銭
也
 
     四
拾
参
年
度
ニ
限
リ
壱
円
十
銭
ト
ス
 
     
{十
月
十
二
日
 一
金
壱
円
拾
銭
相
渡
ス
} 
 
樹
の
枝
下
し
      蕨 栄
吉
       ９
３
 
            附
テ
タ
バ
田
の
忠
 
一 嵯
峨
山
台
の
 
   小
川
金
右
衛
門
よ
り
買
入
分
 
    此
枝
と
り
木
数
 弐
尺
以
上
 四
拾
七
本
 
           以
下
 九
百
七
拾
九
本
 
  
{四
月
十
三
日
 一
金
壱
円
也
渡
す
(一) 栄
吉
に
渡
す
} 
  
{四
月
十
六
日
 一
金
五
拾
銭
也
(二) タ
バ
タ
に
渡
す
} 
  
{五
月
九
日
 一
金
壱
円
也
(三) タ
バ
タ
ニ
渡
す
} 
  
{五
月
廿
日
 一
金
五
拾
銭
也
(四) タ
バ
タ
に
渡
す
} 
 
 
 
 
  
{五
月
三
十
一
日
 一
金
拾
銭
也
貸
渡
す
(五)} 
 外
ニ
栄
吉
分
 大 弐
尺
以
上
 拾
五
本
 
         弐
尺
以
下
 壱
百
弐
十
三
本
   
 
          
{一
金
壱
円
八
拾
弐
銭
也
(六)} 
          
{弐
銭
ダ
ケ
畑
子
フ
リ
カ
ヘ
ト
ス
} 
   
{○九十
銭
ハ
残
ル
。
四
拾
弐
年
度
栄
吉
小
作
地
地
子
分
} 
  
{以
上
 渡
金
分
合
計
四
円
九
拾
弐
銭
也
} 
 木
の
枝
取
賃
分
合
計
金
五
円
〇
弐
銭
八
厘
也
 
       差
引
拾
銭
八
厘
ア
マ
ル
 
979
×
    4
3916
壱
本
四
厘47
×
    147
壱
本
壱
銭
ト
ス
3916
  (一
)
+  470
  (二
)
4386
+  642
　
栄
吉
5028
-  4920
(一
)よ
り
(六
)迄
108
123
×
    4
492
(一
)
＋
 150
(二
)
642
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{六
月
一
日
手
間
賃
差
引
残
分
} 
       
{金
九
拾
銭
渡
ス
栄
吉
○
来○る}  
       
{タ
バ
田
○
見
え
ず
○
不
残
勘
定
ス
} 
 
樹
ノ
枝
下
シ
ノ
分
 続             ９
４
 
一
、
大
澤
山
ノ
内
    井
ノ
上
 小
川
忠
三
郎
 
(二)  
   南
角
山
分
ヘ
附
キ
タ
ル
分
ノ
 
   南
方
部
 此
処
凡
二
百
本
ト
ス
 
 
一
、
庄
山
の
奥
分
 壱
千
弐
百
本
ト
ス
 
   但
見
ト
ウ
シ
分
共
 
一
、
庄
山
の
南
三
角
処
ノ
部
 
   此
分
(数)九
百
八
拾
六
本
 
外
ニ
 
一 大
澤
山
ノ
内
西
出
崎
山
分
 
   中
段
の
処
 改
壱
百
八
拾
四
本
 
 右
合
計
 弐
千
五
百
七
拾
本
也
 
 
  壱
本
ニ
付
四
厘
ノ
割
 
  此
賃
金
拾
円
ト
弐
拾
八
銭
ト
ナ
ル
 
   第
一
調
分
サ
ガ
リ
渡
金
分
引
ク
 
   引
当
前
か
し
分
 
   引
〆
参
円
六
拾
壱
銭
也
 
  
{六
月
八
日
ノ
夜
 一
金
参
円
六
拾
壱
銭
渡
す
引
合
} 
 
庚
戌
六
月
廿
九
日
改
メ
予
定
 
一
、
字
芋
ヶ
谷
ニ
テ
買
入
山
分
 
   戸
田
道
田
ノ
上
 
    此
枝
取
り
樹
数
百
本
立
豫
 
  外
ニ
大
澤
山
に
テ
(枝
取
)樹
数
勘
定
残
り
分
 凡
弐
百
本
 
 
       当
人
、
草
刈
、
用
、
下
刈
     ９
５
 
              小
川
荘
太
郎
分
 
一
、
東
山
の
内
 中
の
小
道
よ
り
南
方
部
の
処
全
部
 
   此
分
草
取
使
用
ハ
先
(大)方
ニ
テ
為
ス
 
   掃
除
刈
賃
ト
シ
テ
弐
円
ト
定
 
   
{八
月
七
日
 内
金
七
拾
壱
銭
渡
ス
} 
    
{四
拾
三
年
度
田
ノ
縣
村
税
立
替
ヲ
○
み
取
口
有
之
} 
    
{其
レ
ト
差
引
 (フ
リ
カ
ヘ
也
)} 
 
庄
山
の
内
、
北
方
奥
の
見
透
シ
跡
壱
ヶ
所
 
 及
奥
分
乃
北
辺
ヘ
リ
分
 
  此
下
刈
賃
ハ
新
規
初
也
 
  
{十
月
十
二
日
 此
賃
金
壱
円
ト
ス
相
渡
} 
 
              十
川
長
八
    ９
６
 
 
一
、
巻
の
坂
山
ノ
内
 
   南
方
部
下
刈
   
 
    此
賃
金
 
     
{内
金
壱
円
也
渡
ス
 九
月
拾
日
} 
 
一
、
戸
田
道
山
の
内
   戸
田
区
 家
モ
リ
戸
 
  字
琴
の
橋
山
(古
来
持
山
分
一
ヶ
所
)
 木
内
逸
作
 
   次
ニ
細
澤
形
買
入
山
分
壱
ヶ
所
及
道
ワ
キ
壱
ツ
 
  合
計
 此
賃
金
九
拾
六
銭
 六
十
銭
 三
十
銭
 
   
{四
拾
四
年
三
月
十
五
日
一
金
九
拾
銭
也
渡
す
} 
 
   此
下
刈
賃
弐
円
ノ
処
 割
増
シ
ス
ル
事
    ９
７
 
   
{内
金
壱
円
也
○
見
え
ず
○
} 
   
{内
金
壱
円
也
○
見
え
ず
○
月
拾
九
日
ニ
渡
ス
} 
   
{一
金
六
拾
銭
也
 弐
月
十
七
日
渡
す
} 
            
{但
シ
畑
地
子
分
ニ
振
替
す
} 
          
{四
月
廿
八
日
○
見
え
ず
○
} 
 
四
拾
四
年
度
分
                ９
８
 
          寺
ヶ
台
 齊
藤
逸
作
 
一
、
角
山
ノ
内
 
   此
分
下
刈
苗
樹
植
込
ノ
分
全
部
及
 
   東
方
部
ノ
壱
部
掃
除
刈
 
   此
賃
金
四
円
也
 
一
、
同
堀
ノ
側
キ
分
五
ヶ
所
 
   此
下
刈
賃
壱
円
弐
拾
五
銭
 
一
、
字
東
光
寺
ノ
松
山
分
 
   此
下
刈
賃
壱
円
五
拾
銭
 
一
、
十
山
の
内
 半
額
面
積
と
す
 
   此
下
刈
賃
五
拾
銭
 
一
、
喜左
衛
門
分
ハ
農
林
学
校
ニ
テ
刈
ル
 除
ク
 
 
一
、
(孫
左
衛
門
山
分
ハ
農
林
学
校
ニ
テ
下
刈
ス
) 
一
、
喜
左
山
分
杉
山
 半
額
 
   此
下
刈
賃
野
火
除
ニ
刈
ル
部
分
也
 
    此
分
壱
円
也
 
一
、
孫
山
の
小
松
植
の
分
 此
分
六
拾
銭
 
一
、
喜
左
山
の
内
西
南
角
部
の
 
   小
松
植
の
処
 此
分
弐
拾
五
銭
 
一
、
小
谷
津
山
の
内
 東
の
南
辺
部
 
   此
分
夏
刈
賃
金
壱
円
五
拾
銭
也
 
一
、
東
光
寺
分
第
二
ノ
小
松
植
 田
ノ
上
 
   此
分
四
拾
銭
 
 新
山
の
全
部
 
  此
分
壱
円
五
拾
銭
 
 
壬
子
秋
に
至
リ
下
刈
す
             ９
９
 
― 43 ―
一 白
玉
道
山
、
半
分
部
 並
木
 定
右
衛
門
 引
受
分
 
   一
、
金
{壱
円
五
拾
銭
也
 八
月
廿
四
日
渡
す
} 
   
{一
、
金
壱
円
参
拾
五
銭
 十
月
卅
一
日
分
渡
す
} 
        
{合
弐
円
八
拾
五
銭
也
} 
    内
訳
 下
刈
人
名
(１)佐
久
間
啓
蔵
 
           
(２)信
五
郎
 
           
(３)善
太
郎
 
           
(４)九
郎
右
衛
門
 
           
(５)喜
助
 
           
(６)兵
次
郎
 
           
(７)富
蔵
 
           
(８)千
代
蔵
 
           
(９)平
五
郎
 
 
大
正
弐
年
一
月
卅
日
 
一
、
幸
山
の
内
 東
方
大
部
分
下
刈
 
  
(此
分
改
参
円
也
賃
金
)
 小
川
治
郎
吉
 引
受
分
 
  
{一
月
卅
日
 内
金
弐
円
渡
す
} 
 
大
正
弐
年
一
月
卅
一
日
   木
内
富
蔵
 拂 
一
、
戸
田
道
山
分
の
内
 賃
金
参
拾
銭
也
 
   大
坂
登
ル
右
左
ノ
山
分
 
一
、
芋
ヶ
谷
附
辺
 
  古
山
分
 此
分
賃
金
五
拾
銭
六
拾
銭
 
一
、
字
埴
谷
前
山
分
全
部
 
   改
俗
称
菊
山
分
也
 
    賃
金
此
分
弐
円
也
 
 
（
○
見
え
ず
○
）
           １
０
０
 
 
{○
見
え
ず
○
} 
 
{○
見
え
ず
○
} 
 
{○
見
え
ず
○
} 
明
治
 
四
拾
五
年
度
     寺
ヶ
台
 齊
藤
逸
作
分
 
 改
大
正
元
年
度
分
也
 
一
、
角
山
の
内
四
分
ノ
三
ヨ
 
   此
下
刈
賃
四
円
五
円
也
 
一
、
同
堀
の
所
部
分
五
ヶ
所
 
   此
下
刈
賃
壱
円
弐
拾
五
銭
也
 
一
、
字
東
光
寺
山
分
松
山
及
杉
檜
ア
ル
処
 
   此
下
刈
賃
金
壱
円
五
拾
銭
也
 
一
、
十
山
の
内
半
部
分
 
   此
賃
五
拾
銭
也
 
一
、
孫
左
山
ノ
分
不
残
 
   此
続
分
金
壱
円
八
拾
銭
也
 
一
、
喜
左
山
の
分
半
部
分
 
   此
下
刈
賃
金
壱
円
也
 
一
、
孫
左
山
小
松
山
の
処
 
   此
分
賃
金
弐
拾
五
銭
也
 
一
、
喜
左
山
の
内
西
南
角
分
 
   此
分
賃
金
弐
拾
五
銭
也
 
一
、
小
谷
津
山
の
東
の
南
辺
部
等
 
   此
分
夏
刈
金
壱
円
五
拾
銭
 
一
、
東
光
寺
山
の
第
二
ノ
小
松
植
分
 
   此
分
四
拾
銭
 
 新
山
の
分
全
部
 
 
明
治
四
拾
五
年
               １
０
１
 
春
樹
植
処
 
四
月
廿
日
 天
気
静
穏
 
一
、
本
檜
苗
 
(苗
一
上
等
の
品
也
) 
  壱
千
弐
百
本
也
 
(及
川
喜
助
よ
り
買
入
苗
前
の
畑
の
西
部
大
場
所
)
 
 
   是
、
寺
ヶ
台
山
の
内
 
     十
左
衛
門
山
と
い
ふ
へ
植
う
 
    今
名
づ
け
て
十
山
な
り
。
そ
の
山
の
南
東
部
の
大
場
所
よ
り
始
め
て
北
部
西
辺
等
に
植
ゑ
て
到
れ
り
。
こ
の
時
ハ
農
林
学
校
の
生
徒
も
全
部
行
き
て
三
時
間
余
う
ゑ
た
り
。
桑
原
先
生
監
督
せ
り
。
 
    通
常
木
植
人
、
余
及
欽
川
新
吉
、
蕨
與
市
、
石
橋
萬
次
郎
、
午
後
ニ
齊
藤
逸
作
来
り
植
う
。
 
 
四
月
廿
四
日
 雨 
一
、
吉
野
杉
苗
 五
百
五
拾
本
 
   
(是
、
明
治
四
拾
壱
年
吉
野
の
○
み○そ○
○
に
求
め
た
る
○
分
の
苗
也
) 
    字
東
新
畑
山
の
北
部
の
小
松
山
の
北
辺
 
    横
田
小
川
岩
次
郎
○
地
○
の
堺
処
の
山
へ
う
う
。
 
     此
口
木
植
人
余
ノ
外
ニ
萬
次
郎
、
寺
ヶ
台
、
齊
藤
逸
作
、
石
橋
喜
八
、
同
三
之
松
、
尾
崎
為
吉
ノ
子
、
(○
見
え
ず
○
) 
 
(○
見
え
ず
○
)
            １
０
２
 
一
、
吉
野
杉
四
百
参
拾
本
(花
見
杉
分
) 
  是
も
、
同
種
の
苗
(昨
日
分
に
同
じ
) 
 此
分
も
新
畑
山
の
同
所
へ
植
う
。
 
  
(此
日
木
植
人
、
萬
次
郎
、
新
家
の
清
一
郎
、
井
上
 常
五
郎
、
山
崎
藤
松
の
四
人
な
り
。
余
は
農
林
学
校
の
実
習
、
檜
樹
の
種
蒔
き
の
用
ス
。
山
へ
行
く
い
と
ま
な
し
) 
  
(尚
此
ノ
日
は
隙
時
に
小
川
岩
次
郎
に
関
す
る
貸
金
を
整
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理
す
る
用
も
あ
り
奉
也
)。
此
(破
れ
て
読
め
ず
)字
新
畑
畑
脇(破
れ
て
読
め
ず
)整
理
を
為
し
た
る
也
 
 
四
月
廿
六
日
 晴
静
 
一
、
吉
野
杉
(花
見
杉
の
分
)五
百
〇
八
本
 
   是
、
俗
称
多
左
衛
門
山
の
内
、
北
台
の
東
辺
隅
へ
植
う
。
 
   
(木
植
人
、
萬
次
郎
、
小
川
儀
七
、
渡
辺
 常
吉
の
四
名
  
な
り
 
余
は
農
林
学
校
分
種
蒔
及
木
苗
挿
接
木
分
多
忙
に
つ
き
一
寸
箇
を
教
へ
た
る
迄
に
て
止
み
た
り
 
 
四
月
廿
七
日
 晴 
一
、
吉
野
杉
 参
百
本
也
 
 午
前
 多
左
山
の
東
部
の
中
の
台
及
 
 
五
月
拾
五
日
 晴(午
後
夕
方
、
雷
雨
あ
り
)
    １
０
３
 
(午
後
四
時
頃
) 
一 本
檜
苗
参
拾
本
也
 
  
  右
裏
門
外
柿
木
山
の
中
央
部
の
北
境
及
其
附
近
及
東
辺
へ
行
き
て
も
植
う
(同
時
に
倉
吉
に
貸
し
置
く
宅
地
の
北
境
に
も
植
う
)。 
 
四
拾
壱
年
五
月
拾
七
日
 
一 本
檜
拾
七
本
也
 
   右
嵯
峨
山
東
辺
境
植
う
。
う
ち
少
枯
れ
た
る
処
(去
年
秋
植
分
)へ
足
し
て
植
う
。
 
   木
植
人
、
余
、
正
太
郎
及
井
の
上
佐
瀬
治
郎
兵
衛
翁
の
参
人
也
 
 
五
月
拾
七
日
 雨
少
し
ふ
る
時
 
一 本
檜
 参
拾
八
本
也
 
(境
植
) 
   右
は
小
川
金
右
衛
門
よ
り
買
受
山
の
東
辺
境
よ
り
始
め
て
南
東
辺
よ
り
南
方
そ
り
め
の
角
境
及
そ
の
下
ベ
ま
で
古
株
松
杉
等
の
傍
へ
植
う
。
並
ぶ
其
処
に
三
十
一
年
木
の
檜
及
七
八
年
木
の
檜
も
あ
り
、
小
さ
き
分
は
先
年
余
が
植
た
る
な
り
。
 
   木
植
人
、
余
、
正
太
郎
及
治
郎
兵
衛
乃
三
人
也
１
０
４
 
 
五
月
拾
七
日
 雨 
一 本
檜
 六
本
也
 
   右
は
桜
市
山
の
東
方
部
の
東
辺
北
角
等
へ
植
う
。
 
   木
植
人
は
同
三
人
也
。
 
 
秋
植
 
明
治
四
拾
壱
年
十
一
月
八
日
 
字
小
谷
沢
山
へ
植
う
 
一 松
苗
三
千
八
百
本
也
 
(家
の
苗
 春
買
入
置
分
) 
   字
小
谷
澤
山
の
北
部
よ
り
植
ゑ
始
め
て
西
辺
部
を
半
分
植
う
。
 
   此
木
植
人
、
余
及
齊
藤
、
次
子
、
佐
瀬
常
五
郎
、
欽
川
新
吉
、
小
川
忠
三
郎
、
正
太
郎
 
   外
ニ
横
田
よ
り
小
川
岩
次
郎
○
余
利
耕
作
の
謝
儀
と
し
て
五
人
来
る
。
 
   埴
谷
の
分
も
今
日
の
人
数
は
同
様
の
儀
也
 
 
十
一
月
九
日
 
一
、
松
 一
千
百
五
拾
本
也
 
(家
の
苗
、
今
春
買
入
置
分
) 
   字
同
所
へ
植
う
。
中
央
よ
り
南
方
へ
東
方
へ
て
植
ゑ
行
く 
 
十
一
月
同
日
 
(平
沢
ニ
居
ル
苗
木
屋
 加
瀬
茂
助
よ
り
買
入
る
。
千
本
弐
円
○
○
○
リ
) 
一
、
松
苗
 弐
千
本
也
 
   「
四
年
木
苗
」
也
 
   段
に
境
植
ゑ
を
な
し
置
き
た
る
な
り
。
   １
０
５
 
 
同
日
 
一
、
檜
の
さ
は
ら
苗
 
   壱
百
本
也
。
孫
左
山
の
夏
植
と
旧
杉
木
あ
る
間
へ
植
う
。
 
   及
ビ
字
西
の
谷
横
田
の
小
川
軍
次
郎
よ
り
買
受
分
、
山
の
南
西
方
境
、
牛
尾
山
境
へ
植
う
。
 
 
 
同
日
 
一
、
さ
は
ら
檜
苗
 弐
百
 
   壱
百
五
拾
五
本
也
 
   右
俗
称
惣
兵
衛
山
即
大
木
道
山
の
南
方
部
の
東
辺
、
牛
尾
山
境
の
方
へ
植
う
。
同
時
に
石
橋
木
太
郎
山
境
へ
も
植
う
。
(右
さ
は
ら
檜
ハ
齊
藤
が
分
を
買
入
) 
    
{右
與
八
代
分
ハ
雑
木
株
を
贈
与
せ
る
代
リ
に
○
○
} 
 
同
〃
 
一 松
苗
 七
拾
五
本
也
 
   右
は
喜
山
の
南
方
角
ヘ
リ
ヘ
並
木
に
植
う
。
此
一
ト
並
木
六
拾
本
な
り
 
    
{十
一
月
拾
六
日
よ
り
余
風
邪
に
て
暫
く
休
ミ
也
} 
 
十
一
月
廿
六
日
 
一 さ
は
ら
檜
苗
 壱
百
五
拾
本
也
 
   右
は
字
巻
の
坂
山
之
東
辺
、
元
郷
有
地
、
埴
谷
持
分
買
入
の
処
へ
植
う
。
北
方
、
東
方
の
両
側
共
に
大
道
へ
附
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き
居
る
な
り
。
 
 
十
一
月
廿
六
日
               １
０
６
 
一
、
さ
は
ら
檜
 五
百
四
拾
本
也
 
   右
は
羽
木
谷
の
大
場
所
へ
植
う
。
小
松
植
附
あ
る
両
側
な
り
。
 
   此
日
木
植
人
足
は
齊
藤
、
逸
作
、
渡
辺
常
吉
、
佐
瀬
常
五
郎
、
各
壱
人
、
正
太
郎
犯
人
、
直
治
郎
七
人
位
、
余
七
部
分
だ
け
な
す
(但
し
午
後
三
時
頃
岩
宿
の
檜
垣
兄
来
り
た
る
に
付
帰
宅
せ
る
也
) 
 
十
一
月
廿
七
日
 
一
、
松
苗
 三
百
五
拾
本
也
 
   右
は
、
喜
三
山
の
南
西
角
部
雑
木
林
(改)直
し
の
処
へ
植
う
。
是
に
て
(四
百
弐
拾
五
本
也
) 
   
(余
及
び
齊
藤
、
新
吉
の
三
人
な
り
) 
 
十
二
月
一
日
 
一 松
苗
壱
百
本
也
 
   右
喜
三
山
之
南
西
角
の
処
、
不
定
｛
○
見
え
ず
○
｝
植
う
。
余
及
齊
藤
二
人
に
て
小
半
日
か
か
る
 
    
{計(別
帳
分
共
合
計
也
)} 
    
{三
種
合
計
 参
千
四
百
五
(四)拾
六
本
} 
 
明
治
四
拾
六
年
度
              １
０
７
 
改
大
正
弐
年
度
分
  
 
一
、
新
畑
山
の
内
 北
辺
山
分
、
欽
川
茂
八
 
一
、
字
赤
坂
山
の
中
 柳
屋
栄
太
郎
山
の
向
ヒ
 
   檜
サ
ハ
ラ
及
小
杉
壱
尺
内
外
、
囲
い
分
也
 
   此
枝
下
シ
賃
 
    一
金
弐
円
也
 癸
丑
四
月
十
四
日
頃
也
渡
ス
 
 
 
{枝
下
シ
木
数
 新
畑
台
分
 別 七
百
五
十
本
} 
        
{赤
坂
分
 九
百
五
十
本
} 
   
{但
シ
壱
本
ニ
付
四
厘
ト
ス
 此
計
六
円
八
十
銭
也
} 
  
{一
金
参
円
也
 四
月
廿
日
ニ
渡
ス
} 
 
明
治
四
拾
五
年
度
分
             １
０
８
 
山
下
刈
処
 
大
正
元
年
と
な
る
 
 
 
八
月
廿
四
日
     井
ノ
上
 小
川
藤
兵
衛
 
一 字
カ
ナ
ク
ソ
山
の
内
新
植
分
 
   即
出
表
処
 
    此
下
刈
賃
弐
円
也
 
 
一
、
字
大
澤
山
の
木
戸
向
分
 
    此
下
刈
賃
壱
円
五
十
銭
 
   〆
弐
口
賃
参
円
五
拾
銭
也
 相
渡
す
 
 
九
月
拾
日
 
一 庄
山
の
内
東
側
山
の
内
 
   羽
木
谷
境
よ
り
北
へ
山
ノ
神
様
処
を
通
り
て
三
角
径
の
落
合
迄
、
小
杉
植
の
処
迄
及
北
方
大
道
の
板
川
区
ヘ
出
キ
ワ
迄
不
残
 
    此
賃
金
弐
円
ノ
割
合
ノ
分
也
 
     今
年
特
別
に
増
シ
弐
円
五
拾
銭
ト
ス
 
    
{内
金
壱
円
也
渡
す
 九
月
拾
日
} 
    
{内
金
壱
円
也
渡
す
 九
月
十
九
日
} 
    
{残
金
五
拾
銭
也
 九
月
廿
八
日
渡
} 
    
{外
ニ
増
金
弐
拾
銭
也
渡
す
} 
    
{此
計
 弐
円
七
十
銭
也
} 
 
杉
の
中
へ
と
植
う
              １
０
９
 
一 同 百
五
拾
本
也
    源
○
内
畑
分
 
   是
ハ
字
遠
山
(俗
称
遠
芝
)分 
    昨
年
植
ゑ
て
枯
れ
た
る
処
へ
足
し
て
植
う
 
   此
日
木
植
人
、
文
○
遣の
○
某
、
尾
崎
為
吉
方
、
小
川
忠
三
郎
、
小
川
千
代
吉
、
小
川
磯
吉
、
笠
原
茂
助
、
欽
川
新
吉
、
石
橋
萬
次
郎
、
川
崎
佐
十
郎
、
家
の
正
太
郎
、
高
廣
さ
い
れ
う
也
 
   〆
拾
壱
人
也
 
  苗
木
数
 壱
千
弐
百
弐
拾
本
也
植
う
 
 
五
月
十
日
 晴
後
半
曇
 
一
、
本
檜
苗
 四
百
七
拾
本
也
 源
○
内
畑
苗
 
   是
ハ
赤
坂
山
の
内
、
十
数
年
前
に
小
松
を
植
ゑ
た
る
処
、
同
山
の
中
ノ
中
南
側
の
処
へ
植
う
 
一
、
同
 弐
百
弐
拾
本
也
 
   是
ハ
字
遠
山
昨
年
植
杉
枯
れ
た
る
処
へ
植
ゑ
直
す
 
一
、
同
 参
拾
本
也
 
   是
ハ
俗
称
権
次
山
の
南
へ
り
松
並
木
の
中
へ
植
う
 
   〆
七
百
弐
拾
本
也
 
    此
日
木
苗
植
人
、
佐
瀬
常
五
郎
、
細
根
七
之
助
、
尾
勝
半
次
、
石
橋
萬
次
郎
、
正
太
郎
、
佐
十
郎
、
宰
領
 高
廣 〆
七
人
 
 
大
正
弐
年
四
月
四
日
 晴           １
１
０
 
新
規
樹
栽
処
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一 樟
樹
 弐
百
本
也
(堀
坂
分
共
也
) 
   是
ハ
嘗
て
縣
庁
よ
り
下
附
分
の
樹
下
等
な
り
し
故
、
自
家
作
分
今
年
到
り
上
等
に
出
来
せ
り
。
依
テ
合
て
植
う
。
 
   東
山
の
北
辺
ノ
谷
の
西
ノ
中
の
処
、
羽
木
谷
と
堺
の
処
へ
植
う
。
 
   此
日
木
植
人
、
余
半
日
、
○
正
太
郎
、
尾
勝
半
、
蕨
與
市
、
石
橋
萬
次
郎
、
小
川
忠
三
郎
、
計
五
人
半
也
。
 
 
 
四
月
五
日
 晴 
一 樟
樹
 参
百
拾
七
本
也
 
   是
ハ
裏
川
外
分
ニ
テ
明
治
四
拾
参
年
度
に
蒔
き
て
作
れ
る
分
也
 
   右
羽
木
谷
中
谷
昨
日
植
ゑ
た
る
処
よ
り
も
東
へ
と
植
う
 
一 椚
苗
 百
本
 四
日
ニ
植
う
。
 
  同
苗
    五
日
ハ
植
ゑ
ず
 
   四
日
ニ
ハ
樟
樹
の
間
へ
雑
へ
て
植
ゑ
た
り
 
 
此
分
壱
割
ニ
付
四
十
五
銭
也
       １
１
１
 
   計
参
円
六
拾
銭
 
  右
弐
口
合
計
今
年
分
ハ
六
円
五
拾
銭
也
 
   
{八
月
廿
五
日
} 
   
{内
金
弐
円
也
渡
ス
} 
   
{九
月
六
日
} 
   
{内
金
弐
円
五
拾
銭
也
渡
ス
}
 
 
  差
引
残
リ
分
弐
円
也
 有
之
 
   
{○
見
え
ず
○
} 
 
大
正
三
年
一
月
廿
一
日
 
戸
田
道
山
分
の
内
    下
刈
人
 戸
田
 木
内
逸
作
分
 
一
、
字
芋
ヶ
谷
 大
杉
谷
の
山
分
 
       此
下
刈
賃
九
拾
銭
也
 
一
、
同
所
そ
ば
 井
の
上
武
兵
衛
よ
り
買
入
地
分
 
       此
下
刈
賃
参
拾
銭
也
 
   
{○
見
え
ず
○
} 
 
大
正
弐
年
拾
壱
月
廿
一
日
 下
刈
人
 木
内
 富
蔵
分
 
一
、
字
埴
谷
前
 元
菊
池
山
分
 全
部
下
刈
 
       此
刈
賃
弐
円
也
 
 
山
下
刈
 大
正
弐
年
度
      油
坂
 石
原
寅
松
分
 
一
、
大
澤
山
の
内
 中
大
澤
山
(山
中
に
荒
田
の
廃
止
有
之
処
の
山
分
也
)及
瓜
ヶ
谷
フ
ル
カ
マ
バ
の
辺
迄
分
也
 
   此
手
間
賃
新
に
定
ム
 
  
(○
見
え
ず
○
) 
 
  
(○
見
え
ず
○
)
          １
１
２
 
 
     此
手
間
賃
   六
円
九
拾
参
銭
 
一
、
同
所
夏
刈
分
半
賃
   参
円
四
拾
六
銭
五
厘
 
次
ニ
 
一
、
野
中
山
谷
の
上
杉
処
分
 六
拾
銭
也
 
一
、
ほ
し
ば
よ
り
買
受
分
  壱
円
弐
拾
銭
 
  雪
山
の
東
側
山
分
 
一
、
同
雪
山
西
澤
分
及
南
澤
カ
シ
ヤ
シ
の
田
の
上
ま
で
 壱
円
参
拾
銭
 
一
、
ほ
し
ば
よ
り
買
入
第
二
地
つ
づ
き
分
谷
及
道
 壱
円
 
一
、
野
中
の
山
の
ヤ
チ
カ
の
下
及
マ
ワ
リ
分
 壱
円
十
八
銭
 
 右
大
正
弐
年
度
分
也
 
  此
五
筆
分
計
手
間
賃
五
円
弐
拾
銭
 
 
弐
回
(四)分
右
合
計
金
拾
五
円
六
拾
七
銭
五
厘
 
  内
金
拾
壱
円
参
拾
銭
(一) 
    畑
地
子
大
正
弐
年
度
分
フ
リ
カ
ヘ
渡
 
  内
金
参
円
也
(二) 
    大
正
弐
年
度
に
て
小
口
貸
金
分
年
利
息
分
フ
リ
カ
ヘ
 
 残
り
金
壱
円
参
拾
七
銭
五
厘
 
    大
正
弐
年
度
ニ
於
て
弐
円
渡
金
積
金
の
時
也
 
            の
内
に
て
差
引
ス
 
 
    此
内
五
十
銭
ハ
米
俵
装
分
ヘ
廻
ス
 
    尚
貸
分
ア
マ
リ
拾
弐
銭
五
厘
ハ
恵
与
ト
ス
 
 右
大
正
三
年
八
月
四
日
不
残
 計
算
相
済
也
 
 
大
正
三
年
度
分
  {九
月
二
日
改
} 
一
、
白
玉
道
字
蔵
王
山
分
 
  九
割
の
内
六
割
刈
上
ゲ
 
   此
賃
壱
円
八
拾
銭
也
 
    
{次
に
弐
十
銭
減
} 
 
 外
ニ
雑
木
荒
分
(見
透
し
の
処
の
掃
除
と
し
て
遣
す
)１
１
３
 
  此
分
弐
円
位
ノ
價
な
り
。
 
 
{十
月
二
日
} 
{一 金
弐
円
也
 伊
之
吉
氏
ニ
渡
す
} 
{一 金
参
円
也
 十
月
廿
日
 平
出
に
渡
す
} 
   
{此
山
ハ
掃
除
届
次
第
賣
与
一
円
あ
り
} 
 
一
、
幸
山
 東
方
部
大
部
の
下
刈
賃
 井
の
上
 小
川
治
郎
吉
 
   此
分
小
松
山
分
よ
り
始
め
て
、
西
辺
小
檜
よ
り
東
方
小
檜
植
三
角
形
の
道
を
越
し
た
る
所
迄
に
至
る
 
    此
下
刈
賃
参
円
也
(但
シ
下
草
刈
人
運
ブ
) 
    
{十
月
廿
日
 一
金
参
円
也
} 
1130
(一
)
300
(二
)
＋
 1375
(三
)
15675
2000
 -  1375
625
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{(注
意
)改
、
檜
分
ま
だ
残
リ
ア
リ
} 
 
大
正
五
年
弐
月
弐
日
拂
渡
分
    村
井
清
兵
衛
 
一
、
西
南
方
に
て
鴬
山
分
下
刈
賃
金
弐
円
也
 
        本
人
に
渡
す
 右
相
す
み
 
 
大
正
五
年
春
頃
分
 
一 南
東
方
に
て
      木
内
十
吉
に
渡
 
  字
芋
谷
台
山
 杉
下
の
下
刈
分
 
   此
分
数
年
下
刈
り
せ
ず
、
依
テ
特
ニ
賃
五
拾
銭
ト
ス
 
                 八
月
十
一
日
渡
済
 
 
大
正
五
年
秋
拾
月
壱
日
  改
テ
今
年
度
ヨ
リ
並
木
良
助
引
受
 
一 西
南
方
字
蔵
王
山
分
 
   今
年
は
全
部
刈
と
す
 
  
(○
見
え
ず
○
)
             １
１
４
 
   先
年
全
部
五
円
と
定
む
 
    外
ニ
土
手
及
土
手
外
少
し
の
処
 
     此
分
拾
五
銭
ト
ス
 
 
{大
正
五
年
拾
月
一
日
} 
  
{改
内
金
参
円
也
渡
す
。
残
り
渡
未
詳
} 
 
{前
段
覚
一
ツ
一
金
弐
円
拾
五
銭
大
正
五
年
壱
月
十
八
日
渡
} 
 
大
正
四
年
度
夏
分
 
一 久
米
山
の
内
 二
日
半
日
下
刈
 佐
瀬
常
五
郎
 引
受
 
   
{右
分
手
間
〆
五
拾
銭
ト
ス
} 
   
{大
正
五
年
十
一
月
十
六
日
渡
す
} 
 
{○
見
え
ず
○
壱
月
十
八
日
} 
{一 ○
○
芋
の
谷
山
 下
刈
○
   木
内
十
吉
} 
  
{大
○
松小
檜
谷
○
分
、
及
○
の
小
杉
山
分
} 
   
{此
○
賃○金未
定
 内
金
五
拾
銭
也
渡
す
} 
 
大
正
四
年
拾
弐
月
ヨ
リ
春
へ
カ
ケ
テ
 石
原
寅
松
 
一
、
小
西
山
 東
北
ノ
隅
、
杉
植
込
分
 ア
ラ
苅
リ
 
   此
ノ
手
間
弐
拾
五
人
也
(但
シ
壱
円
ニ
就
キ
参
人
手
間
) 
  右
金
八
円
也
 大
正
六
年
三
月
拾
五
日
支
拂
フ
 
     右
相
ス
ミ
(鴬
山
分
雑
木
代
七
円
五
〇
銭
ト
差
引
) 
 
大
正
五
年
ヨ
リ
六
年
春
ヘ
カ
ケ
テ
  石
原
寅
松
 
一
、
幸
山
 中
道
ヨ
リ
西
全
部
 廿
九
人
半
 
     同   東
分
松
植
込
ノ
ゾ
キ
全
部
 拾
九
人
 
   〆
ア
ラ
苅
 手
間
四
十
八
人
半
也
 
 右
ノ
手
間
賃
 下
刈
掃
除
共
 拾
参
円
也
 
  大
正
六
年
三
月
十
五
日
渡
ス
(宅
地
料
及
畑
地
子
ト
差
引
) 
     右
相
ス
ミ
 
 
八
月
 日           秋
葉
平
六
  １
１
５
 
一
、
字
中
嶋
山
と
俗
称
す
る
処
 不
残
 
   此
全
部
下
刈
賃
弐
円
也
 
    
{八
月
拾
壱
日
 一
金
弐
円
也
渡
す
} 
 
一
、
字
大
澤
山
の
内
(中
大
澤
山
の
南
東
山
分
) 
  瓜
ヶ
谷
よ
り
登
る
道
路
の
左
側
の
東
辺
、
見
通
し
の
処
よ
り
大
道
附
山
分
(但
シ
元
ホ
ダ
シ
場
ハ
別
人
ノ
刈
ル
事
也
) 
   此
賃
金
壱
円
七
拾
銭
 
   
{八
月
弐
拾
弐
日
 一
金
壱
円
七
拾
銭
相
渡
す
} 
   
{外
ニ
参
拾
銭
昨
年
○
ら
ざ
り
し
○
骨
折
り
に
遣
す
} 
 
一
、
字
南
出
崎
の
幸
山
の
内
  井
の
上
 小
川
治
郎
吉
 
   東
方
部
大
○
の
小
松
植
分
 
    此
草
取
下
刈
賃
金
弐
円
也
 
    
{九
月
弐
日
 内
金
壱
円
也
渡
す
○
見
え
ず
○
} 
    
{九
月
七
日
○
朝○一残
り
手
間
賃
弐
円
也
渡
す
(小
川
治
郎
吉
へ
渡
す
)}
   
 
    
{但
し
内
壱
円
ハ
草
刈
れ
ざ
る
場
○
見
え
ず
○
き
に
付
骨
折
り
賃
也
。
〆
参
円
} 
 
一
、
字
東
新
畑
山
の
内
    十
川
長
八
分
 
   四
角
大
畑
の
北
へ
り
及
西
べ
り
 
    此
手
間
 
    
{九
月
四
日
 一
金
六
拾
銭
也
渡
す
} 
 
八
月
弐
拾
四
日
     井
の
上
 小
川
藤
兵
衛
 １
１
６
 
一
、
字
カ
ナ
ク
ソ
山
の
内
 
    新
規
小
松
杉
仕
立
分
全
部
 下
刈
 
    此
賃
金
壱
円
八
拾
銭
也
 
    
{八
月
弐
拾
四
日
 一
金
壱
円
八
拾
銭
也
渡
す
} 
 
 
九
月
十
三
日
        下
刈
人
 十
川
長
八
 
一
、
字
巻
の
坂
山
、
字
臼
く
り
山
等
総
体
の
内
東
方
、
ニ
シ
キ
谷
の
処
よ
り
南
台
を
東
辺
に
か
け
て
南
方
臼
く
り
山
の
方
へ
刈
り
行
く
 
   此
下
刈
賃
金
東
辺
山
分
共
五
円
ナ
レ
共
、
今
年
ハ
東
辺
山
分
を
別
と
す
 
 右
引
〆
金
四
円
五
拾
銭
也
 
 
此
下
刈
り
及
掃
除
共
賃
金
参
円
六
拾
銭
      １
１
７
 
   賃
金
参
円
六
拾
銭
 
外
ニ
南
方
土
手
及
土
手
外
分
共
 
― 48 ―
   賃
金
拾
五
銭
也
 
  ｛
九
八
月
廿
日
 一
金
参
円
ト
拾
五
銭
｝
 
 
一 字
蔵
王
山
の
内
南
部
分
 
  
{内
金
弐
円
也
 九
月
七
日
ニ
渡
す
並
木
文
吉
○
に
入
る
} 
 
五
年
弐
月
三
日
 
土
手
外
分
共
差
引
残
四
拾
五
銭
也
 相
渡
 
但
シ
大
正
三
年
度
の
帳
面
処
に
依
 
 
｛
一
、
字
南
出
崎
幸
山
乃
山
下
刈
賃
分
｝
 
      ｛
加
瀬
茂
助
(鳶
山
ニ
寄
留
)｝ 
｛
此
賃
金
弓
八
四
の
処
｝
 
 ｛
改
、
木
の
本
掃
除
、
雑
木
切
共
に
て
｝
 
 ｛
賃
金
拾
円
と
す
｝
 
 
  ｛
内
六
拾
銭
家
の
子
木
○
分
下
刈
賃
よ
り
東
の
南
辺
ワ
キ
分
を
引
ク
｝
 
   
{九
月
一
日
に
内
金
壱
円
也
 加
瀬
茂
助
に
渡
す
} 
   
{八
月
廿
三
日
に
内
金
参
円
也
 同
人
に
渡
す
} 
 
一 字
坂
山
の
処
に
て
小
川
金
右
衛
門
よ
り
    １
１
８
 
  買
入
れ
の
処
 
 
大
谷
の
方
共
也
 
    此
賃
今
年
ハ
増
金
し
て
壱
円
五
拾
銭
ト
ス
 
 
一
、
羽
木
谷
山
全
部
  下
刈
人
 平
出
 松
太
郎
 
   松
杉
山
分
及
小
松
山
分
(西
辺
)西
南
辺
 
   杉
山
分
よ
り
水
た
ま
り
谷
及
其
下
谷
等
不
残
也
 
    此
下
刈
賃
 八
円
也
(但
し
今
年
限
り
) 
    
{一
金
 八
円
也
} 
    
{内
ワ
ケ
九
月
四
日
六
円
也
渡
す
、
弐
円
渡
す
} 
    
{外
ニ
○
見
え
ず
○
} 
 
          下
刈
人
 平
出
松
太
郎
 
一
、
岩
の
谷
山
分
全
部
。
大
杉
谷
よ
り
西
方
牛
尾
山
堺
、
同
堺
北
方
等
よ
り
始
め
て
東
方
雑
木
山
分
全
部
に
到
る
 
   此
下
刈
賃
七
円
也
 
   
{一
金
 参
円
○
見
え
ず
○
月
七
日
平
出
松
太
郎
弐
渡
す} 
   
{○
見
え
ず
○
廿
八
日
に
渡
す
} 
   
{○
見
え
ず
○
円
也
 十
月
廿
日
に
渡
す
}  
 
一
、
庄
山
分
全
部
   下
刈
人
 八
角
伊
之
吉
 
          下
刈
人
 平
出
松
太
郎
 
   奥
の
方
及
前
の
三
角
形
部
及
東
方
部
三
ヶ
所
全
部
也
 
    此
賃
奥
の
分
及
家
に
て
下
刈
し
な
る
処
を
差
引
し
て
 
    改
金
五
円
と
す
 
 
 
{○
月
廿
五
日
}
              １
１
９
 
 
{金
壱
円
也
渡
す
} 
 
               齊
藤
逸
作
  １
２
０
 
一
、
角
ス
マ
山
ノ
内
 参
分
弐
 
    此
下
刈
賃
 金
四
円
也
 
一 同
堀
ノ
所
部
分
 五
ヶ
所
 
    此
下
刈
賃
 壱
円
弐
拾
五
銭
 
一
、
字
東
光
寺
ノ
松
山
分
 
    此
下
刈
賃
 壱
円
五
拾
銭
 
一
、
十
山
の
内
 参
分
ノ
壱
 
    此
下
刈
賃
 五
拾
銭
 
一
、
喜
左
山
の
分
 全
部
 
    此
下
刈
賃
 金
壱
円
八
拾
銭
也
 
一
、
孫
左
山
分
 杉
山
分
 
    此
分
賃
金
 壱
円
五
拾
銭
 
一 同
小
松
植
山
の
分
 
    此
賃
   八
拾
銭
也
 
一 喜
左
山
の
西
南
角
隅
 小
松
植
附
の
処
 
    此
賃
金
  弐
拾
五
銭
 
一
、
小
谷
津
山
の
内
 南
方
及
東
方
角
辺
等
 
    此
賃
金
  弐
円
四
拾
銭
今
年
ハ
荒
刈
ニ
ア
ラ
ズ
 
        四
町
四
反
五
畝
 
    賃
金
荒
刈
賃
ト
シ
テ
 参
円
五
拾
五
銭
 
一
、
東
光
寺
ノ
小
松
植
附
の
処
 
    此
分
下
刈
賃
四
拾
銭
 
 
          戸
田
の
 宿 藤
吉
分
  １
２
１
 
字 
一
岩
の
谷
津
山
杉
森
分
全
般
及
新
規
松
苗
植
ゑ
分
 
  右
の
内
杉
山
分
下
刈
賃
弐
円
也
 
  
{九
月
廿
日
 一
金
弐
円
也
渡
す
} 
   小
松
植
附
分
三
分
ノ
壱
ニ
付
今
未
定
、
此
分
金
弐
銭
内
金
に
渡
す
 
一 外
ニ
右
松
苗
の
先
キ
東
方
部
に
て
前
年
杉
木
植
あ
る
分
 
  是
ハ
四
ヶ
所
合
計
分
の
内
に
て
代
金
未
詳
 
 
一 浅
間
表
山
分
 
   此
下
刈
賃
弐
拾
五
銭
也
 
  
{九
月
廿
日
 一
金
弐
拾
銭
渡
す
} 
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九
月
 
麻
生
新
田
東
山
(字
埴
谷
前
)夏
刈
リ
 
一 金
弐
円
也
    戸
田
ノ
 富
蔵
 
   九
月
廿
四
日
賃
拂
済
 
 
戸
田
道
田
ノ
澤
上
 夏
刈
リ
 
 
一 金
三
拾
銭
    戸
田
ノ
清
左
衛
門
 隠
居
 
   十
月
三
日
賃
済
 
 
十
月
五
日
                 １
２
２
 
九
月
拾
壱
月
     
 
字 南
出
崎
         井
の
上
 小
川
治
郎
吉
 
一
、
東
方
部
 松
木
及
杉
木
植
附
分
 全
部
 
   此
下
刈
賃
 参
円
也
 
   
{拾
月
五
日
 内
金
弐
円
也
渡
す
} 
   
{拾
壱
月
十
二
日
 残
金
壱
円
也
渡
す
 右
皆
相
ス
ミ
} 
 
一
、
字
赤
坂
山
に
て
南
西
方
山
、
中
檜
木
(壱
尺
以
上
弐
尺
位
)
植
込
山
林
分
 
 
此
下
刈
賃
七
拾
五
銭
也
 
       右 家
の
子
よ
り
寄
留
人
 木
挽
某
 
 
一
、
前
年
の
倉
山
下
刈
賃
    小
川
忠
三
郎
 
   此
賃
今
年
は
荒
れ
た
る
に
は
特
に
 
    参
円
参
拾
銭
ト
ス
(一
割
増
也
) 
 
一
、
同
山
の
北
方
大
道
附
植
附
所
分
 
   此
賃
金
     銭
也
 
 
